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プロローグ







　渚なぎさ市を一台のリムジンが走っていた。

　その巨きよ体たいにもかかわらず走行音は極きわめて静か。黒くろ塗ぬりの外装は艶あでやかで、車に興味がない者でも、庶しよ民みんのものではないと一目で理解できる。

　運転席にいるのは六十前後の紳しん士しだった。銀色の髪かみと口ひげが年季を感じさせるが、その眼光や姿勢は、まだまだ彼かれが現げん役えきだと物語っていた。

　そして後部座席に座すわり静かに微び笑しようしているのは、金きん髪ぱつの少女である。年ねん齢れいは、おそらく十五には達していない。十三歳さいくらいだろうか。真っ白なドレスに身を包つつみ、膝ひざの上に折りたたんだ日ひ傘がさを載せている。

　二人とも東洋人には見えない。西洋の、それもゲルマン系と思わしき風ふう貌ぼうだ。

「嬉うれしそうですな、ヘルガお嬢じよう様さま」

　運転手は前を見ながら、後部座席の少女へ語りかけた。

　すると少女は、微笑を満面の笑えみに変え、長い金髪を揺ゆらす。

「あら、やはり分かりますか？」

「ええ、久しぶりにお嬢様の笑顔えがおを見た気がします」

「だって、仕方がないでしょう。ずっと家に閉じこもっていたのですから。わたくしでなくとも気が滅め入いってしまいます」

「……申し訳ありません。全すべて私の責任です」

　運転手はわずかではあるが、苦く悶もんの表情を浮うかべた。そのシワの奥おくに、言いようのない悔かい恨こんが見て取れる。

「いいのですよ、ハインツ。貴方あなたがあの時のことを悔くやんでいるのは知っています。ですが貴方がいなければ、わたくしは存在することすら出来なかったのです。それを思えば、薬が切れた間だけ閉じこもるくらい、何ともありませんわ」

　少女の言葉に嫌いやみはない。少女がここ一週間ばかり家から出られなかったのは事実だが、その責任を運転手に問うつもりはまるでないのだ。

「そう言って頂き、恐きよう縮しゆくです」

「ああ、それにしても、たった一週間顔を合わせなかっただけなのに、とても久しぶりな気がしますわ。イデアルの皆みなさん、お元気でしょうか――」







第一話　レース編みの令嬢







　五年前の五月、東京駅上空に突とつ如じよ出現した黒い球体は、徐じよ々じよに周囲の空間を侵しん食しよくしていった。さながら次元に開いた穴であり、それを証明するかのように、次々と異形の化物が溢あふれ出だした。

　やがて黒い球体は東京全土を覆おおい尽つくし、日本中に魔ま力りよくが充じゆう満まんし、そこに住んでいた者の約一割が魔ま術じゆつ師しとなってしまった。

　そして穴から現れた化物たち――すなわち魔ま族ぞくによって日本列島は支配され、魔ま界かいと化した。人はこの厄やく災さいを『大魔災』と呼ぶ。

　その東京を包む漆しつ黒こくのドームの奥おく底そこに、あらゆるものを寄せ付けない特異な空間がたゆたっていた。

　捜さがしても見つからない。見つけても入れない。

　特定の者のみが出入りできる魔造空間。

　白空世界と呼ばれる、破戒王の残党レムナンツたちの希望の場所。

　リリウム・ホーリーベルの魔力によって維い持じされているこの白空世界は、漆黒のドームとは対照的に、内部は純白である。そして白空世界の中には灰色の門がいくつか建っており、それをくぐると、それぞれ小分けになった部屋に通じている。

　その中の一つで、エルメネヒルドはリリウムを看病していた。

「だから寝ねてなきゃ駄だ目めって言ったのにさ。調子こいて動き回るから……」

「……返す言葉がない」

　ベッドに横たわるリリウムは、布ふ団とんで口元を隠かくしながら、恥はずかしそうに呟つぶやいた。

　先日、三さん世ぜ寺じ夏なつ彦ひこの攻こう撃げきで負った傷は、リリウムを予想以上に傷つけていた。だからエルメネヒルドは安静にするよう言ったのに、リリウムは「大だい丈じよう夫ぶだから」と聞かなかったのだ。その結果、傷は熱を持ち、リリウムは倒たおれ、ベッドから動けなくなった。

「ま、リリ姉はいつも頑がん張ばりすぎるから。丁度いい機会だよ。ゆっくり休んでて」

　エルメネヒルドはそう言ってタオルを絞しぼって水を切り、リリウムの額に載せてやった。

「……あ、ありがとう」

　リリウムの頬ほおが赤くなっているのは、熱のせいなのか、それとも照れているのか。後者ならいいな、とエルメネヒルドは思った。

「じゃあ、僕ぼくは出かけてくるから。リリ姉はちゃんと寝てるんだよ。ただでさえ白空世界の維持に魔力を使ってるのに、これ以上消しよう耗もうしたら本当に大変なことになっちゃうよ」
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「うん……けど、エルメネヒルド一人で大丈夫？」

　リリウムはうかがうように見つめてくる。

　それが心配そうな瞳ひとみだったので、エルメネヒルドは舞まい上あがるのを抑おさえきれなかった。

「え、リリ姉、僕のこと心配してくれるの!?」

「そ、そういうわけじゃなくて……ただ、失敗したら困るから……それだけ」

　ますます頬を赤くしながら、リリウムは目を泳がせた。

　エルメネヒルドとしては、それは最大級に嬉しい出来事だった。ヴェズエル以外を見ようとしないリリウムが、わずかでも自分を気に掛かけてくれたという事実。小こ躍おどりしたいほどだ。

「それじゃ、リリ姉を安心させるためにも、ちゃんと仕事してくるから。ちゃんと寝ててね」

「……うん」

　エルメネヒルドはリリウムの布団を直してから部屋を出た。

　視界一いつ杯ぱいに、真っ白な空間が広がる。

　その瞬しゆん間かん、鼓こ膜まくを殴なぐるような鼓こ動どうが響ひびき渡わたった。

「わぁ、相変わらず凄すごいな――」

　呟いて、白空世界の中心部に目を向ける。

　それこそが鼓動の震しん源げん地ち。

　そこには、内部が液体で満たされたカプセルがあった。中に浮かんでいるのは、全身を焼かれた男。

　かつて破は戒かい王おうヴェズエルと呼ばれた、最強の魔族。エルメネヒルドやリリウムの盟主。

　その屍し体たい。

　だが、屍体は活動していた。白空世界全体に響き渡るほどの音を奏かなで、凄すさまじい魔力を放っている。

　皮ひ膚ふの全てを覆っていた火傷やけども、徐々にではあるが治り始めているように見える。

　もしかしたら、残ざん鉄てつの全てを集める前に、目を覚ますかも知れない。

　そんな希望をエルメネヒルドは、自分ではなくリリウムのために願った。

「ヴェズエル……早く起きないと、リリ姉が可か哀わい想そうだよ。目を覚ましたら、ダイアンサスだけじゃなく、リリ姉にも優やさしくしてあげてね」

　エルメネヒルドは、自分がリリウムの支えになれないことを自じ嘲ちようしつつ、ヴェズエルに背を向けて白空世界をあとにした。





※






　五年前、大魔災によって夏彦と織おり姫ひめは生き別れになってしまった。

　なぜなら夏彦は他の日本人たちと共に海上コロニーに脱だつ出しゆつしたが、織姫は魔術師として日本列島に残らねばならなかったからだ。

　夏彦は絶対に帰ってくると約束し日本をあとにした。そして先日、ようやく帰国を果たし織姫と再会した。

　そんな夏彦が北きた渚なぎさ高校に通い始めて三日が経たった。

　第一印象は、なんてカオスな学校なんだ――である。

　校舎は普ふ通つうだ。先週、地下から塔とうが生えてきたのに、何事もなかったかのように元通りになっているのは普通といえないような気もするが、とにかく見た目は普通だ。

　問題は生徒だった。

　約一割の人間を除けば、残りは全て魔族。それも化物じみた外見の者が大半だ。

　社長やシュトライムのような人型に近い魔族は、実のところ少数派で、ほとんどはクリーチャーなのだ。

　河童かつぱや天てん狗ぐが伝承そのままの姿でいたり、名状しがたい生き物などが当たり前のように机を並べている。

　幸いにも、教師はほとんど人間だった。

　なにせ、もともと魔界には学校というものがなかったらしい。大魔災から五年しか経っていないので、魔族の先生はまだ少ない。

　だが、それらは全て、夏彦にとって些さ細さいな話だった。

　重要なのは、夏彦の席が織姫の真後ろということ。授業中だろうが休み時間だろうが、ひたすら織姫を眺ながめられるのだ。これは素す晴ばらしい。

「むぅ、だからそんなに見つめないでください。後頭部に穴が開くじゃないですか」

「なんだ、織姫。もしかして、俺おれの視線が気になって授業に身が入らなかったのか？」

「べ、別にそういうわけではありませんが……」

　授業が終わったあと、織姫は振ふり返かえってそんなことを言ってきた。

　こんなに幸せなことがあるだろうか、と夏彦はシミジミと味わう。

　――俺は、織姫と、クラスメイト、なのだ！

　なにせ夏彦は、織姫に会いたい一心で日本に帰ってきたのだ。五年間も離はなればなれになっていた空白は、いまだ埋うまっていない。だから、一いつ生しよう懸けん命めい埋うめなくてはならないのだ。

「あぁ……生きててよかった……」

「急になんですか。変なこと言いながら人の髪をいじらないでください！」

「じゃあ黙だまってたら触さわっていいのか？」

「そういうことではありません！」

　織姫はそんなことを言って怒おこってみせるのだが、本当に嫌ならば席を立ってどこかに行けばいい話である。それが夏彦にされるがままになっているということは、これはもう「好きにしてください」という意思表示に違ちがいない。

「相変わらず熱々だねー。教室の気温が上がっちゃいそう。夏なんだから控ひかえめにしてよぉ」

　そう言って近づいてきたのは、人間離ばなれな巨乳の女子高生、碇いかりヶが関せき繭まゆ子こだ。彼かの女じよは織姫と同じく、五年前に魔術師になった者の一人であり、夏彦から見れば旧友にあたる。かつて夏彦が小学生だったとき学級委員長をしていたが、今ではこのクラスの学級委員長をしているらしい。委員長という響きが好きなのだそうである。

「おう、俺らに近づくと火傷するぜ。逃にげた方がいいぞ。そして俺と織姫を二人っきりにするんだな」

「夏彦はまたそうやって変なことを言う……学生なんですから、ちゃんと勉強に力を入れてください。魔族の皆だって真ま面じ目めに授業受けてるんですよ」

「それは午前中だけだろ。昨日も一昨日も、午後になると騒さわがしかったじゃん。昨日なんか、三階からウナギとヘビが絡からまって落ちてきてビックリしたな。『俺の方が長い！』とかどうでもいいことで言い争って」

「それはそうですが……とにかく、あんまりベタベタしないでください。勘かん違ちがいされるじゃないですか！」

「勘違いって、どんな？」

「そ、それは……たとえば、私と夏彦が、その、恋こい人びと同士、とか……」

　織姫は頬を赤くしながら、たどたどしい口調で言った。

　すると委員長が「えー」と口に手を当て、

「それ勘違いじゃないじゃん。二人が恋人じゃなかったら、一体なんだって言うの？」

　と、正論を言った。

「わ、私と夏彦はただの幼おさな馴な染じみです！」

「またまたぁ」

「むぅ……あっち行ってください、次の授業が始まりますよ！」

「はいはい」

　委員長は織姫を軽くあしらって、自分の席へ戻もどっていった。

　夏彦も形だけは授業を受ける態度を作り、鞄かばんから国語の教科書を出した。だが夏彦は、真面目に授業を受けるつもりがない。

　――日本人なんだから、改まって国語の授業なんかやらなくてもいいだろ。やっぱ黒板より織姫の後ろ姿を眺めるに限るぜ！

　そんな学校教育を軽かろんじることを考えていると、窓の外から音と震しん動どうが響いてきた。

「なんの音だ？」

　どこかで工事でもしているのだろうかと思ったが、それは徐々に近づいてくる。

　夏彦だけではなく、織姫や委員長、他のクラスメイトも注目し、外を見やった。

　すると空をヘリコプターが飛んでおり、

「危険です、危険です。進行方向から退たい避ひしてください。魔界警察は責任を負いません。自己責任で回かい避ひしてください」

　と、無責任な警報を発していた。

　何事かと見ていると、遠くから赤色と白色の二つの物体が、民家を押おしつぶしながらこっちへ向かってくるではないか。

　二つとも吸きゆう盤ばんの付いた触しよく手しゆを生やし、互たがいにぶつけ合い、格かく闘とうしていた。

「あれって……タコとイカですか……？」

　織姫は驚おどろきと呆あきれを混ぜたような微び妙みような表情をする。

　赤と白の物体は確かに、タコとイカ以外の何物にも見えなかった。

　触手を含ふくめた全長がどれほどになるのか分からないが、とにかく民家より大きい。

　結構な事件のはずなのだが、タコとイカが相手では、どうにも緊きん張ちよう感が湧わかない。

「美味おいしそうかもー」

　委員長は冗じよう談だんなのか本気なのか分からないことを言いつつ、太もものホルスターから銃じゆうを抜ぬく。織姫も同様にヘアピンを日本刀に変化させ、臨戦態勢に入る。

　二人ともイデアルの一員として戦うつもりなのだろう。

　イデアルとは、現在の日本の統治者である慈じ悲ひ帝ていゲシュペスのポケットマネーで運営される戦せん闘とう請うけ負おい会社である。その活動理念は、魔界の治安が決定的な崩ほう壊かいを迎えるのを防ぐこと。平たく言えば『正義の味方』なのだ。

　織姫と委員長はこのイデアルに所属しており、帰ってきた夏彦もそこに加わった。

　故ゆえに、暴れているタコとイカは、夏彦たちにとって討とう伐ばつの対象となる。

　ところが、イデアルとは無関係の生徒たちまで窓から飛びだし、タコとイカを迎むかえ撃うとうと大おお騒さわぎしていた。なにせ生徒のほとんどが魔族。残りの者は魔術師。お祭り騒ぎが大好きなのだ。

「ほら、夏彦！　私たちも行きますよ。せっかく再生した校舎を壊こわされてはたまりません！」

「おう。だけど、こんだけ魔族がいたら、タコとイカくらい普通に返り討うちに出来んだろ……」

　とは言っても、夏彦も基本的に騒ぎは好きだった。織姫と委員長のあとを追い、校庭に降りる。

　それと同時に、二匹ひきの海洋生物も校庭に雪崩なだれ込んできた。

「タァゴォォォッ！」

「イガァァァァア！」

　完全に特とく撮さつ映画であり、こうも間近で見せられると、もの凄い迫はく力りよくがある。鳴き声が直球過ぎるのが気になるところだが、そもそもこいつらは何が気にくわなくて喧けん嘩かをしているのか。せめて海の中で決着を付けて欲ほしいところである。

　夏彦がそんなことを思っていると、社長から電話がかかってきた。

「大変ニャ！　港に水みず揚あげされた巨きよ大だいタコと巨大イカが、大暴れしながらそっちに向かってるニャ！　現れたら皆で止めるニャ！」

「もう目の前にいますよ。そして生徒が何人か突っ込んで、触手で薙なぎ払はらわれてます……あのタコとイカ、何で暴れてるんですか？」

「そんな海の生き物の気持ちなんて知らないニャ。漁師さんが網あみにかけたとき、既すでに戦っていたらしいニャぁ」

「そんなの釣つり上げんなよ……」

「とにかく、応おう援えんも送ったから、ちゃんと退治するニャ。お仕事ニャ」

　社長はいつものようにニャーニャー言いながら電話を切った。

「応援……？」

　はて、と夏彦は考え込む。

　イデアルの戦せん闘とう要員は、夏彦・織姫・委員長の三人であり、全員ここにいる。社長や副社長は裏方、前線向きではない。では、一体だれが？

「夏彦、社長からですか？」

「おう。タコとイカを倒せって。あと、応援を送ったって言ってたんだが、心当たりあるか？」

「応援、ですか……？」

「えー、誰だれだろう？」

　織姫と委員長は首をかしげ考え込む。

　まったく、こんなことをしている暇ひまがあったら、とっとと怪かい獣じゆう退治すればいいのだが、なにせタコとイカでは闘とう志しも湧かない。

　そもそも、夏彦たちが手を下さなくても、ほかの生徒だけで倒してしまいそうだった。

「ああ、もしかして、ヘルガではないでしょうか？」

　織姫がそう言うと、委員長も合が点てんがいったように頷うなずいた。

「ヘルガって誰だ？　そいつもイデアルなのか？」

「うーんとね、ヘルガって言うのは――」

　委員長が説明しかけたとき、触手で吹ふっ飛とばされた生徒がダースで飛んできて、校舎に突つき刺ささった。魔族だけでなく、魔術師も混じっている。五年間も魔界の空気を吸ったせいで、ノリが魔族のように好戦的になってしまったようだ。

「おい、お前ら！　戦うんならちゃんと倒せよ。勝てないなら引っ込んでろ、邪じや魔まだ！」

　夏彦が壁かべにめり込んでいる連中に文句を言うと、

「んだよー、こんな面おも白しろそうな事件、逃のがしてたまるかってんだ」

　と、まるで懲こりない返事が飛んでくる。

　空を飛んでいる魔界警察のヘリは、「退避してください、退避してください」と繰くり返すばかり。

　魔界政府とてそれなりの戦力はあるのだから、タコとイカくらい倒せるはずだ。それが静観しているということは、この程度のトラブル、わざわざ鎮ちん圧あつするまでもないと思っているのだろう。

　そもそも魔界の組織は一つ残らずいい加減なので、その日の気分で仕事をしたりしなかったりする。

　普ふ段だんは遊んでばかりいるイデアルだが、組織としては、もしかしたら日本で一番まともかもしれない。

「くそっ、マジで校舎を壊されかねないな。織姫、委員長、一気に倒すぞ。生徒は多少、巻き込んでもいい。あいつらなら死にゃしないだろう、きっと」

「アイアイサー」

「致いたし方かたありません……でも、なんで夏彦が仕切ってるんですか？」

　織姫がそんなどうでもいい不満を口にしつつ刀を構えたとき、校庭に激しいエンジン音が鳴なり響いた。なんと突とつ然ぜん、黒塗りのリムジンがフェンスを突き破やぶって乱入して来たのだ。

　しかもリムジンは、ボンネットの下からミサイルを発射し、更さらにライトからレーザーを出して、タコとイカを攻撃し始める。

「ダ、ダゴオオオッ！」

「イガガ――ァッッ！」

　怪獣二匹は苦しげに鳴きつつ、触手を一層激しく振り回まわし暴れる。

　流石さすがの生徒たちも逃げ始めた。

　リムジンはタイヤをスライドさせながら減速し――次の瞬間、その中から小さな人ひと影かげが飛び出す。

　それは少女だった。

　レースとフリルがたっぷりの白いドレス――いわゆるロリィタドレスと呼ばれる服を着ていた。普通、こんな豪ごう奢しやなドレスを着たら衣装負けしそうなものだが、その少女は本人も負まけず劣おとらず美しく、実に絵になっている。年齢は十三歳といったところだろう。

　光ひかり輝かがやく金色の髪が揺れる。いかにもお嬢様といった感じだ。日傘まで差しているし、そもそもリムジンから降りてきたのだから、これでお嬢様でなかったら詐さ欺ぎである。

　ところが、そのお嬢様らしき少女は空を飛んでいた。いや、飛ぶというより、跳とぶといった方が正確だろうか。

　走行中のリムジンから、そのまま宙へジャンプしたのである。そして手にした日傘を畳たたみ、更に彼女は人差し指の先せん端たんを噛かみ、血を滲にじませた。

　――何だ？

　そこに発生した多量の魔力に夏彦が目を奪うばわれていると、少女の指から血の糸が伸のびた。

「レース針四号解放」

　その言葉を発ほつ端たんに、日傘が光る針に変化した。針は宙を飛びながら血の糸を引き、空中に模様を描えがく。

　完成したのは何と、円形のレース編みだった。直径は少女の身みの丈たけより大きい。

「魔ま法ほう陣じんか!?」

　血を糸に、傘かさを針に見立て、レース編みで魔法陣を形成する。見たことも聞いたこともない魔ま術じゆつだった。

　完成した魔法陣を頭上に掲かかげ、少女は唱えた。

「ローゼンクロイツ式召しよう喚かん術、第二階かい梯てい――パンツァーファウスト」

　魔法陣から、棒状の物体が十本現れた。その先端は少し膨ふくらんでおり、全てタコとイカを向いている。

　パンツァーファウストといえば確か、ドイツの対戦車兵器のことだ。

　案の定、棒の先端部分は一いつ斉せいに発射され、タコとイカに着ちやく弾だんする。同時に爆ばく発はつを引き起こし、校庭を閃せん光こうと轟ごう音おんで埋め尽くした。

　タコとイカは表面をこんがり焼かれ、触手を力なく落とし、巨体を地に伏ふした。

　そして少女は校庭に着地する。

　魔法陣を形成していた血は、糸を巻くように指先へ戻っていき、それに合わせて傘も彼女の手に戻った。少女は優ゆう雅がに日傘を広げ、膝ひざ丈たけのスカートと金髪をなびかせて、夏彦たちに向き直った。

「お久しぶりですわ織姫、繭子。そして初めまして夏彦様。わたくしヘルガは、本日よりイデアルに復帰いたします」

　日傘が影かげを落としているのに、少女の肌はだは何よりも白かった。それと対比するような真しん紅くの瞳が夏彦を射貫き、ほがらかに微笑ほほえんだ。

「ヘルガ……？　君もイデアルなのか」

「はい。夏彦様のことは社長から聞いていますわ。よろしくお願いいたします」

「あ、ああ……こちらこそ、よろしく」

　あまりにも丁てい寧ねいな挨あい拶さつに、夏彦は面食らってしまう。

　お嬢様という人種と会話したのは、これが初めてだった。そもそも、こんな話し方をする人物が実在するとすら思っていなかった。品性の違いというものを味わったような気がする。

「夏彦！　何をデレデレしているのですか。ヘルガが綺き麗れいだからって、そんな！」

「いや、デレデレしているわけじゃないぞ。そんな凄い勢いで嫉しつ妬としなくても大丈夫だから」

「べ、別に嫉妬しているわけじゃありません……！」

　織姫は焦あせったり怒ったりと、何やら忙いそがしく表情を変えている。

　まったく、なんて可愛かわいい奴やつなんだろう、と夏彦はシミジミ思った。

「ヘルガ久しぶりー。体の方はもういいのー？」

「はい。その節はご迷めい惑わくをおかけしました。もう大丈夫ですわ」

　委員長の問いにヘルガは答える。

「ん、何だ？　ヘルガは病弱なのか？」

　お嬢様というだけでも希少なのに、病弱ときては、自分如ごときが話しかけていいのだろうかと怖おじ気けづいてしまう。

　ヘルガの外見だけで判断すれば、タコやイカと戦うより、湖こ畔はんのお花畑で静かに編み物をしている方が似合っていた。もはや絵画の世界だ。

　もっとも夏彦の主観では、織姫の方が上なのだが。

「ええ……その、薬がないと大変なことになってしまうので……」

　するとヘルガは俯うつむき、言いにくそうにした。

「……もしかして俺、マズイこと聞いちゃったか？」

「いえ！　そんなことはありませんわ。気づかってくださり、ありがとうございます」

　ヘルガは爽さわやかに笑った。礼れい儀ぎ正ただしい上に、明るくていい子である。

　秩ちつ序じよという文字が三回転半くらいねじ曲がった今の日本に、ヘルガのような少女がいるとは嬉しい発見だった。

「うぅ……夏彦、やっぱりデレデレしてるじゃないですか！」

　織姫は夏彦の制服を引っ張り、もの凄く悔くやしそうな顔で見上げてきた。

「何だよ織姫。俺がお前以外の女の子を好きになるとか、本気で思ってるのか？」

「ですがヘルガは綺麗で素す直なおで明るくて……あっ、いや、夏彦が誰を好きになろうと、私には関係ありませんけどねっ！」

「へー、関係ないなら焦る必要もないだろ？」

「焦ってなんか……って、え!?　夏彦、もしかしてヘルガのことが本当に……っ！」

　織姫は分かりやすく狼狽うろたえる。夏彦は嗜し虐ぎやく心を刺し激げきされ、意地悪したくなった。

「だったらどうする？」

「そんな……私……五年間、待っていたのに、今いま更さら……あ、あぁ……」

　織姫は顔を真っ赤にし、目の端はしに涙なみだを浮かべた。

　――あ、いかん。マジ泣きだ。

　まさかここまで激しい反応がくるとは思っていなかった夏彦は、織姫の涙を見て青ざめた。

「お、おい、泣くなよ！　俺が織姫以外を好きになるわけないだろ、信じろよ、もう！」

「本当ですか……じゃあ何でヘルガに気があるみたいなこと言うんですか……」

「織姫を少しからかってみたくなっただけだよ」

「うぅ……イジワルしないでください……」

　織姫はクスンクスンと泣きながら、夏彦の腕うでを両手でぎゅーと握にぎりしめた。

　すると周囲から口笛が上がった。北渚高校の生徒たちが、夏彦と織姫の仲を祝福してくれているのだ。

　――皆、ありがとう！　俺たち、幸せになるからな！

　夏彦はここぞとばかりに織姫の肩かたを抱だき、キスをしようと顔を近づけた。

　ところが、口笛のせいで正気に戻った織姫は、「うひゃぁっ！」と叫さけんで夏彦を振り払う。周りをキョロキョロ見回し、自分が群集の中でいかに恥ずかしいことをしていたか思い返したらしく、目をグルグル、腕もグルグルさせる。

「わ、私は別に、夏彦のことなんか……あ、あわわ！」

　すると委員長は意い気き揚よう々ようと口を開き、

「あー、夏彦くん織姫ちゃん泣かしたぁ。いーけないんだ、いけないんだ。しゃーちょに言ってやろ」

　と、歌い出す。

「別に社長に怒られてもな」

「シュトライムさんにも言ってやろ」

「それは面めん倒どうなことになりそうだからやめてくれ」

　委員長は「わーい、困らせた」となぜか勝かち誇ほこる。

　そんな委員長はどうでもいいとして、問題は織姫だ。

「大丈夫か、織姫……」

　だが夏彦が手を伸ばすと、織姫はズズズと後ずさり逃げていく。そのままズズズと委員長の後ろまで行き、隠れてしまった。

「夏彦のことなんて、何とも思ってませんから！」

　委員長の後ろから、説得力のない宣言が聞こえてくる。

　――まあ、いつもの調子に戻ったなら、大丈夫だろう。

　夏彦が織姫の様子に安心していると、急にヘルガがぐいっと顔を近づけてきた。

「夏彦様は織姫のことが好きなのですか？」

「そうだけど？」

「そうですか……それは残念ですわ。わたくし、夏彦様を一目見て、素す敵てきな殿との方がたと思いましたのに」

「そうか？　お世辞でも嬉しいよ」

「あら。お世辞ではありませんよ？」

　ヘルガにそう言われた夏彦は、ふーん、と思った。こんな美少女に『素敵』と言われてこの程度の感想しか持たないのは罰ばち当あたりな気もするが、浮うわ気きするつもりはないのである。

　――まあ、女の子に素敵と言われて、悪い気はしないけど。

　とりあえず、タコとイカを倒したのだから、イデアルとしての仕事は終わった。あとは授業に戻るべきだろう。そう夏彦が思った瞬間、赤い触手がヘルガの腰こしに巻き付いた。

「え――!?」

　ヘルガが反応するより早く、触手は彼女の体を空高く持ち上げた。

「タゴォォオォォッ！」

　なんと、巨大タコはまだ生きていたのである。

　太くたくましい触手。唸うなりを上げるタコ。襲おそわれるロリィタ少女。

　夏彦が今まで見てきた光景の中で、もっともシュールなものだった。

「な、何ですか、これは……きゃ、服の中に入ってきて……ヌルヌルします……気持ち悪い、あ、そこは、ダ、ダメですわ……！」

　うねうねする触手に気を取られて、ヘルガは魔術を使う余よ裕ゆうがないようだ。

　復ふく讐しゆうにかられたタコは、その八本の触手を一斉にヘルガへ向ける。

「い、いやぁぁあっ！」

　ヘルガの悲鳴が上がった、そのとき、

「斑いか鳩るが流りゆう本ほん家け魂こん燃ねん式しき魔ま闘とう術じゆつ、型ノ参――朧おぼろ朏みかづき穿うが雲つぐも」

　夏彦は黒い魔力の矢を放ち、タコの触手を切断した。貫かん通つうした矢はそのままタコの頭部を破は壊かいし、空の彼方かなたまで飛んでいく。今度こそタコは沈ちん黙もくした。

　それと同時に、触手から解放されたヘルガは宙に投げ出された。夏彦は落ちてきた彼女を受け止める。

「大丈夫か？」

「は、はい！　あ、ありがとうございます」

　ヘルガは触手がよほど怖こわかったのか、カチカチに体を強こわばらせていた。熱っぽい目で夏彦を見つめ、どこか夢見心地な様子だった。

「……どうしたんだ。どこか痛めた、とか？」

「い、いえ。その、何でもありませんわ！」

「そうか、ならいいんだ」

　夏彦はヘルガを地面に下ろす。

　が、なぜかヘルガは夏彦から離れようとせず、目の前に立ったまま、頬を赤らめて上うわ目め遣づかいで見てくる。

「……？」

　どうしたんだろう、と夏彦が考えていると、織姫が叫びだした。

「夏彦！　やっぱり貴方、ヘルガに気があるんじゃないですかっ？　今のは……お姫ひめ様さまだっこじゃないですか！　そんなの私にだってしてくれたことないというのに！」

　織姫は委員長の後ろから頭だけ出して、ワーワー言ってくる。

「空から落ちてくる人をキャッチしたらそうなるだろうが。ところで織姫、俺にお姫様だっこしてほしかったのか？　そう言ってくれればいつでもしてあげたのに。さあ」

「ち、違いますよ！　さあ、とか言って両りよう腕うでを広げたってダメです。私は怒ってるんですからね！」

「なんで怒ってるんだ？」

「だってヘルガに優しくしたじゃないですか！」

「俺がヘルガに優しくすると、どうして織姫が怒るんだ？」

「それは、だって私以外に……あっ、別に夏彦が誰と何をしようと、私には関係ありませんけど！」

「じゃあ、怒ることないだろ？」

「そ、そうですね……」

　完全論破された織姫は、委員長の背中に顔を半分隠し「いじわる……」と呟く。

　その織姫があまりにも可愛くて、夏彦の意識は飛びかけた。

「お嬢じよう様さま。そろそろお薬の時間です」

　そうやって夏彦が意識を失いかけていると、いつの間にか見知らぬ男がヘルガの隣となりに立っていた。

「まあ、もうそんな時間？　ハインツ、用意は出来ていますか？」

「無論でございます、お嬢様」

　ハインツと呼ばれた男は、六十歳さいくらい。しかし背は高く、一九〇センチ近かった。ヘルガもそうだが、彼かれも日本人ではない。いかにも紳しん士しといった風ふう体ていで、ヘルガと並んでいると実に絵になる。
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　夏彦が見ていると、ハインツはこちらに向き直り、

「おっと、申もうし遅おくれました。ヘルガお嬢様の執しつ事じをしている、ハインツ・ツヴァイクと申します。以後お見知りおきを、三世寺夏彦様」

「はい……よろしく」

　病弱なお嬢様に引き続き、今度は老執事ときた。

　ここは本当に日本なのだろうかと疑わずにはいられない。

「あ、ハインツさんハインツさん」

「これは繭子様。お久しぶりでございます」

「うん、お久しぶりー。ところでさぁ、私たちのこと、夢む幻げん島まで送っていってくれない？」

「構いませんが、授業がまだあるのでは？」

「えー、校庭にこんなタコとイカを転がしたままで？　ないない。ほら、皆みんな、食べるのに夢中だよ」

　委員長が指差した方角を見ると、何と生徒たちがタコとイカに群がり、引き千切って食べていた。パンツァーファウストでこんがり焼けているので、とても美味おいしそうだった。

「確かに、これでは授業になりませんね」

　織姫までそんなことを言う。ちなみに、まだ委員長の背中にくっついていた。

「分かりました。ではお乗りください」

　ハインツは黒いリムジンのドアを開ける。

「あ、ちょっと待って。せっかくだから、タコとイカ、ちょっとだけ持って行って、イデアルの皆で食べようよ。夏彦くん、触手をちょいちょいって斬きって」

「俺は便利なアイテムじゃないぞ」

　そう文句は言いつつ、タコとイカが美味おいしそうなのも事実だった。

「斑鳩流本家魂燃式魔闘術、型ノ弐に――舞ま羽う時雨しぐれ」

　夏彦は腕から黒い魔ま力りよくの鞭むちを伸ばし、タコとイカの触手を一本ずつ切断した。

　すると委員長は「わーい」などと言って、触手に向かって走り出だした。委員長の肩に掴つかまっていた織姫は、つられて一いつ緒しよに走っていく。

　そして触手をズルズル引きずって走る委員長の後ろを、やはり織姫は追いかけてくる。まるで電車ごっこのようだ。

「織姫。いつまで委員長の後ろにいるんだ？」

「その……離れどきを見失ってしまって……」

「じゃあ、今がそのときだ」

　夏彦は織姫をひょいっと引っ張り、委員長から引ひき離す。ついでにその腰に腕を回して抱きしめてみたりもする。

「ひゃぁ……夏彦はまたそうやって」

「何だ、嫌いやなのか？」

「そんなの嫌に決まって……」

　と言いかけた織姫だが、ヘルガをチラリと見てから態度を変える。

「……た、たまにならこういうのもいいでしょう。たまになら」

「そうかそうか」

　許しがなくても織姫にベタベタする夏彦である。許しが出た以上、これはもう一いつ生しよう懸けん命めいベタベタするしかない。

「織姫も夏彦様も、人前でそんな大だい胆たんな……はしたないですわ！」

　ヘルガは、そんなお嬢様らしいことを言って、夏彦の腕を引っ張った。

「ヘルガ、やめて下さい！　どうして私と夏彦を引き離そうとするのですかっ？」

「そう言う織姫こそ、さっきまで嫌だ嫌だと言っていたのに、急に素直になって何のつもりですか」

「それは……いちいち抵てい抗こうするのが面倒になっただけです！　別に素直になったわけではありません！」

「では、わたくしが代わりに抵抗して差し上げますから、織姫は離れて下さいまし」

　理由は分からないが、ヘルガは夏彦の腕を離さない。

　どうしてこんなにヘルガにくっつかれているのだろう、と夏彦は不思議に思う。織姫と二人っきりになりたいから、正直、離れて欲しいのだが。

「夏彦くん、織姫ちゃん、ヘルガ。いつまで遊んでるの？　行くよぉ」

　委員長はいつの間にか、タコとイカの触手をリムジンの屋根にくくりつけていた。あのヌルヌルした物体を高級車に載のせるとは、とても罪深い行いだ。

「ヘルガ……あの車、高価なものなんじゃないか？」

「マイバッハ・ランドレー。だいたい一億五千万円くらいでしょうか。まあ、車としては高い方ですね」

　ヘルガは何でもない口調で、腰を抜かすようなことを言った。

「えぇっ！　この車そんなに高いのっ？」

　委員長は今更のように驚いて、目を丸くしながらピョンと飛び跳はねた。伊達だてと酔すい狂きようで生きている委員長でも、流石さすがに一億五千万円はインパクトがあったらしい。

「いいんですよ、お気になさらず。どうせ乱雑に扱あつかっているんですから。それよりも夏彦様、一緒に乗りましょう」

「何を言ってるんですかヘルガ。皆で行くのですから、別に貴女あなたと夏彦が特別一緒に乗るわけではありませんよ！」

「まあ織姫ったら。この車は四人乗りなので、どうしても一人余ってしまうのですわ」

　なるほど、確かにそうだった。四人乗りの車に対し、夏彦、織姫、委員長、ヘルガ、ハインツの五人である。

「まず、ハインツは運転手なので省けません。また、わたくしの車なので、わたくしが乗らないというのも有り得ませんわ。繭子はなぜかもう乗り込んでいるので、今更降ろすのも酷こくでしょう。となれば……織姫しかいないじゃないですか」

「どうしてですか！　夏彦もいるでしょう!?」

「ですから、わたくしは夏彦様と乗りたいのです」

「納なつ得とくがいきません。頑がん張ばれば五人で乗れます。そんな、あからさまに私を排はい除じよしようとしても無む駄だですよ！」

　織姫は夏彦に抱かれたまま、ヘルガと口くち喧げん嘩かする。

　どうして二人が喧嘩を始めてしまったのか、夏彦にはよく分からなかった。しかし、ヘルガが織姫に意地悪しているのは理解した。

「ヘルガ。どうして織姫を虐いじめるんだ？　織姫が言うとおり、何とか五人乗れるだろ？　幸い、全員細身だし」

「え……それは、あの、申し訳ありません……夏彦様と織姫の仲があまりにもよかったので、少しイジワルしてみたかったのです……」

　ヘルガはしゅんとして俯いた。

　やはり素直な子である。話せばすぐに分かってくれるのだ。

「いや、俺おれも少しキツく言いすぎた。ごめんな、ヘルガの気持ちも考えなくて」

「は、はい。それで夏彦様、もうお気づきでしょうが、わたくし夏彦様のことが――」

「ああ、うん、分かってる。俺と織姫くらい愛し合える相手が欲しいんだろ。大だい丈じよう夫ぶ、ヘルガにもいつか見つかるって。ヘルガは美人だからな。さ、行こうぜ。委員長が早く来いって手招きしてるぞ」

「は、はぁ……」

　ヘルガはどうしてか呆れたような顔になった。それからムスッと頬ほおを膨らませ、織姫を見る。

　夏彦の腕の中にいた織姫は、「ふふん！」と何やら勝ち誇る。

　女の子の心理は複雑だなぁ――と夏彦は他人事のように思うのであった。





※






　このマイバッハ・ランドレーという高級車リムジンは、ボタン一つでオープンカーに変形する優すぐれものである。委員長は大喜びで助手席からボタンをポチポチ操作し、何度も屋根を開けたり閉じたりして遊んでいた。その度にタコとイカの生なま臭ぐさい臭においが車内に入り込んでくる。

　しかし夏彦も織姫も、生まれて初めてのリムジンに興奮し、臭いなど全く気にしなかった。

　そして夏彦たち三人は車から降りると同時に、触手を担かついで路地に入った。

「では、お嬢様。帰りの際はお呼び下さい」

「はい、ご苦労様でした。あと……車の消しよう臭しゆう剤ざいを買っておいて下さい」

「かしこまりました」

　ヘルガとハインツは車を見ながら眉まゆをしかめる。が、夏彦・織姫・委員長は触手を運ぶのに忙しい。

　ワッショイワッショイと触手を持ったまま路地を進み、雑居ビルの前で止まる。その一階には『リンニャオ』という看板が掲げられており、喫きつ茶さ店てんにしか見えない。しかし、こここそがイデアルの本部であり、喫茶店は世を忍しのぶ仮の姿なのだ。

　仮の姿ゆえ、いつもは休業している。だが今日は営業しているようだ。

　中に入ると、メイド服の猫ねこ耳みみ幼女が出で迎むかえてくれた。

「いらっしゃいませニャ……って、なんニャこの臭い！　生臭いニャー」

　イデアルの社長にしてマスコットのリン・リンは、鼻を摘つまんで後ずさった。

「社長が倒たおせって命令したタコとイカですよ。報告のために持ってきたんです」

　夏彦が説明する。

「うにゃぁ、別に持ってこなくてもいいニャ……」

「えー、でも、ほら。美味おいしそうだよー？」

　委員長が触手をグイッと社長に近づけた。

「ニャ？」

　社長は恐おそる恐るクンクンと嗅かぐ。

「そう言われるといい匂いのような気がしてきたニャ！」

「でしょでしょ。だから、皆で食べようよ。むしろ、バーベキューとかしちゃおうよ。久しぶりにヘルガもいることだし」

「そうニャ、ヘルガちゃんは大丈夫だったかニャ？　病やみ上あがりなのに仕事させちゃって悪いニャー」

　社長は、猫耳をピコピコッと動かしながらヘルガを見た。

「ええ、大丈夫ですわ。夏彦様に助けて頂きましたし……」

　ヘルガは店内に入っても日ひ傘がさを差したままだった。開いた日傘には点てん滴てきの袋ふくろがぶら下がっていて、チューブが腕に伸びている。投薬中なのだ。

「うにゃ？　ヘルガちゃん、何だか熱っぽい顔ニャ。無理しない方がいいニャ」

「いえ！　これは体調のせいではなく……乙女おとめの恥はじらいですわ……」

　そう言ってヘルガは夏彦をマジマジと見てきた。

「……？」

　乙女の恥じらいとは何だろうか。それも夏彦の顔を見ながら赤くなるとは、これはもしや――

「トイレか？」

「違ちがいますわ！」

　ハズレのようだ。女心は実に難しい。

　なにせ夏彦の頭の中は織姫のことばかりなので、他の女の子のことを考えようとしても、上う手まくいかないのである。

「夏彦。ヘルガはきっと、私たちに心配をかけたくなくて、無理をしているのです。早く夢幻島に行って、ゆっくりさせてあげましょう」

「おう、なるほど。そうだったのか。ごめんなヘルガ、気付いてあげられなくて」

「……はぁ」

　やはり女の子のことは女の子が一番よく分かるのだなぁ、と夏彦は感心する。

　そして皆で触しよく手しゆをエレベーターに運び込み、夢幻島に向かった。

　夢幻島の屋や敷しきでは、副社長が出迎えてくれた。ところが副社長は、タコとイカの触手を見て首をかしげる。

「そんな太いもの持ち込んでどうするの？　まさか皆で触手プレイとか……」

「違うニャ、バーベキューするニャ！　皆で触手プレイってどんな状じよう況きようニャ!?」

「そ、そうよね……バーベキューよね。そう言えば冷蔵庫にお肉が余っていたはずだし、丁度いいわね」

　副社長はどこか落らく胆たんしているように見えたが、それは夏彦の気のせいだろう。

　それから皆でバーベキューセットを出して、海岸にビーチパラソルを立て、準備は万ばん端たんとなる。

「あとは、織姫が水着になるだけだな」

「は、はぁぁ？　どうして私だけが水着になるのですか？」

「だって、せっかく常とこ夏なつの島でバーベキューやるんだぞ。制服のままじゃ、つまらねーじゃん。むしろ水着じゃない方が不自然だ」

「……仮にそうだったとして、どうして私だけが水着にならなきゃいけないんですか」

　織姫の疑問の意味が分からず、夏彦はしばらく考え込んだ。

「そうだよねー、女の子は織姫ちゃんだけじゃないのに。失礼しちゃう、ぷんぷん」

　委員長がそう言ったお陰かげで、夏彦はようやく思い至ることが出来た。

「おお、そう言えばそうだった！　よし、皆で水着になろう」

「わーい」

　と、なぜか委員長は嬉うれしそうにバンザイする。

「なろうと言っても、水着なんて持ってきてませんよ。夏彦、諦あきらめて下さい――」

「いいえ、諦めるのはまだ早いわ」

　織姫の言葉を遮さえぎり、副社長は誇らしげに宣言する。

「こんなこともあろうかと、皆の水着を用意してあるわ」

「凄すごいニャ、流石さすがは副社長ニャ。あらゆる状況を想定する敏びん腕わんＯＬニャー」

「どうしてこんなことがあると思ったんですか！」

　織姫は往おう生じよう際ぎわ悪く抗こう議ぎするが、もう何を言っても無駄である。織姫以外は水着になることに乗り気なのだ。

「さ、織姫ちゃん。諦めて着き替がえるよー」

　委員長が織姫の右みぎ腕うでを掴む。更に副社長が左ひだり腕うでを引っ張り、社長が後ろから押おす。

「な、何をするんですか、私は嫌ですよ、そんな夏彦の前で水着だなんて、心の準備が」

　そう言いつつ、ズルズルと引きずられていく。

「あの、夏彦様……わたくしはどうすれば？」

　ヘルガは少し困った顔で尋たずねてくる。

「ん？　ヘルガも一緒に屋敷に行って着替えればいいんじゃないか？　俺も行くし」

「そうですか……やはり夏彦様はわたくしの水着姿が見たいのですね……？」

　別に特別見たいわけではないが、美少女が水着になって損をすることはない。そもそも、見たくないと言うのも失礼な話だ。

「まあ、見たいな」

「そうですよね！　では、わたくしも一ひと肌はだ脱ぬぎますわ！」

　そう言ってヘルガは、日傘を握りしめ、織姫たちを追いかけて行った。




　男である夏彦は、服を脱ぬいで海パンになればいいだけなのだが、女子たちは色々手間取っているらしく、なかなか着替え終わらなかった。

　夏彦は、織姫の水着姿を一刻も早く見たいので、彼かの女じよらが着替えている部屋の前で仁に王おう立ちして待つ。

　すると扉とびらの向こうから、

「こんな布の少ない水着、絶対に駄だ目めです！」

「えー、織姫ちゃんなら似合うよー」

「嫌です！　って、きゃ、どこ触さわってるんですか」

　などという会話が聞こえてきたので、夏彦は興奮してしまった。つまり下半身に血がドンドン集まり、ギンギンになったのだ。

　流石の夏彦といえど、ギンギンになりながら仁王立ちしているところを女性に見られるのは恥ずかしいので、バーベキューセットを置いてある海岸まで逃にげてきた。

　そして女子たちを待っている間に無事、ギンギンも治まった。

「夏彦くーん、お待たせー」

　委員長の声と共に、イデアル女子メンバーがやって来た。

「おお！」

　真夏の太陽の下、南の島で美少女五人が、水着姿で夏彦に駆かけ寄よってくる。

　織姫は白いビキニ。腰にパレオを巻いているが、とにかく布より肌の面積の方が圧あつ倒とう的てきに多い。あの織姫がこんな格好で現れるとは――これは凄いっ、と夏彦は興奮する。

　委員長と副社長もビキニだった。二人ともナイスバディである。特に委員長の胸の破は壊かい力りよくたるや、実に大たい艦かん巨きよ砲ほう的だった。副社長も十分にボン・キュ・ボンといえるレベルなのだが、とにかく委員長が凄すぎて霞かすんでしまう。

　社長は白い旧型スクール水着だった。猫耳幼女に白スク水とは、実に変態だ。絶対に副社長の趣しゆ味みに違いない。

　そしてヘルガは水色のワンピースに、白いパーカーを羽織っていた。五人の中では一番肌の露ろ出しゆつが少ない。だが、それはそれで彼女の控ひかえめなイメージに合っており、可愛らしい。

　全員とても魅み力りよく的てきだった。

　しかし夏彦の目は、織姫にのみ釘くぎ付づけになっていた。

「織姫ぇっ！」

「何ですか！」

　夏彦が叫ぶと、織姫は腕で肌を隠かくそうとする。が、着ているのはビキニなのだ。どんな姿勢になろうが、夏彦の興奮は止まらない。

「織姫――ッ！」

「きゃぁぁぁ！」

　夏彦は猛もう然ぜんと走り出し、織姫を砂すな浜はまに押し倒そうとする。

　だが織姫はそれを颯さつ爽そうとかわし、夏彦は砂浜に頭から突っ込む。無論、夏彦はへこたれず、弾はじけるように起き上がり、織姫に再度突とつ進しんしようとした。

　そのとき社長が「うにゃー」と言って、水みず鉄でつ砲ぽうで夏彦の顔面を狙そ撃げきした。

「はっ、俺はいったい何を！」

　海水のしょっぱさと冷たさにより、夏彦は我に返った。

「やっと三世寺くんの肉食がとまったニャ」

　社長は満足げに頷うなずく。

　織姫は委員長の後ろに隠れ、ムスッと睨にらんでくる。

「いや、わりぃ織姫。あんまり水着姿の織姫が可愛かったから、つい」

「そ、そんなこと言ったって駄目です。もう少し離はなれてください」

　可愛いと言われた織姫は、照れくさそうに顔を引っ込める。

　そして盾たてにされた委員長は、なぜか両腕を広げ「カモーン」などと言い出した。

「なんのつもりだ？」

「織姫ちゃんの代わりに私が夏彦くんを受け止めようと思って。ほら、私ならいつでもバッチコーイだよ」

「ああ、また今度な」

「……ひ、酷ひどい」

　夏彦が適当に受け流すと、委員長は悲しそうな顔になって砂浜に膝ひざをついた。その後ろにいた織姫は、隠れる場所がなくなり、今度はヘルガの後ろに走る。

　ところがヘルガは、流れるような仕草で移動し、夏彦の腕を抱きしめ体を密着させてきた。

「む……ヘルガまでどうした……？」

「わ、わたくしもバッチコーイ……ですわ」

　ヘルガは恐る恐るといった感じで、夏彦の腕に胸を押しつけてくる。

　織姫一筋の夏彦といえど、超がつく美少女にこんなことをされては、少々緊きん張ちようしてしまう。しかもヘルガは思ったよりも胸が大きい。意識せざるを得ない。

　それにしても、どうしてヘルガはこんなことをするのだろうか。

「ヘルガ、何をしているのです！　夏彦はケダモノなのですよ。そんなことをしたら……大変なことになってしまうじゃないですか！」

「まあ、わたくし、夏彦さまに大変なことをされてしまうのですか……？」

　ヘルガはうっとりとした目まな差ざしで夏彦を見上げた。

「いや、しないぞ」

　本当はしてしまいそうなのだが、ここは我が慢まんのときである。

「夏彦様は紳士なのですね。聞きましたか織姫。夏彦様は何もしないと仰おつしやっていますよ」

「だ、だからといって、そんな胸を押しつけたりして……卑ひ怯きようです！」

「そんなに言うのでしたら、織姫も押しつけたらいいじゃありませんか。ほら、もう一方の腕が空いていますよ」

「……致いたし方かたありません！」

　何が致し方ないのか不明であるが、織姫はヘルガの反対側に回り込み、夏彦の腕を取り、ギュッと抱きついてきた。

　左右から織姫とヘルガに胸を押しつけられた夏彦は、全身の血液が沸ふつ騰とうするかと思った。

　はたしてこの二人の少女は何を考えているのか。善良な少年である夏彦を誘ゆう惑わくし、何を企たくらんでいるのか。暴発まであと三秒。もはや欲望は限界まで膨ふくれ上がっていた。

　――いかん！　織姫のはともかく、ヘルガにまで興奮しちゃ駄目だろ。落ち着くんだ。落ち着いて織姫にだけ集中するんだ！

　夏彦は平静を保つため、ヘルガを忘れ、織姫の感かん触しよくのみに集中した。

　――織姫の胸、織姫の胸、織姫の胸、織姫の胸が俺の腕に当たって、うおおおおっ！

　しかし明らかに逆効果だった。興奮度が半分になるどころか、むしろ五千倍になったのである。

　それは大火山の噴ふん火かにも似ていた。沸騰したマグマの如ごとき血液が全すべて下半身に集まり、かつてない強度でギンギンになっていく。

　ところが、夏彦の欲望が大だい爆ばく発はつする瞬しゆん間かん、

「どーん」

　と、委員長が叫んで、その圧倒的な胸で体当たりしてきた。

　それによって夏彦は後ろに倒れ、抱きついていた織姫とヘルガも一緒に倒れる。

「きゃぁっ、繭子!?」

「委員長、何をするんですか！」

　二人は悲鳴を上げ、委員長に戸と惑まどいの視線を送る。

　だが、委員長の体当たりがなければ、夏彦は爆ばく発はつして二人を滅め茶ちや苦く茶ちやにしていただろう。

　ある意味、織姫とヘルガは委員長に救われたのだ。

「うにゃー、楽しそうニャ。私も混ぜるニャー」

　すると社長も委員長の上に乗り、嬉しそうに尻尾しつぽをピコピコさせる。

「皆、夏くんで遊ぶのもいいけど、もう食べられるわよ？」

　副社長は一人でバーベキューの準備を終えており、金かな網あみの上で肉やタコ、イカが美味おいしそうな匂においを放っていた。

　一足早く社長が起き上がり、ヨダレを垂らしながら「にゃにゃーん」と副社長に駆け寄っていく。

「あー、待って、私も食べるー」

　そして食べ物に目がない委員長も社長のあとを追いかけ、続いて織姫とヘルガも起き上がる。

　しかしヘルガの様子が少し妙みようだった。赤い瞳ひとみの焦しよう点てんが定まっていない。

「ヘルガ、気分でも悪いのか？　なんかフラフラしてるけど」

「あ……その、日光は苦手で……夏彦様のために一肌脱ぎましたが、やはり……」

　ヘルガはボンヤリとした声で呟つぶやき、それからフラッとよろめいた。

　隣にいた織姫が素す早ばやくその肩かたを抱だきしめ支える。

「ヘルガ……大丈夫ですか？」

　先さき程ほどまでヘルガと喧けん嘩かしていた織姫だが、心の底から心配そうに語りかけていた。

「別に無理しなくてもよかったのに……」

　夏彦は水着になれと言った手前、責任を感じてしまう。

「ですが、皆が水着なのに一人だけ服を着たままというのも……少し休めば大丈夫だと思いますわ」

　ヘルガは織姫に支えられながらビーチパラソルの下に移動し座すわり込む。更さらに日傘を広げ、日光から身を守った。

「夏彦、ヘルガは私が看みていますから、バーベキューに参加してください」

「え、でも」

「夏彦様。わたくしは大丈夫ですわ。少し休めば、本当に……」

　ヘルガは相変わらずフラフラし、織姫に寄り添そって体を預けた。

　こんな状態のヘルガを放置して呑のん気きにバーベキューというのも不ふ謹きん慎しんな気がする。しかしだからといって、夏彦がここにとどまっていても邪じや魔まになるのは確かだ。織姫に任せた方が得策だろう。

「分かった。何かあったら呼んでくれよ」

「はい……夏彦様はとてもお優やさしいのですね……ぽ」

　ヘルガはますます赤くなる。それを見た織姫は、なぜか頬を膨らませた。

　女の子の心理は複雑だなぁと思いつつ、夏彦はバーベキューの輪に入り込む。

「うにゃにゃ。ヘルガちゃん大丈夫かニャ？」

「貧血みたいな感じです。織姫がついているから大丈夫だと思いますけど。いつも、ああなるんですか？」

「そうニャ。ヘルガちゃんは日光が苦手にゃ。可哀想にゃぁ……」

　社長は心底悲しそうな顔のまま、しかし触手を食べる手は緩ゆるめなかった。

「そういえば触手、焼き直してるのか？」

「だって、ヘルガの攻こう撃げきだと表面しか焼けてなかったし。もう冷めてたしー」

　委員長も説明しながら触手をモグモグ食べる。

「ふーん……それにしても、この大量の触手、食べきれるか？」

「あら、繭ちゃんなら一人でも全部食べちゃうでしょ？」

　副社長は金網の上に肉や野菜や触手を並べながら言った。

「えー、流石に無理だよぉ。私の体積より大きいし」

　委員長の言葉どおり、タコとイカの触手を合わせると、人間一人より大きい。それでも委員長なら食べてしまうような気もするが、常識的に考えれば無理だろう。

　織姫とヘルガが参加したとしても、絶対に余ってしまう。

　すると社長が、猫耳と尻尾をピコーンと動かした。

「そうニャ！　朱す雀ざくちゃんも呼ぶニャ」

　そして浜はま辺べに転がしていた鞄かばんからスマホを取り出す。

「朱雀って、あの朱雀か」

　朱雀とは、慈悲帝ゲシュペスの使い魔のことだ。

「こないだの戦いのあと、電話番号を交こう換かんしたらしいわよ」

　副社長は、スマホを操作する社長を微笑ほほえましそうに見つめながら、そう教えてくれた。

　しかし、果たして朱雀は来るだろうか。

　悪い魔族ではないのだが、少し堅かた物ぶつの印象がある。バーベキューなどに呼んでも、興味を示さないかもしれない。

　――けど、皆で食べた方が楽しいし、前回のお礼も改めて言っておきたいしな。

　夏彦はタコを噛かみながら、朱雀が来てくれればいいなぁ、と思った。





※






　東京上空に浮うかぶ万ばん魔ま殿でんは、魔ま界かい政府の中ちゆう核かくである。

　そんな万魔殿の一角に、こぢんまりとした部屋があった。モダンな雰ふん囲い気きで、日本人が見れば『大正デモクラシー』と言いたくなるような、西洋風の調度品が並んでいた。

　その部屋の持ち主である朱雀は、ベッドの上に寝ね転ころがり、不ふ機き嫌げんそうにムスッとしていた。

　慈悲帝が珍めずらしく執しつ務む室しつで仕事をしていたので、構って欲ほしくて周りをウロチョロしていたところ、「邪魔だからあっちで遊んでいろ」と追い出されてしまったのだ。

　普ふ段だんは慈悲帝に対し「仕事をするであります」と澄すまし顔がおで説教する朱雀だが、いざ本当に仕事をされると暇ひまを持て余してしまう。

「退たい屈くつでありますー」

　朱雀は着物が乱れるのも構わず、ベッドの上をコロコロ転がった。

　そしてベッドの端はしまで転がり、反対側に切り返そうとしたその瞬間、電話の呼び出し音が鳴った。

「!?」

　驚おどろいた朱雀はそのままベッドから落下し、顔面を絨じゆう毯たんに打ち付けた。

「痛いであります……」

　だが、その呼び出し音が自分の携けい帯たい電話から鳴っていると気づき、慌あわてて帯の中から取りだした。

　慈悲帝に買ってもらった携帯だが、実は一度も使ったことがない。慈悲帝とはいつも一緒にいるので電話など必要ないし、慈悲帝以外に連れん絡らくを取りたい相手もいないのだ。

　しかし、携帯にはリン・リンという名が表示されている。イデアルの猫耳社長だ。そういえば、この前、電話番号を交換した気がする。

「ど、どうやって出るのでありますか……？」

　ピロピロ鳴なり響ひびく携帯電話を前に、朱雀はどうしてよいか分からない。

　そうしている内に、呼び出し音が止まってしまう。

　初めてかかってきた電話に出ることが出来なかった。そのことに朱雀は酷く落ち込み、リン・リンの顔を思おもい浮かべる。

　ところが、次の瞬間、もう一度電話が鳴った。

「で、出るであります！」

　朱雀は意を決し、通話ボタンと思われるところを押し、携帯を耳に当てた。

「もしもし……朱雀であります」

「あ、繋つながったニャ！　私にゃ、リン・リンにゃー」

　たかが電話なのに、朱雀はとても緊張した。持つ手が震ふるえる。はたしてキチンと受け答えが出来るのであろうか。

「今、イデアルの皆でバーベキューしてるけど、タコとイカがありすぎて食べきれないニャ。朱雀ちゃんも来ないかニャ？」

「バ、バーベキュー、でありますか……」

「うにゃ、やっぱり朱雀ちゃんはそういうのに興味ないかニャ……？」

　否いや、とても興味がある。そもそも、誰だれかにさそわれるということ自体が初めてで、感動すら覚えた。それ故ゆえに即そく答とうできず、黙だまってしまう。

「仕方ないニャ。つまんないことで電話してごめんニャー」

　リン・リンは、がっかりした声で電話を切ろうとした。

「ま、待って下さい……行くであります！」

　朱雀は咄とつ嗟さにそう答える。

「にゃにゃ、来てくれるニャ？　やったニャ！　待ってるニャー」

　通話が終わったあと、朱雀は携帯電話をにぎり締しめたまま、ソワソワと部屋の中を二周した。

　そして部屋の中心に、空間跳ちよう躍やく魔ま術じゆつの門を開き、ぴょんと飛び込む。

　空間跳躍魔術は魔界政府の許可なしに開いてはいけないことや、慈悲帝に外出すると告げていないことは、今の朱雀の頭になかった。

　ただ、門に飛び込んだ瞬間、出口の縦と横を間ま違ちがえてしまったのは、すぐに分かった。





※






「へー、朱雀、来るって言ったんだ」

「そうニャ。きっともうすぐ来るニャー」

　夏彦の問いに答えながら、社長は嬉しそうに猫耳を動かし、「まだかニャまだかニャ」とキョロキョロする。

　すると海の上の空間に、黒い亀き裂れつが走った。空間跳躍魔術の門だった。

「朱雀ちゃんニャ！」

　社長は手をぶんぶん振ふり回まわして喜ぶ。

　ところが、開かれた門の様子が少し妙である。

「あれ、縦と横を間違ってない？」

　委員長の指し摘てきどおり、門は下に向かって開いている。

　そして門から現れた朱雀は、海面へ向けて真っ逆さまに落下した。

　ぽちゃん――と音を立てて、赤い着物の少女は沈しずんだ。

「にゃにゃっ？　朱雀ちゃん溺おぼれてるニャ、泳げないのかニャ!?」

　チャプチャプもがく朱雀の姿を見た社長は、海に飛び込み、犬かきならぬ猫かきで向かっていく。

「朱雀ちゃん、捕つかまるニャ！」

　夏彦たちが見守る中、社長は朱雀のそばまで泳いでいった。

　ところが溺れている朱雀は周りがよく見えていないようで、社長が伸のばした腕うでではなく、尻尾を掴つかんでしまった。

「はにゃ！　そ、そこはダメにゃぁ……」

　社長には、耳や尻尾を触られると力が抜ぬけてしまうという弱点があった。

　いつもなら笑って済ませる弱点なのだが、水中でこれは命取りだ。

「たいへん！」

　副社長は血相を変えて海に飛び込む。夏彦、委員長もそのあとに続く。

　ところが社長は尻尾を握にぎられたまま、泳いで朱雀を運んできた。

「うにゃぁ……もうダメにゃ……」

　途と中ちゆうで力ちから尽つきたが、そのとき丁度、副社長が駆けつけ、社長の体を抱きしめる。

　夏彦と委員長は、朱雀を引き上げる。

　岸まで上がったとき朱雀は、

「面めん目ぼくないであります……」

　と、申し訳なさそうに俯うつむいた。

　だが、社長は特に気にした様子もない。

「気にすることないニャ。友達は助け合うものニャ」

「友達でありますか……」

　朱雀は『友達』という言葉が照れくさいのか、頬を赤くした。

「とりあえず、朱雀も着替えたら？　着物、水吸って重いでしょ。カゼ引いちゃうよー」

　委員長の提案はもっともだろう。

「……ですが、着替えなんて持ってないであります」

「あら、大丈夫よ。こんなこともあろうかと、朱雀ちゃんの水着も用意してあるから」

　頼たよれる副社長はそんなことを言って、朱雀の手を引いて屋敷に向かっていった。

「……副社長はどうしてこんなこともあろうかと思ったんだ……？」

　夏彦はそう疑問を口にする。

「副社長はあらゆる状況を想定して準備を怠おこたらないニャ。それが大人の女というものニャ！」

　盲もう目もく的てきに副社長を信じる社長は、キラキラした目でその後ろ姿を見送った。

　そして、副社長が朱雀に着せた水着は、紺こん色いろの旧型スクール水着だった。

「お揃そろいニャ！」

　白の旧型スクール水着を着ている社長は、嬉しそうにする。

　しかし当の朱雀は恥ずかしそうにモジモジし、布を引っ張り、何とか太ももを隠そうとした。

「こんな薄うすい布一枚で……脚あしも腕も丸出だしで……恥ずかしいであります……」

「大丈夫ニャ。織姫ちゃんですら三世寺くんのためにエロエロビキニ着てるんだから、何てことはないニャ！」

「そうだよ。ここは女の子ばっかりだし、一人だけいる男の子は、織姫ちゃんしか見てないしー」

　織姫が遠くのビーチパラソルにいるのをいいことに、社長と委員長は好き勝手なことを言う。

「べ、別に夏彦のために水着になったんじゃありません！」

　しかし、しっかり聞こえていたようで、織姫は遠くから叫さけんできた。

　そうかそうか可愛かわいい奴やつめ、と夏彦は頷いた。

　社長と委員長の説得により、朱雀は恥じらいながらも水着姿でバーベキューに加わった。

　可愛い女の子たちがワイワイ楽しそうにしているのは、見ていて非常に気持ちがいい。

　だが、いまだグッタリしているヘルガが気になる。

　夏彦はバーベキューの輪を抜け出し、ビーチパラソルの下に座る織姫とヘルガに近づいた。

「夏彦。どうしたんですか？」

　織姫が尋ねてくる。

「いや、ヘルガは大丈夫かなと思って。やっぱりまだ具合が悪いのか？」

「さっきよりは、だいぶ良くなりましたわ」

　そう言ったヘルガの表情は、確かによくなったように思える。しかし、それでもまだ真っ白で、健康体には見えない。もっとも、ヘルガは出会ったときから肌はだが白かったので、それが普ふ通つうの状態なのかもしれない。

「じゃあ、ヘルガも一いつ緒しよに食べようぜ。ここで座っててもつまんないだろ」

「はい……もう少しお待ちください……」

　とはいえ、やはりまだ無理なようだ。

　このままバーベキューに戻もどるのも意地悪な気がするので、夏彦もビーチパラソルの下に腰こしを下ろし、ヘルガに並んだ。

「まあ、夏彦様……別にわたくしに付き合う必要もないのに……」

「いや、俺おれもちょっと休みたい気分だったから。しかし、それにしても吸きゆう血けつ鬼きみたいだな。日光が苦手だし、肌が白いし、目も真っ赤で」

　と、そこまで言ってから、女の子を『吸血鬼みたい』とたとえるのは、なかなか失礼ではないかと思い至る。

「あ、別にバカにしてるんじゃないぞ。吸血鬼って基本、美女美男子だろ。ヘルガは綺き麗れいだからな」

「そ、そうでしょうか……わたくし、夏彦様の目から見て綺麗ですか？」

「ああ、誰の目から見ても綺麗だと思うぞ」

　するとヘルガの頬ほおに朱しゆ色いろが差した。

　顔色が良くなってきたなぁ、と夏彦は思った。

「夏彦様にそう言って頂けると、わたくし、とっても嬉しいですわ」

「そうか、俺もヘルガが元気になってくれて嬉しいよ」

「……夏彦様ぁ」

　ヘルガの瞳がキラキラ輝かがやきだした。そしてスリスリと寄ってきて、肌を密着させる。

　妙なことになってきたぞ――と夏彦は危険を感じ始めた。

　そして先程から織姫がこちらをジィィと睨んで、無言の圧力をかけてくる。恐ろしい。

「ヘルガ、とりあえず離れようぜ……こんな暑い夏にくっついてたら、二人ともぶっ倒れちまう」

「あら、夏彦様が倒れたりしたら、わたくし泣いてしまいますわ。仕方ありません、離れますわ……」

　ヘルガが離れると、見ていた織姫がホッと息を吐はく。夏彦も安あん堵どする。

　それにしても、ヘルガはどうして先程から夏彦に密着してくるのだろう。全く理由が分からない。

「夏彦。ヘルガは本当に吸血鬼なんですよ。あんまりデリカシーのないことを言わないでください」

　すると織姫がヘルガを拘こう束そくするように抱きしめ、非難がましく言った。

「え？　ヘルガって魔ま族ぞくだったのか？」

　驚いた夏彦はヘルガの顔をマジマジと見つめる。

　ヘルガは照れくさそうに赤くなった。

「違いますわ、人間です。吸血鬼というのは……何と言いますか、感かん染せん症しようのようなものなのです。この体が生まれたときは、れっきとした人間でしたわ」

　だが、あるとき吸血鬼になってしまい、強力な魔ま力りよくと再生力を得た代わりに、日光が苦手になってしまったのだと言う。

「それに……急に人の血が吸いたくて吸いたくてたまらなくなることがあるのです。いつもは薬で吸血衝しよう動どうを抑おさえているのですが、この前、薬がなくなってしまって。それで新しい薬が手に入るまで、自宅で謹きん慎しんしていたのです」

「ああ、なるほど。それで俺が日本に帰ってきたときはいなかったのか」

　病弱だと言うので、てっきりヘルガが倒たおれたのだと思っていたが、むしろヘルガが他人に危害を加えないよう自重していたのだ。

「はい。夏彦様が帰ってきたのは、ダヴァーセルの一件のときですよね？　私の薬が切れたのも、丁度ダヴァーセルの討とう伐ばつ依い頼らいがイデアルに来たときだったので、すれ違いですわ」

「へー……でも、薬で吸血衝動が抑えられるなら、今は大だい丈じよう夫ぶってことか」

「それが……普通なら抑えられるのですが……特別美味おいしそうな人を見ると、その……飲みたくなってしまうのです……」

　そう言ってヘルガは恥はずかしそうに夏彦を見つめ、唾つばを飲み込んだ。

「夏彦様の血……とっても美味しそうですわ……飲まなくても分かります。夏彦様の芳ほう醇じゆんな魔力は、見たこともないほど濃のう厚こうです。わたくし、一目見たときから飲みたくて飲みたくて……夏彦様を見てると体が熱くなって」

「ヘ、ヘルガ……」

　自分を吸血鬼だと言う少女は、口をポカンと開け、切なげな表情を浮かべながら、にじり寄ってくる。その口から覗く犬歯は、まるで牙きばのように発達していて、まさしく吸血鬼そのものだった。

「ちょ、ちょっとヘルガ！　何を考えているんですか、夏彦の血を飲むつもりですか!?」

　織姫は慌ててヘルガの肩を掴んで左右に揺ゆさぶった。

「あ、ああ！　もうしわけありません夏彦様！　わたくし、こんな昼間から……はしたないですわ！」

　我に返ったヘルガは、両手で口を押さえ、夏彦から飛とび退のいた。

「そうか、まあ、大変だな。それにしても、そうか俺の血が飲みたかったのか。てっきり、俺のことが好きなのかと思ったぜ――なんてな」

　夏彦は完全に冗じよう談だんのつもりで言った。

　すると、どうしてかヘルガは眉まゆをしかめ、表情を曇くもらせてしまった。

「夏彦様……鈍どん感かんにもほどがありますわ……」

「え、何のことだ？」

　夏彦は本気で疑問に思ったので尋ねた。

　ヘルガはがくっと肩を落とし、ため息を吐く。

「夏彦、それはいくらなんでもヘルガが可か哀わい想そうですよ……」

　織姫まで困こん惑わくした顔になり、夏彦を非難し始める。

「いいんですよ織姫……夏彦様がそういう殿との方がたなのは何となく分かりましたので……」

「ヘルガ……申し訳ありません。夏彦に代わりお詫わびします」

　織姫とヘルガは互たがいに慰なぐさめ合あい、抱きしめ合った。

　美少女が肌を寄せ合う光景はなかなかエロティックなので、実に目の保養になる。

「……でも、イデアルの新しいメンバーが夏彦様のようなお優しい殿方で安心しましたわ。わたくし、自分で言うのも何ですが、あまり楽しい人生ではなかったのです。ですが、イデアルに入って初めて楽しいと思えたのです。イデアルの方々は本当に大好きですわ。そこに殿方が加わったと聞いて少し不安だったのですが……夏彦様となら上う手まくやっていけますわ、きっと」

　初めて楽しいと思えた――というヘルガの言葉は夏彦の心に引っかかった。もっとも、イデアルが好きと言うヘルガの笑顔えがおは心底楽しそうだったので、気にすることではないのかもしれない。

「そうか、こっちこそよろしくな。けど、織姫とあんまり喧嘩しないでくれよ。何で喧嘩してたのか知らないけど」

「はい……でも、別に織姫を嫌きらっているわけではないのです……夏彦様もそこはもう少し察してくださいまし……」

「そうですよ。私とヘルガは仲良しだったのに、夏彦のせいで変なことになったじゃないですか！」

　織姫はプリプリ怒おこってくる。しかし、今でも二人は大変仲がよさそうに見える。むしろ、夏彦が嫉しつ妬とを覚えるほどである。

　そもそも、二人の喧嘩と夏彦の因果関係が分からない。

「まあ……努力するよ」

　夏彦はそんな言葉でお茶を濁にごした。女の子同士の関係を察するなど、夏彦には少々難易度が高すぎるのだ。

「ねえ、三人とも、いつまでそっちにいるの？　全部食べちゃうわよー」

　副社長の呼ぶ声が聞こえた。

　見れば、委員長と社長が激しく食べ比べをしている。

「う、にゃぁ……頑がん張ばるニャ、負けないニャ！」

「ふふーんだ、私に勝とうなんて十年早いもーん」

　委員長は人ならざる速度で触しよく手しゆを口に放ほうり込み、社長を圧倒していた。

　副社長は社長の背中をさする。朱雀はマイペースに食べている。

「いま行きます。つーわけで、俺は行くけど、ヘルガはまだ駄目っぽいか？」

「いえ、夏彦さまと話していたら元気が出ましたわ。織姫もありがとうございます」

　ヘルガはほがらかに笑い、立ち上がる。

　こんなに素す直なおな子が吸血鬼だなんて、日本は本当に渾こん沌とんとしている。夏彦は改めてそう感じた。





※






　慈悲帝ゲシュペスは、朱雀に言われるほど仕事をサボっているわけではない。むしろ、彼かれがいなければ今の日本はもっと殺さつ伐ばつとしていて、それどころか人類と魔族の間に全面戦争が起き、地球全土が焦しよう土どと化していた可能性が高い。

　五年前の大魔災のとき、日本人も驚いただろうが、魔族とて混乱の極きわみにあったのだ。その混乱の中、ゲシュペスは魔族に対し「絶対に人間を殺すな」と厳命した。それでも、うっかり殺してしまうバカはいたが、しかし魔族と人類のファーストコンタクトとしては、奇き跡せき的てきなまでに平和裏りに進んだ。

　そしてゲシュペスは人類社会と交こう渉しようし、魔族が日本列島から出ない代わりに、人類は日本列島に干かん渉しようしないという、相そう互ご不干渉条約を締てい結けつした。

　また、日本人の移住先となる海上コロニーも、魔族側がわずか一週間で建造し、人類の規格に合わせて各種インフラまで整えて、太平洋に浮かべてやった。

　大魔災によって、日本に住んでいた者の約一割が魔ま術じゆつ師しになってしまったが、人類社会が魔術師の受け入れを拒きよ否ひしたので、これも魔族側で引き取ることになった。

　以後ゲシュペスは、魔界となった日本を可能な限り平和に統治してきた。

　自分でも『ここまで人間に甘あまくしなくてもいいのではないか』と思うのだが、人界に侵入したのは魔族側なので、ことを荒あら立だてないためには譲じよう歩ほするしかなかった。

　もしゲシュペスが『人類など根絶やしにしてしまえ』と魔族に命令すれば、下級魔族に多大な犠ぎ牲せいが出るにしても、わずかな時間で魔族が勝利するだろう。

　だが、そのやり方は結局のところ、破戒王ヴェズエルと同じだ。ゲシュペスがクーデターまで起こして政権を奪だつ取しゆした意味がない。

　もし魔族が人類を根絶やしにすれば、その闘とう争そう癖ぐせが抜けないまま、今度は魔族同士で戦い始めるだろう。

　戦いは魔族を強くし、強い魔族は野心を持ち、やがて魔ま王おうの地位を脅おびやかす。

　歴代魔王の幾いく人にんかは、そうやって地位を簒さん奪だつされていった。

　ゲシュペスは、可能な限り自分の地位を安定させ、末永くノンビリ統治していけたらいいと願っている。

「しかし、何だって魔族はこうも好き勝手に生きたがるんだ。人間の方がまだ協力的じゃないか……」

　今ゲシュペスが頭を悩なやませているのは、日本列島のエネルギー問題だった。

　一兆キロワットという膨ぼう大だいな電力を必要とする日本だが、実のところ、これを全て魔ま術じゆつで補うことが可能だ。魔族にはそれだけの力がある。電気系の魔術を得意とする魔族を交代で働かせればいいのだ。

　しかし魔族というのは気まぐれだ。昨日は三兆キロワットも無意味に発電したのに、今日は五千億キロワットしか発電できなかった、などというのがザラにある。近所に美味おいしいラーメン屋が出来たから、という理由で集団欠勤するなど日にち常じよう茶さ飯はん事じ。そんな連中にインフラを託たくすなど正気の沙さ汰たではない。そこで仕方なく、人間が残していった発電所を動かしているのだが、これには燃料が必要だ。

　そこでゲシュペスは、日本近海の底に眠ねむるメタンハイドレートを採さい掘くつすることにした。メタンハイドレートとはつまり、メタンガスを含ふくんだ氷である。天然ガス資源としてはかなりの量であり、大魔災以前の日本でも注目されていた。が、固体であるが故、引き上げるのが大変で、その実用化は難航していた。

　ところが魔族や魔術師ならば、直接潜もぐって掘ほり起おこすという荒あら技わざが可能だ。おかげで日本列島の電力は安定している。

　また、今の日本の通貨は海外で価値を失っているので、メタンを通貨の代わりにして密輸品と物ぶつ々ぶつ交こう換かんしているようだ。ゲシュペスはそんなことを許可した覚えはないのだが、目くじらを立てるほどのことでもないだろうと黙もく認にんしていた。

　だが、このメタンハイドレートの採掘にも問題があった。魔族がサボり過ぎるので、その穴あな埋うめを魔術師がしているのだ。そして採掘現場の魔術師代表から「作業員は全て人間にして欲しい」という陳ちん情じようが届いた。ゲシュペスは「やれやれ」と思いながら、それを承しよう認にんする書類にサインした。

「……今日はこのくらいにしておくか。朱雀が拗すねるしな」

　先程、構って欲しそうにウロチョロしていた朱雀を、邪魔だからと追おい払はらったのが気になっていた。おそらく、自室でムスッとしているに違ちがいない。

　構ってやろうと思い、ゲシュペスは朱雀の部屋に向かった。

「おーい朱雀。将しよう棋ぎやらないか」

　ところが、部屋の中には誰もいなかった。

　トイレにでも行ったのだろうかと思い、しばらく待ってみたが帰ってこない。そこで携帯電話を渡わたしていたのを思い出し、かけてみる。しかし出なかった。

「うーむ……」

　ゲシュペスは万魔殿の中を捜し、すれ違った魔族たちに「朱雀を見なかったか？」と尋たずねて回った。ところが誰も知らないと言う。

　結局、見つけられず、ゲシュペスは朱雀の部屋に帰ってきて、ベッドの上に座り込む。

「まさか、家出じゃないだろうな……？」

　追い払った負い目があるだけに、ゲシュペスの不安はどんどん膨れ上あがっていく。

　だが万魔殿の外で、朱雀が行きそうな場所など心当たりがない。

　当てもなく家出をするほど、自分は朱雀を追い詰つめてしまったのだろうか。

「アイツあんまり強くないから……その辺の魔族に捕まったりしたら……」

　ゲシュペスは日本全土に戒かい厳げん令れいを発し、朱雀を全力で捜そう索さくしようと考え始めた。その矢先、部屋の中心に空間跳躍魔術の門が開き、朱雀がぴょこっと顔を出した。

「朱雀！　お前、どこに行ってたん――」

　しかし、ゲシュペスの説教は中断を余よ儀ぎなくされた。

　帰ってきた朱雀は、なんと水着姿だったのだ。

　見慣れない朱雀の素す肌はだに、ゲシュペスは硬こう直ちよくする。

「その格好……どうしたんだ……？」

「これは、その……夢幻島に行ったら海に落ちてしまって……それで着き替がえたのであります」

「夢幻島？　何でまた」

「リン・リンに、バーベキューに誘さそわれたのであります……」

　朱雀は今にも泣き出しそうな顔で縮こまり、ゲシュペスのお叱しかりを待っていた。

　ゲシュペスも何か言ってやろうとしたのだが、ここまで申し訳なさそうにされると何も言えなくなってしまう。そもそも朱雀の水着姿が珍しすぎて、それどころではない。

「そうか……楽しかったか？」

「え、あ、はい……楽しかったであります」

「なら、いいや」

「……怒ってないでありますか？」

「今回だけは許してやる。次からは出かける前に言ってくれよ」

　朱雀はコクコクと頷うなずく。

「じゃあ、とりあえず風ふ呂ろに入ってこい。あと、その袋ふくろの中に着物が入ってるんだろ？　洗濯してもらえ」

　ゲシュペスは、朱雀が手に持つビニール袋を指差す。

「はい。あと……頂いた携帯電話も、一緒に海に落ちてしまったであります……」

「ああ、それで繋がらなかったのか。仕方がない。新しいのを買ってやる」

「慈悲帝様……ありがとうであります！」

　水着姿の朱雀が抱きついてきたので、ゲシュペスは頭を撫なでてやる。

　それから朱雀はペコペコ頭を下げながら部屋を出て行った。

「うーむ……凄すごいはしゃぎっぷりだ。やっぱり、もっと遊ばせてやらなきゃダメだなぁ」

　ゲシュペスは顎あごに手を当て、『せっかく猫ねこ耳みみ社長と仲良くなったのだから、ちょくちょく遊びに行かせるか』などと考えてみた。するとそのとき――
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「見たぞゲシュペス。朱雀のスク水姿に興奮していたな。このロリコンめ」

　突とつ然ぜん、どこからともなく女性の声が聞こえ、ゲシュペスは肝きもを冷やす。

「うぉっ!?　……って、何だ。アンタかよ」

　振り返かえると、窓から赤毛の女性が顔を出していた。シュトライムである。

　彼かの女じよは驚くゲシュペスをニヤニヤ笑いながら見つめ、そして部屋の中に入ってきた。

「そうか、そうだったのだな。私のように魅み力りよく的てきな女性を前にしても手を出さないのは、ロリコンだったからか。いやぁ、納なつ得とくした」

「違う、誰がロリコンだ。興奮なんかしてねぇ。ただ、ちょっと珍しかっただけだ」

「ほう、そうか？　私がお前の立場だったら、朱雀が抱きついてきた時点で、『もう辛しん抱ぼうたまらん！　朱雀、スケベしようや……うへへ』となるがなぁ……」

「ロリコンはアンタの方じゃないか！」

「なんだと？　言っておくが私はリン・リンに『スケベしようや……うへへ』と言ったことはないからな！」

「聞いてねーし。そんな必死になるなよ……それより、アンタ、何でそんなにボロボロなんだ？」

　ゲシュペスは改めてシュトライムの全身を眺ながめた。

　いつも小こ綺ぎ麗れいにしているシュトライムだが、今日の髪かみはボサボサで、服はいたるところが破けており、肌が見えていた。まるでカミソリの森を抜けてきたような有様だった。

「傷だらけの私の姿に興奮してしまったか？　ふむ、朱雀のスク水に欲情するよりは健全だな。良かったなぁ、変態から一歩遠ざかって」

「あー、はいはい。で？　何がどうなれば、アンタみたいな修しゆ羅ら地じ獄ごく女がボロボロになるんだ？　あの闇やみの中は……そんなにヤバいのか？」

「修羅地獄女ってなんだ……普通に傷つくだろ……」

　シュトライムは悲しそうな顔になり、朱雀のベッドの上に寝転がってしまった。

　そして、「おぉっ、朱雀の匂においがするぞ。いい匂いだなぁ」と、ゲシュペスの使い魔の匂いを勝手に嗅かぐ。

　こいつは一体なにをしに来たんだ――と、ゲシュペスは本気で疑問に思った。

　だが、枕まくらを抱かかえて上半身を起こしたシュトライムは真ま面じ目めな顔になり、

「なあ、ゲシュペス。お前は須しゆ弥み界かい以外にも世界があると思うか？」

　と、言い放った。

「……どういう意味だ？」

「どうもこうも、そのままの意味だ。天界・魔界・人界の三つを合わせて『須弥界』と呼ぶだろ。もっとも、天界は十六年前に滅ほろび、魔界は五年前に日本と一体化してしまったから、実質、人界しか残っていないのだが。とにかく、この須弥界以外にも……というか、須弥界の外側にも世界が広がっていると考えたことはないか？」

「外側だと……？」

　シュトライムの言動は、突とつ飛ぴなものだった。

　天界・魔界・人界を合わせて須弥界。それは世界の有り様を説明する、最大のスケールである。その外側など誰も想像すらしない。

「ないだろ、そんなもの。あったとしたら、なぜ誰も知らない」

「ふーん、お前もそう思うか。まあ、多分そうなんだろうが……」

　シュトライムは珍しく歯切れが悪い。というより、不安げな様子だった。ゲシュペスは信じがたい思いでそれを見る。

　あのシュトライムが、怯おびえの色すら浮かべているのだ。

「どうした、本当に変だぞ、シュトライム。暗黒ドームで何を見た？」

「はっきり見たのではないのだが……何となくそんな気がしたんだ。あの中は、潜れば潜るほど、それこそ底なしに魔力が濃こくなっていく。逃にげ帰かえってくるのもやっとで、正直、どうだったと聞かれても何も答えられない。ただ、更さらに奥おくの方に潜ると……外に行けるような気がしたんだ」

　そう言ってシュトライムは、抱える枕に顔を埋うずめてしまった。

　須弥界の外。

　今までそんな概がい念ねんを口にした者すらいなかった。だが、他でもないシュトライムが言っていることだ。果たして、気のせいで済ませてよいものだろうか。

　第一、あの暗黒ドームが何なのか、説明できる者は誰もいない。

　あれは五年前、ゲシュペスとヴェズエルの戦いによって空いた穴。それによって魔界が人界に噴ふき出してしまった。そこまでは誰でも知っている。

　ところが、なぜ暗黒ドームがあそこまで膨大な魔力を放っているのか、なぜいまだに消えないのか、どこに繋がっているのか――皆かい目もく見当もつかない。

「アンタがここまで可愛くなるってことは、確かにただ事ではないんだろうけど」

「失礼な奴だな。私はいつだって可愛いぞ」

　シュトライムはそんなことを呟つぶやき、すがる目で見つめてくる。

「……シュトライム、もしかして俺に甘えに来たのか？」

「仕方ないだろう。私より強い男と言えば、もうお前しかいないんだ。自分より弱い男に甘えたって虚むなしいだけだ」

「ああ……そう言えば、アンタの恋れん愛あい対象の最低条件が『自分より強い男』だったか」

　ゲシュペスはそう言ってから、今いま更さらのように気が付いた。

「オレ、お前の恋愛対象か!?」

「そんな大声を出すな。私だって嫌いやだぞ、お前みたいなヘタレ。何だって魔王のくせに、そんなヘタレな性格なんだ？　勘かん弁べんして欲ほしい。はぁ……本当に男というのは弱いなぁ。年々恋愛対象が減っていき、ついにお前しか残っていないとは」

「じゃあ強くなるなよ……」

「何を言う。私はただ、昨日の自分より今日の自分、今日の自分より明日の自分――と自己研けん鑽さんをしていただけなのだぞ。そんなもの【瓏ろう玲れいの焔ほむら】として当然のことだろうが。なのにこの結果だ。やれやれ、お前にヴェズエルの半分でも貫かん禄ろくがあれば、私がこんなに困ることもなかったのにな」

「言っておくが、オレは嫌だぞ。アンタみたいに四六時中強くなることだけを考えてる女」

「ふん、慈悲帝陛下はロリコンであらせられるからな。大人の女である私の魅み力りよくは分からんだろう。もういい。朱雀と風呂に入ってくる」

　そう言ってシュトライムは枕をゲシュペスの顔面にぶつけ、スタスタと部屋を出て行った。

　その数分後、朱雀が涙なみだ目めになり「シュトライム様が『スケベしようや……うへへ』と言って襲おそってくるであります！」と逃げてきた。







第二話　偽物少女







　慈じ悲ひ帝ていがいかに善政を敷しいたとしても、トラブルが消えてなくなるわけではない。

　特に大魔災のとき、人間も魔族も等しく混乱し、いくつもの不幸が起きた。

　親と離はなればなれになってしまった子供は無数におり、彼らは親切な大人に保護されるか、子供同士で徒党を組むか、一人で生きていくか、あるいは野垂れ死ぬか。いずれにしても大魔災は、幾人もの親と子の間を引ひき裂さいた。

　だが、そんな子供たちを無条件に受け入れてくれる場所があった。

　そこは、とある山やま奥おく。廃はい棄きされた小さな教会を改装した孤こ児じ院いんだった。

　人間の子供も魔族の子供も、ここでは区別されない。

「こら、あまり外を走り回ってはいけないよ。もう少し大きくなったら体が安定するらしいから、それまで我が慢まんをし」

　西洋人の修道女が、ガス状の魔族をたしなめる。ガス魔族は不満そうに蠢うごめきながらも、窓の隙すき間まから教会の中に帰っていった。

　修道女の顔には深いシワがいくつも刻まれていた。すっかり老人だったが、それでもスラリと背が高く、腰が曲がる気配もない。

　二十人を超こえる子供の世話をこなす体力が残っていた。今はまだ。

　果たして、あと何年続けられるか、老女は不安だった。自分が死ねば、子供たちだけでやっていけるだろうか。

　遠くでは、人間の子供と魔族の子供が一緒になって遊んでいる。中には三メートル近い子もいるし、実じつ年ねん齢れいが百歳さいに達している子もいた。しかし彼らは皆みな、一人では生きられない子供だった。

　殺伐とした人生を送ってきた老女だが、大魔災をきっかけに、随ずい分ぶんとまっとうな生き方になってしまったと自じ嘲ちようしてしまう。

　しかし、それでいいと思っていた。

　大魔災によって、それまでの価値観を根底から破壊された。お陰かげで老女は、初めて世の中を直視することが出来た。

　だからこそ、誰だれに言われずとも孤児院などを始めることになったのだ。

「魔ま界かいは生まれとか学歴とか関係ないから、一人前にさえなれば生きていけるんだけど。はたして、あたしの寿じゆ命みようがもつかどうか……」

　人間と魔族が入り交じって走り回る光景を眺めながら、老女は独白する。

　まあ、悩んでも仕方がない。あと十年も頑張れば、人間の子供たちが大人になって、後を継ついでくれるかもしれない。

「グラシアぁ、お客さんだよー？」

　人間の女の子がトテトテと走ってきて教えてくれた。まだ十歳だが、しっかり者で、洗せん濯たく物ものの取り込みなどを率そつ先せんして手伝ってくれる子だ。

「客？　あたしにかい？」

「うん。私よりちょっと大きいくらいの男の子だったよ？　人間か魔族かよく分からなかったけど……新しくここで暮らす子？」

「そんな子が来る予定はないんだけどねぇ……」

　誰かは知らないが、こんな山奥の孤児院に、一体なんの用だろうか。

　金目の物は一いつ切さいなく、利用価値のある場所でもない。

　自分の過去に関係があるのだろうか――とグラシアは考えてみたが、大魔災以降の日本は、神無大結界によって海外と隔かく絶ぜつされている。わざわざ神無大結界を越こえてまで会いに来ないだろう。

　最も因いん縁ねんのある相手は、日本内部に残っている。が、こちらから仕し掛かけない限り、接せつ触しよくしてくるとも思えない。

「はて、誰なんだろうね。その子はどこにいるんだい？」

「礼拝堂だよ」

「そうかい。ありがとう」

　グラシアはそう言って、礼拝堂に向かった。

　そして扉とびらを開け中に入ると、確かに、一人の少年が椅い子すに座すわっていた。

　彼は立ち上がって老女に向き直り、無む邪じや気きな笑えみを浮うかべる。とても整った顔立ちで、将来はさぞ美男子になるだろう。

　ところが彼の耳は鋭するどく尖とがり、人のそれとは明確に違っている。すなわち――

「瓏ろう玲れいの焔ほむら……！」

　魔族の最強種族に他ほかならない。

「やあ、初めまして、グラシア・ブレイアム。それとも、ヴァンパイアハンターと呼んだ方がいいかな？」

　少年はまだ声変わりしておらず、小鳥が鳴くような声だった。

　ところが、その表情には陰があり、おまけにグラシアの過去を知っている。

「……ふん、【瓏玲の焔】に覚えられるなんて、あたしも随分と有名になったもんだね」

　グラシアは扉を閉め、子供たちに会話を聞かれないようにした。

　この焔の少年が、何の目的で来たのかは分からない。しかし、不ふ穏おんなものを感じ取るには、第一印象だけで十分だった。

「そう警けい戒かいしないでよ。僕ぼくは君に協力してあげようと思って来たんだからさ」

「協力だって？　なんだい、資金援えん助じよでもしてくれるのかい？」

「うーん、もっといいものかな」

　少年は一見、女の子と見み紛まがうほど愛らしい外見をしている。だが言葉の端はし々ばしから、底知れぬ悪意が洩もれていた。

　――こいつは、危険だ。

　グラシアは警けい戒かい心しんを一層強め、身構えた。

「ごたごた言う前に、まずは名乗りな。名前も言わない奴の話なんか聞けないね」

「ああ、確かにそうだね。失念してたよ。僕の名前はエルメネヒルド。ご覧の通り【瓏玲の焔】さ。まだ子供だけどね」

　なるほど、見た目は子供だし、実際、焔としては子供なのだろう。

　もっとも、ただでさえ長生きする傾けい向こうにある魔族な上、最強種【瓏玲の焔】である。【瓏玲の焔】は個体ごとに成長速度が全く異なるらしいが、グラシアより遥はるかに年上なのは間ま違ちがいない。

「それで、一体なにを協力してくれるってんだい」

「それは君にとっての一番の望み。ヘルガとヴェロニカの抹まつ殺さつさ」

　エルメネヒルドは目を細め、悪意に満ちた目ま差なざしをぶつけてくる。

　ヘルガとヴェロニカ――それはかつて、グラシアが生しよう涯がいを賭として殺そうとした吸血鬼の名だった。確かに五年前の自分なら、彼の申し出に耳を傾かたむけただろう。

　しかし、今のグラシアはそれを聞き、笑ってしまった。

「何て懐なつかしい話だい。でも、悪いけどお引き取り願おうか。私はもう吸血鬼なんてどうでもいいんだよ。今は、ここにいる子供たちを育てるのが大変でね。他のことに構ってられないんだよ」

　そう宣言したとき、グラシアはそこはかとない充じゆう実じつ感を覚えた。あの無む駄だな闘とう争そうの日々を捨て、今は誰かを守っている。そのことが誇ほこらしく、嬉うれしかった。

　ところが、エルメネヒルドの目は侮ぶ蔑べつしていた。

「ふーん、年取って丸くなったってやつ？　ヤダなぁ、これだから年寄りは。じゃあ、言い方を変えるよ。ヘルガとヴェロニカを殺せ。さもなくば、子供たちを皆みな殺ごろしにする」

「な、にッ？」

　エルメネヒルドは口調を変えることなく、その内容だけを豹ひよう変へんさせ、パチンと指を鳴らす。同時に礼拝堂の床ゆか板いたを貫つらぬいて、五匹ひきの巨きよ大だいなムカデが飛び出だした。

　それぞれ、太さが人の胴どうの倍ほどもあり、長さは見えている部分だけでも礼拝堂の天てん井じように達する。鋭えい利りな顎や脚あしを見れば、その凶きよう暴ぼうさは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「僕は焔の中でも武ぶ闘とう派はってわけじゃないからさ、あんまり強くないんだけど。それでもここにいる子供たちを一いつ瞬しゆんで殺すくらいの力はあるよ。君を抑えてね。だからさ、僕の言うこと聞いてよ。これ、お願いじゃなくて命令だからね」

「……ここには、魔族の子もいるんだけど。それでも殺すってのかい」

「うん？　関係ないでしょ？　人間同士だって殺し合ったりするんだから」

　エルメネヒルドは人なつっこい笑みを浮かべながら、グラシアを追い詰める。

　既すでに選せん択たくの余地はなかった。子供たちを人ひと質じちにされては、どうしようもない。

「……そんなに強いなら、自分で殺やればいいじゃないか」

　しかしグラシアは、そう言って抵てい抗こうしてみせた。今更ヴァンパイアハンターという前時代的な所業を行うことに、どうしても抵抗を感じたのだ。

「え、僕が？　無理無理。ヘルガはともかく、ヴェロニカとか近づくのも嫌だし。けど、若い頃ころの君は、ヴェロニカとも戦ったんだろ。その力を見込んで、頼たのむよ」

「若い頃は、ね。ご覧の通り、あたしはもうババァだよ。ヴェロニカと戦ったら、一秒も保つかどうか」

「そうだろうね。だから協力するって言ってるじゃん。全盛期を超える力……僕が取とり戻もどしてあげる」





※






　四時間目は午前中最後の授業であるから、ほとんどの生徒は空腹に耐たえるのがやっとだ。勉強どころではない。

　堂々と早弁する者も見受けられたが、夏なつ彦ひこはそこまでする気にもなれず、チャイムが鳴るのをひたすら待っていた。

　そんな教室の後ろの方から、なにやら白い蒸気が立ち上っている。誰かが魔術を使って火災を起こしたというのも考えられるが、この場合そうではなかった。

　その蒸気の発生源から、ピーピーピーと電子音が鳴なり響ひびく。すると委員長がムクリと立ち上がり、「わーい」とはしゃいで蒸気のもとへ向かった。

　それは炊すい飯はん器きだった。

　委員長は嬉しそうに炊飯器を抱え、自分の机まで運び、しゃもじで炊たきたてのお米を掻かき混まぜた。そして箸はしを手に持ち、

「いただきまーす」

　と、炊飯器から直接ご飯を食べる。

「バカですか、貴女あなたは！」

　委員長がご飯を口に入れた瞬しゆん間かん、その後頭部を織おり姫ひめがハリセンでぶん殴なぐった。ばちーんといい音が鳴る。

「いたた……酷ひどいよぉ織姫ちゃん。そのハリセンどこから出したの……？」

「こんなこともあろうかと、ヘアピンの一本に、ハリセンになるよう術式を組んでおいたのです。それよりも！　学校でご飯を炊いている時点でおかしいのに……まだ授業中なんですよ！　学級委員長なんですから、少しは皆の規き範はんになる行動を取ってください！」

「えー……やっぱり皆にもご飯分けなきゃダメ……？」

「そういうことではありません！」

　織姫が委員長に説教をしている途と中ちゆうで、チャイムが鳴った。

「あー、ほら、昼休みだよ。起立、礼、着席ぃ」

　委員長のやる気のない挨あい拶さつで授業は終わった。

　先生もやる気がないのか、それともお腹なかが減っているのか、さっさと出て行ってしまう。

　織姫は説教したりないという顔だったが、昼休みになってしまった以上、もう文句も言えない。プンスカしながら席に帰ってくる。

「まったく……炊飯器から直接食べるなんて何を考えているのでしょう……」

「いいじゃん、炊きたては美味しいんだから。それより俺おれたちも弁当食べようぜ」

　夏彦とて空腹なのだ。目の前で炊きたてご飯など広げられたら尚なお更さら、早く食べたくなる。

「仕方ありませんね」

　織姫の席は夏彦の前なので、簡単に机を向かい合わせにすることが出来る。

　流石さすがの織姫もこれを拒否する口実を見つけられなかったらしく、特に文句も言わず机を合わせてくれた。

　そして織姫は自分の鞄かばんから二人分の弁当箱を出し、机の上に並べた――のだが、どうも今日の弁当箱はいつもと様子が違った。

「なんか……俺のだけやたらデカくね？」

「そ、そうでしょうか？　普ふ通つうだと思いますけど……」

　織姫は目をそらしながら答えるが、言い訳のしようもなく夏彦の弁当箱は巨大だった。

　風ふ呂ろ敷しきを開いてみると、現れたのは三段の重箱。

「今日は正月か何かか？　どういうことなんだ織姫」

「それはその……色々頑張って作ってたら、いつの間にかこの量になってしまって……」

　頑張るのはいいのだが、理由もなく重箱を出されても困ってしまう。

　食べ盛りの男子高校生であっても、胃い袋ぶくろの容量には限界があるのだ。

「だってヘルガが夏彦に……だから……私は……」

　織姫は俯うつむき呟く。聞こえないようにしているつもりなのだろうが、しっかりと夏彦の耳に届いていた。

　そして、ようやく合が点てんがいった。つまり、夏彦がヘルガに優やさしくしていたので嫉妬しているのだ。

　夏彦はヘルガに対して下心があるわけではない。たんに友人として仲良くしようとしていただけのこと。織姫とてそれは分かっているだろうが、理り屈くつではないのだ。夏彦も、織姫が他の男に優しくしていたら、嫉妬するに違いない。

　となれば、多少無理をしてでも三段重箱をたいらげ「すげー美味おいしかった」と言ってやるしかない。

「まあ、たまにはこういうのもいいだろ。急に豪ごう華かな弁当を作りたくなったんだろ？」

「そ、そうです！　別に夏彦の気を惹ひきたいとかじゃありませんよ!?」

「分かってるって」

　そもそも夏彦は、織姫に惹かれまくって、内側にめり込んでいるほどだ。いまさらアピールなど不要である。

「じゃ、いただきまーす」

　夏彦は重箱のふたを開け、エビやカズノコを目にした。その瞬間、窓の外からエンジン音が聞こえてきた。

「夏彦様ぁ！」

「ん？　この声はヘルガか」

　エビを食べながら窓を開けると、黒くろ塗ぬりのリムジンと、ヘルガの姿があった。

　ヘルガは北きた渚なぎさ高校の制服を着ていた。織姫ですらスカートを短くしている無む秩ちつ序じよ高校なのに、ヘルガのスカートは膝ひざ丈たけだった。しかも夏なのに長なが袖そでで、更に黒いストッキングを穿はいていた。また、日ひ傘がさを差しつつ、なぜかバスケットを持っている。

「こ、こんなところまで追いかけてきて！」

　ヘルガを見た織姫は、唇くちびるを噛かみ締しめてワナワナと震ふるえる。

「ヘルガの奴やつ、校舎の中に入っていったけど、どういうことだ？」

「知りませんよ、そんなこと！」

　リムジンは、ヘルガを置いて走り去ってしまった。つまりヘルガは、しばらく帰らないということなのだろう。

「夏彦様、わたくし、今日からこの学校の生徒になりましたわ！」

　そしてヘルガは、そんなことを言いながら教室に入ってきた。

　昼休みなのでクラスの全員がいたわけではないが、それでもヘルガは注目を集めた。

「転校生か？」

「人間？」

「可愛かわいい子だなぁ……」

　あちこちから声が上がる。ヘルガは彼らにニッコリと笑ってみせ、それから夏彦の方へまっすぐ向かってくる。

「夏彦様、今日からよろしくお願いいたします」

「ああ……え、なに、このクラスなの？」

「はい。夏彦様とご一いつ緒しよに勉強したくて」

　それからヘルガはバスケットを机の上に載せ、中からサンドイッチを取りだした。

「わたくし、夏彦様に食べていただきたくて、生まれて初めてお料理に挑ちよう戦せんしてみましたの。まだこんな簡単なものしか作れませんが……夏彦様、ご迷めい惑わくでなかったら食べて下さいまし」

「へぇ……それは嬉しいんだが……」

　織姫の三段重箱弁当ですら、食べきれるかどうかギリギリのところだ。そこにサンドイッチが加わると、夏彦の胃袋は破は裂れつしてしまうかも知れない。

　だが、ヘルガがお近づきのしるしに作ってくれたものを、むげにするのも忍しのびない。まして初めての料理なのだ。

「あぁ、ヘルガだ。なーに？　転校……っていうか編入してきたの？　さそっても、日光苦手だからって来なかったのに」

　炊飯器を抱えた委員長は、ようやくヘルガに気づいたようで、口をモグモグさせながら近づいてきた。

「はい。よろしくお願いします、繭まゆ子こ」

「うん、よろしく。へぇ、それでさっそく夏彦くんにサンドイッチ作っちゃったんだ。ふむふむ、それが日光をおしのけた理由か……レッツ修しゆ羅ら場ばッ！　じゃあ、私も夏彦くんにプレゼント！　ご飯食べていいよぉ」

　委員長はそう言って、炊飯器としゃもじを夏彦に差し出した。

　すると織姫が素す早ばやくしゃもじを奪うばい取って、委員長の頭を叩たたいた。

　しゃもじで殴られた委員長は「ひーん」と泣きながら退散していく。

「ヘルガ。申し訳ありませんが、夏彦は私の作ったお弁当を食べることになっているのです。なので、そのサンドイッチは私が食べましょう」

「え、そんな……駄だ目めですわ！　これは夏彦様のために作ったのですから……絶対に夏彦様に食べていただきますっ」

　織姫とヘルガは顔を近づけ、むむむ、と睨にらみ合あった。

　二人の間に火花が散る。

　弱い魔ま力りよくを放っているので、本当にスパークしていた。とても危ない。

「分かりました。では正々堂々決着を付けましょう。表に出てくださいヘルガ」

「望むところですわ。いくら織姫が相手でも、こればかりは譲ゆずれませんわ！」

　そんなことを言いながら、二人は窓から校庭に出た。行ぎよう儀ぎが悪い。

　夏彦に全すべて食べさせなくても、皆で分け合えばいいのではないだろうか――そんなことを夏彦は思ったが、しかし織姫とヘルガは止める間もなく校庭で決けつ闘とうを開始してしまった。

「レース針六号解放」

　ヘルガの声と共に、再び日傘が光の針に変化した。もっとも、昨日タコとイカを倒たおしたのに比べると細く見える。四号とか六号というのは、針の太さを表わしているのだろう。

　そして、小さな血の魔ま法ほう陣じんが編み出された。

「ローゼンクロイツ式召しよう喚かん術、第一階かい梯てい――ＭＧ131機き関かん銃じゆう」

　ヘルガの前方に生じた小型の魔法陣から、一本の銃じゆう身しんが生える。それは爆ばく音おんと共に、鉛なまりの弾だん丸がんをばらまいた。

「斑いか鳩るが流りゆう分ぶん派ぱ人じん用よう傀儡くぐつ闘とう法ほう、剣けんノ型――黒くろ姫ひめ撫なでし子こ」

　そして織姫は、お馴な染じみの黒姫撫子を出し、弾丸の全てを太た刀ちで叩き落おとす。

「ローゼンクロイツ式召喚術、第一階梯――パンツァービュクセ39対戦車ライフル！」

「斑鳩流分派人用傀儡闘法、盾たてノ型――日ひ傘がさ案か山か子し！」

　鉛えん弾だんと魔力が飛とび交かい、少女二人は激しくぶつかり合う。

　校庭は穴だらけになり、流ながれ弾だまがガラスを貫く。

　生徒たちは歓かん声せいを上げ、窓から顔を出し、どちらが勝つか賭かけ始めた。

「織姫ちゃん、張り切っちゃって。恋こいのライバル出現で、焦あせり始めたのかなぁ？」

　委員長は夏彦の隣となりに並び、織姫とヘルガの戦いを眺める。そして、さりげなくヘルガの作ったサンドイッチを掴つかんでモグモグ食べ始めていた。

「恋のライバル？　何でヘルガが恋のライバルなんだ？」

　夏彦は、疑問に思ったので聞いてみた。

「は、はいぃ？」

　なのに、委員長はもの凄い顔になって夏彦を凝ぎよう視しした。

「その『こいつバカじゃねーの？』みたいな顔はなんなんだよ」

「だって『こいつバカじゃねーの！』って思ったんだもん……」

「なんでだよ、それじゃまるでヘルガが俺のこと好きみたいじゃねーか！」

「え……好きなんじゃないの……普通に考えて……」

　委員長の驚おどろいた顔は哀あわれみに変わり、腫はれ物ものに触さわるような態度を取った。

「ははぁ、さてはヘルガが俺にやたら話しかけたり顔をジロジロ見たりしてたから、そういう風に勘かん違ちがいしたんだな？　委員長も織姫も、女の子のくせに恋愛オンチだぜ、まったく」

「え、えぇ？　そこまで分かってるのに、ヘルガが自分に気がないって思う根こん拠きよは何なの……？」

「そりゃ、本人に聞いたからだよ。ヘルガって吸きゆう血けつ鬼きだろ。それで俺の血が美味おいしそうだから、ついつい見ちゃうんだって。だから織姫のライバルになんねーよ。勘違い勘違い」

「そうかなぁ、夏彦くんのが勘違いだと思うんだけどなー」

　委員長は納得していない様子だった。

　女子というものはとにかく恋愛劇が好きなので、何が何でもヘルガを恋のライバルに仕立て上げたいのだろう。

　現実はそこまでドラマチックではないのだ。

　夏彦とヘルガの関係は所しよ詮せんイデアルの同どう僚りように過ぎず、せいぜい友達でしかない。

「うーん、それにしても……織姫もヘルガも意外と強いな」

「あー、意外とか言ってる、ひどーい。イデアルは精せい鋭えい集団なんだよー？　私だって結構強いんだから」

　そう言いつつ、委員長は織姫の作った弁当を箸で摘つまむ。

「けど俺、委員長がヒート・ヘイズにボコられたあとしか見てないし」

「うぅ、あれは相手が悪かったんだよぉ……」

　委員長は涙を流さず、形だけ泣く真ま似ねをし、夏彦に抱だきついてきた。

「なぐさめてー」

「うぉっ、やめろ胸を押おしつけるな！　また般はん若にや心しん経ぎよう唱えるぞ！」

「ひーん、それはやめて！　夏彦くん妙みように上手だから怖こわい！」

　今度は本当に涙目になり、教室の隅すみまで逃げていった。

　かなりトラウマになっているらしい。これでしばらく委員長のイタズラは撃げき退たいできるな、と夏彦は嬉しく思う。

「でもさー、私はともかく、織姫ちゃんとヘルガは本当に強いんだよ。今だって全然本気じゃないし。ヒート・ヘイズのときは【瓏玲の焔】と【破は戒かい王おうの残ざん鉄てつ】っていう最悪の組み合わせだから負けただけで」

「ふーん……」

　夏彦は、その最悪の組み合わせをいとも容易たやすく倒した。そんな夏彦から見れば、織姫もヘルガも委員長も、ドングリの背比べでしかない。

　それでも、ヒート・ヘイズとの戦い以前は、夏彦なしでも上う手まくやってきたようだ。精せい鋭えい揃ぞろいというのも、嘘うそではなかろう。

　そんな精鋭がドングリの背比べに見えてしまうということは、夏彦は魔界の中でもかなり強い部類に入るのではないだろうか。

「そうか、俺ってちゃんと強かったんだな。ってことは、ちゃんと織姫を守れるってことだな。よかった、よかった」

　夏彦が一人で納得しているかたわら、織姫とヘルガは互ご角かくの攻こう防ぼうを繰くり広ひろげていた。

　その後、昼休みが終わっても二人の戦いは続き、生徒たちは観戦で忙いそがしく、午後は授業にならなかった。





※






「ハァ……長い間お外にいたので、何だかとても疲つかれましたわ」

「大だい丈じよう夫ぶですかヘルガ？　私が熱くなってしまったばっかりに……」

「いえ、わたくしがあとから来たのですから、わたくしが引くべきでしたわ……」

　放課後、夏彦たちは喫きつ茶さ店てんリンニャオにやってきた。

　織姫とヘルガは表面上、和解したように見える。実際、二人が仲良しなのは確かだ。

　ところが――

「うにゃ、結局どっちが勝ったニャ？」

　可愛らしいメイド服の社長がそう問いかけると、急にピリピリした空気が立ちこめた。

　ちなみに、なぜ社長ともあろう者がメイド姿なのかといえば、喫茶店という世を忍ぶ仮の姿に説得力を持たせるため、時々こうして店を開けているからだ。

「わたくしですわ」

「私に決まっています」

　ヘルガと織姫は同時に答える。

　結局、校庭での戦いは決着がつかなかった。互たがいに疲れて、同時に倒れてしまったのだ。

　ところが、どちらも『先に膝ひざをついたのは相手側』と主張しており、リンニャオに来てもまだ譲らない。

「喧けん嘩かはそのくらいにしようよー。それよりケーキ食べたい！」

「だな。社長、ショートケーキ四つとコーヒー四つお願いします」

「にゃにゃ、今月入社したばかりのくせに、三さん世ぜ寺じくんは社長づかいが荒あらいニャ、悪いやつニャ」

　社長は尻尾しつぽをピコピコさせながら、カウンターの奥で社員のためにコーヒーを入れる。

　一方、夏彦たちは、手伝いもせずダラダラしていた。

　社長に厳しく、平社員に優しいイデアルなのだ。

「ところで、ほかに俺の知らないメンバーっているのか？」

「もういないニャ。私と副社長と、織姫ちゃんと繭子ちゃんとヘルガちゃん、それに三世寺くんを加えてフルメンバーにゃ」

「へー、それだけでよく魔界の治安維い持じとか出来ますね」

「大たい抵ていのことは魔界警察でやっちゃうから大丈夫ニャ。ヒート・ヘイズみたいに、魔界警察で対処しきれないときこそイデアルが活かつ躍やくするニャ」

　社長は自じ慢まんげに解説しながら、ケーキとコーヒーを運んできた。

　真っ先に目を輝かがやかせたのは委員長だが、織姫とヘルガもやはり甘あまい物が大好物のようで、口くち喧げん嘩かも忘れて幸せそうにしていた。

　シュトライムは、イデアルを『仲良しクラブ』と称しようしていたが、言い得て妙である。

「そう言えば、織姫や委員長がイデアルに入った経けい緯いとか、全然聞いてなかったな。どんな感じだったんだ？」

「どうと言われても……どこから説明しましょう」

　織姫は考え込む。

「えっとねー、シュトライムさんが織姫ちゃんの新郷神社に来たところから、物語が始まるんだよー」

「やはり、そこから話すのが一番分かりやすいですね。少し長いですが」

　委員長の言葉に従い、織姫はシュトライムとの出会いから語り始めた。

「まず、あのときのクラスメイトで魔ま術じゆつ師しになったのは、私と委員長だけでした。その上、二人とも家族と離ればなれになっていたので、何となく一緒に暮らすことにしたのです」

「私が織姫ちゃんの家に転がり込んだんだよねー」

「はい。私も流石さすがに、一人は心細かったですし、大人も混乱していて役に立ちませんし。むしろ、魔界政府が食料を配給してくれたので、あれが一番ありがたかったです」

「へぇ、そんなこともあったんだ」

「慈悲帝陛下の政策です。お陰で魔ま族ぞくに対する心証がかなりよくなりました。あれがなかったら、残された人間たちが徒党を組んで魔族と戦う――なんてことになっていたかもしれません」

「つまり私たちは餌えづけされちゃったんだよ」

　委員長がそんな言葉を挟はさむと、織姫は不本意そうな顔をした。だが、反論しなかったところを見ると、織姫にもそんな思いがあったのだろう。

「まあ、魔界政府に戦いを挑いどもうとしている人たちは、いまだにいるらしいですが、少数派ですし、実力不足です。いま日本にいる人間で、魔族に対して積極的な悪意を持っている者は少ないはずです」

「にゃにゃー、私も皆のこと好きニャー」

　社長は織姫の膝の上に飛び乗って、太ももに頬ほおずりした。織姫は笑ってその頭を撫なでる。

　それを見た夏彦は、自分もあとで織姫の太ももに頬ずりしようと誓ちかった。

「で、そんな感じで大魔災から三ヶか月げつほど過ぎたころ、ようやく日本も落ち着いてきました。魔族たちなんかはすっかり慣れたもので、観光なんかを始めちゃって……」

「シュトライムさんが神社に来たのは、そのときでした！　しかも、可愛らしい猫ねこ耳みみ幼女を連れて！」

　委員長がナレーションを挟む。

「幼女って言っちゃ嫌いやニャ。社長にゃ！」

　社長はプンスカ怒おこり、うにゃーと両手をあげたが、その仕草は猫耳幼女以外の何物でもなかった。

「シュトライムさんは神社に参拝したあと、なぜか『よし、今日はここに泊とまることに決めた』と私の承しよう諾だくもなしに上がり込んで、勝手に温泉に浸つかって……」

「シュトライム様が強ごう引いんなのは昔からニャ。私も苦労したものニャ」

「あのとき社長だって、我わが物もの顔がおで上がり込んできたじゃないですか」

「う、うにゃ……まだ日本の文化に馴染んでなかったから仕方がないニャ……」

　社長は申し訳なさそうに、猫耳と尻尾をしおれさせた。

「まぁ、過ぎたことは仕方ありません」

　織姫は澄すまし顔がおでそんなことを言う。ところが委員長は、ここぞとばかりに口を開き、織姫が語らない真実を暴ばく露ろした。

「えー、織姫ちゃん、社長を見て大喜びだったじゃん。ずっと『夏彦に会いたい会いたい』って泣いてたのに、社長を見た途と端たん『可愛い！』って抱きついて――」

「な、何を言ってるんですか！　社長が可愛かったのは認めますが、そんな、夏彦に会いたいなんて、わ、私が言うわけが！」

「言ったもーん、聞いてたもーん。それで私、毎日のように慰なぐさめたり、励はげましたりしてたもーん。織姫ちゃんの恩知らず！」

「わー、わーわーわーっ！」

　織姫は大声で委員長の言葉を遮さえぎり、更さらに口を塞ふさいだ。委員長は息が出来なくなり、モゴモゴと呻うめく。

　慌あわてる織姫が可愛いのは結構だが、委員長が死にそうだ。

「織姫。俺に会いたかったのは、別に恥はずかしいことじゃないぞ。俺だって織姫に会いたかったんだぜ？　で、こうして無事に再会しているわけだから、話を先に進めようぜ」

「むぅ……それでですね。私と委員長は、なぜかシュトライムさんに気に入られてしまいまして。魔ま術じゆつを教えてくれたり、魔族に喧嘩を売られたとき守ってくれたりしたんですよ。そうしている内にシュトライムさんが『やはり魔族というのは、どうしてもガラが悪くていかん。治安維持組織が必要だな』とか言って、イデアルを作ることになったのです。私と委員長はイデアルに入れられ、それから他のメンバー集めが始まりました」

　要約すると、シュトライムが気まぐれで新郷神社にやって来て、気まぐれで織姫と委員長を鍛きたえ上あげ、気まぐれでイデアルを作ったのだ。

　ちなみに夏彦も、シュトライムが気まぐれで海上コロニーに来たことで魔術師になれた。

　実にいい加減な話だが、しかしシュトライムは強力無比な魔族である。たとえ本人にとって暇ひまつぶしのようなものでも、周りに与あたえる影えい響きよう力りよくは極大だった。

「ようやく、わたくしの出番ですわ！」

　すると、今まで黙だまって話を聞いていたヘルガが身を乗り出した。

「わたくしとシュトライム様の出会いはそもそも――」

　ヘルガは、話に加われなかった鬱うつ憤ぷんを晴らすように、意気込んで語り始めた。と思ったら、携けい帯たい電話が鳴った。

「ハインツからですわ。一体なんですの、これからというときに」

　不ふ機き嫌げんそうに電話に出るヘルガだったが、すぐに真ま面じ目めな顔になる。

「……申し訳ありません。どうやらお薬の時間のようですわ。わたくし、もう帰らなくては」

「そっか。つーか、俺らもそろそろ帰るか」

「そうですね。だいたい、学校帰りに喫茶店なんて不良みたいで感心しません！」

「ちゃっかりケーキ食ってコーヒー飲んだ奴が言ってんじゃねーよ」

「う……だって皆みんなで行くと言っているのに私だけ帰るわけには……」

　織姫が困った顔で言い訳をしていると、社長はレジに立ち「お代はこちらニャー」と手招きした。

「社長、奢おごってもらって、あざっす！」

「ふにゃ!?　奢るなんて言ってないニャ！」

「でも俺、初任給もらってないし」

「うにゃー、しょうがないニャ……今回だけニャ」

　社長は渋しぶ々しぶ、自分の財さい布ふから小こ銭ぜにを取り出し、レジに入れる。

　すると委員長まで一緒になり、「わーい、社長、ありがとう」などと言い出す。

「にゃにゃ、全員分奢るとは言ってないニャ！」

「まあ、社長ったら随ずい分ぶん気前がいいのですわね。やはり人の上に立つ器うつわなのですわ」

　ヘルガは社長をおだてる作戦でいくらしい。

　普通ならこんなもの通用するはずもないのだが、なにせイデアルが誇る猫耳社長は単純なのだ。

「そ、そうかニャ？　織姫ちゃんもそう思うかニャ……？」

「え、そ、そうですね……私も社長を尊敬しています。ここで奢ってくれたら、その懐ふところの深さに感動を禁じ得ません。はい」

「うにゃー、可愛い社員のためニャ、ここは私の奢りニャ、もってけドロボーにゃ」

　社長は顔全体で照れながら、全員分の代金をレジに入れた。

　耳と尻尾が激しく揺ゆれ動うごいている。皆に褒ほめられて、よほど嬉しかったのだろう。

　夏彦たちは金を払はらわずにすみ、社長は尊敬された気分を味わい、一挙両得である。

　とてもいいことをしたなぁ、と夏彦は満足だった。
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「じゃあな、ヘルガ。明日も学校に来るんだろ？」

「はい。夏彦様たちとの学校生活、とても楽しみですわ」

　そう言って夏彦たちと別れたあと、ヘルガは大通りに出た。

　リンニャオがある路地は狭せますぎて、リムジンでは入りにくいのだ。

　ハインツが見つけやすいよう、ヘルガはコンビニの駐ちゆう車しや場じように立ち、日傘を広げた。

　今日は雲が多いので、吸血鬼であるヘルガも気軽に外を歩ける。しかし、それでも太陽光は可能な限り避さけるべきだ。

　ただでさえ吸血鬼は日光が苦手だ。その上ヘルガには、特別な理由がある。ヘルガが弱ると、『アレ』が目を覚ます確率が上がるのだ。

　昨日、夢む幻げん島でヘルガは『吸血衝しよう動どうを抑おさえるために投薬している』と説明した。それは実のところ嘘だった。

　確かにヘルガは、吸血衝動に襲おそわれることがある。夏彦の血を飲みたいと思ったのも事実だ。しかしそれは食欲のようなもので、我が慢まんしようと思えば我慢できるし、他の食物で代用可能だ。

　あの薬によって抑えているのは、吸血衝動などという生やさしいものではない。もっと恐おそろしい別のもの。

　なにせ、アレを抑えるためだけにヘルガは創造されたのだから。

「でも……わたくしが夏彦様に惹かれるのは、わたくし自身の感情ですわ」

　あのタコの触しよく手しゆに襲われたとき、夏彦は真っ先に助けてくれた。

　無論、あんなタコなどヘルガがその気になればいつでも倒せたのだが、それでも『男の子に助けてもらった』というのは、貴重な体験だった。

　そして夏彦は、夢幻島でもヘルガを気づかってくれた。

　――こんな、作り物のわたくしを。

　思い出すと、体が火ほ照てってしまう。

「ああ、夏彦様……わたくし、恋をしてしまいましたわ……」

　ヘルガは呟つぶやき、吐と息いきを吐はく。

　残念なのは、夏彦がヘルガの恋こい心ごころに微み塵じんも気づいてくれないということだ。

　彼かれは織姫のことで頭がいっぱいで、他の女子など見向きもしない。

　一つだけ希望があるとすれば、織姫が夏彦に対して素す直なおにならないという一点。

　その突とつ破ぱ口こうを開き、夏彦を自分に振ふり向むかせる。

「夏彦様、何て罪作りな殿との方がた……わたくし、負けませんわ」

　自分と夏彦が結ばれるのを想像し、ますます体が熱くなってきた。

「ああ、いけませんわ……少し涼すずまなくては……」

　ヘルガは踵きびすを返し、エアコンが効いているであろうコンビニに向かった。

　だが、その瞬間、上空から熱風が降りそそいだ。

　夏だからという理由では説明できない、常識外の熱気。

「――？」

　見上げると、そこには火球があった。

　直径は目測で五メートル。熱量は不明。とにかく熱い。

　落下するに従い、樹木を発火させ、アスファルトを溶とかし――そしてヘルガが立っていた場所へ正確に直ちよく撃げきした。

　衝しよう突とつによるエネルギーでクレーターが形成され、更に熱波が吹ふき荒あれ周囲を焼き尽つくす。

　しかし、ヘルガは寸前で飛び退のいていた。

　日傘も自身も無事。

　ところが袖そでの先せん端たんが、わずかに焦こげてしまった。

「まあ、なんてこと。みっともなくて夏彦様に見せられませんわ」

　ヘルガは袖をいじり残念がる。もっとも、周りを見ればそれどころではなく、コンビニが跡あと形かたもなく消しよう滅めつし、周りの家々も炎えん上じようしていた。

　火ひ達磨だるまになった魔族が「くそっ、熱いじゃねーか！」と文句を言いながら、転げ回って火を消す。

　幸いにも、そこそこ強い連中ばかり住んでいたようで、炎ほのおに包まれながらも、キャーと言って逃にげたり、ワーと言って見物に来たりと呑のん気きなものである。

　だが、炎に耐えられないほど弱い魔族や魔術師がいたら、死者が出ていただろう。

「いったい誰だれですの？　こんな派手な攻こう撃げきをして……ご覧なさい。街が燃えてしまったではありませんか。近所迷惑ですわ」

　ヘルガはクレーターの中心に向かって説教する。

　やがて、煙けむりが晴れたあとに現れたのは、修道着を身に纏まとった二十歳はたちくらいの女性だった。

「はん、吸血鬼のお前さんが近所迷惑だなんて、お笑いぐさだね。存在自体が厄やく災さいのくせして」

　女性は鋭するどい目でヘルガを見つめ、敵意を込めた声を返してくる。

　ヘルガはその女性を知っていた。

「あ、貴女は……まさかグラシア!?　でもその姿は一体……？」

　グラシア・ブレイアム。ヘルガがよく知る、ヴァンパイアハンターだ。

　しかし、彼かの女じよがこの姿で現れるなど、有り得ない。

　なぜなら、グラシアとヘルガが出会ったのは七十年近く前のこと。今は老ろう婆ばのはずだ。

　しかも若返ったのは姿だけでなく、魔力も全盛期のものに――否いや、全盛期以上になっている。

「説明する必要はないね、ヘルガ。アンタは今ここであたしに倒される。そしてあたしはヴェロニカと決着をつける！」

「なっ……貴女はまだそんなことを言っているのですかっ？」

　女性は、あの忌いまわしい名を口にした。

　イデアルのメンバーにすら知らせていないヘルガの秘密。それを知っているということは、やはりこの女性はグラシアだ。

「親を殺されたあたしの気持ちは、アンタには分からないだろうさ」

　グラシアは怨おん念ねんを込めた目まな差ざしでヘルガを見た。それはまさに、親の仇かたきを見る瞳ひとみ。

　そう、彼女が口にしたヴェロニカという存在は、確かにグラシアの父親を殺した。

　だが――

「わ、わたくしが殺したわけではありませんっ！」

　ヘルガが殺したのではない。言い訳でも何でもなく、ただの事実。

　そしてグラシアもまた、ヘルガの言葉を否定しない。代わりに、ヘルガの存在そのものを否定する。

「だったら尚更、とっととあたしに倒されて、ヴェロニカを出すんだね！」

　そう叫さけぶグラシアはヘルガに興味を持っていない。グラシアが執しゆう着ちやくしているのは、あくまでヴェロニカであり、それを倒すために日本まで追いかけてきたのだ。

　大魔災によって戦いは中断され、それ以来、姿を見せなかった。もうヴェロニカを倒すのを諦あきらめたと思っていたのに、五年ぶりに現れた。その執しゆう念ねんに頭が下がる。
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　それにしても、ヘルガは気にくわない。

　グラシアはヘルガを敵として認にん識しきしていないのだ。あくまで付属物、代だい替たい品ひん、偽にせ物もの。

　――でも、わたくしだって生きているのに！

「わたくしは、わたくしですわ！　グラシア、貴女あなたがどうして今いま更さら出てきたのかは知りませんが、わたくしがここで倒します。貴女にもヴェロニカにも、好きにさせません！」

「偽物のくせに何を急に張り切ってるんだい？　アンタの都合なんて知らないんだよ。こっちだって切せつ羽ぱ詰つまってるんだ。おとなしく引っ込んで、本物と替かわるんだね！」

　グラシアはその言葉を最後に、問答を打ち切った。

　そして地を蹴けり、ヘルガへ向かって突っ込んでくる。

　ならば迎げい撃げきするのみだ。

「レース針三号解放。ローゼンクロイツ式召喚術、第三階梯――ｓＦＨ18重榴弾だん砲ほう」

　血の魔法陣から筒つつが現れる。成人の身長よりも長いその鉄の塊かたまりは、見るからに攻こう撃げき的てきだった。そこから口径十五センチの榴りゆう弾だんを、グラシアに向け撃うち放つ。

　だがグラシアは、着ちやく弾だんの寸前で飛び上がり回かい避ひしてしまう。

　外れた榴弾はそのまま地面に突き刺ささり爆ばく発はつ。クレーターをより深くした。

「そんなもので、あたしを殺せるとでも思ったのかい！」

　グラシアは銀の短たん剣けんを構え、上空からヘルガに襲いかかった。

「貴女こそ、わたくしを甘く見みないでくださいまし」

　ヘルガは日傘で短剣を受け止める。

　余よ裕ゆう、とまでは言わないが、この程度の攻撃でヘルガの反応が遅おくれることはない。

　グラシアは、確かに強力な魔術師である。

　大魔災以前にも魔術師というものは存在したのだ。しかしそれは、今の魔術師と比べると笑ってしまうほどレベルが低く、ロウソク程度の火すら出だせないのが大半だった。

　ところが、このグラシアは違ちがった。

　なぜならグラシアは、大魔災の遥はるか以前より化物退治をしてきた、人類史上最大最古のエクソシストの集団、あの巨きよ大だい宗教の一員なのだ。

　ローマ帝てい国こくが西と東に分かれた際、彼らも共に分ぶん裂れつしてしまったが、グラシアが所属するのはより巨大な西側。その戦せん闘とう力りよくは、現在の日本でも通用するほど。

　しかし、だからと言って、ヘルガが負けてやらねばならない理由もない。

「どうですかグラシア。わたくしだって戦えるのです。たとえ貴女が相手でも負けませんわ」

「いいや、アンタじゃ話にならないね」

　そうグラシアが呟くと同時、銀の短剣が燃え上がった。

「残鉄・解放――」

　火は日傘を伝わり、ヘルガの腕うでに伸のびる。

「破戒王『極点位階奥おう義ぎ』自在武具錬れん成せいガ一片〈仰ぎよう月げつ点てん〉」

　そしてグラシアを中心とし、紅ぐ蓮れんの竜たつ巻まきが起こった。

　短剣と日傘は一いつ瞬しゆんにして気化し、炎の渦うずは天高く昇っていく。

　右みぎ腕うでを巻き込まれたヘルガは、慌てて後退した。

　が、既すでに右腕は肩かたまで炭化しており、瞬またたく間まに崩くずれ落おちた。

「どうだい、偽にせ吸きゆう血けつ鬼き。自分が役者不足だって分かったかい？」

　炎の渦が消え、グラシアが姿を見せる。しかし、その周囲一体が高温で陽炎かげろうを作り、姿が大きく歪ゆがんでいた。

「破戒王の……残鉄……！」

　グラシアは、もともと炎系の魔術が得意だった。

　だが、空の彼方かなたまで届く火柱。そんなものを作るほどの魔力はなかったはずだ。

　そして彼女の口から漏もれた呪言は、明らかに【破戒王の残鉄】の所持を物語っている。

「もともとアンタより、あたしの方が強かったんだ。そこに【破戒王の残鉄】まで加わったら、もう勝ち目はないよ」

「貴女は、どこでそれを……っ」

「だから、説明する必要はないね」

「……そうですか。分かりました。では、貴女を倒して【破戒王の残鉄】を奪だつ取しゆし、ゆっくりと調べることにしますわ」

　吸血鬼の能力は数多くあるが、その中でもっとも人間とかけ離はなれているのは、再生力の高さである。

　消し炭になったはずの右腕が、ほんの一瞬にして生はえ変わってしまう。

　体の一部を失ったくらい、ヘルガにとって問題ではないのだ。

「はん、なるほどね、今のじゃヴェロニカは起きないか。随分と目覚めが悪くなったね。前はもう少し簡単にいったんだけど。まぁそれなら、ヴェロニカが起きるまで、アンタを燃やし尽くすだけさ！」

　グラシアは自分の体を炎で包つつみ、ヘルガに体当たりしてきた。

「――ッ」

　押し倒されたヘルガは、灼しやく熱ねつで肌はだを焼かれる。

　一瞬にして全身が燃え上がり、火傷やけどを通とおり越こして、肉体が消滅していく。その焼しよう失しつと拮きつ抗こうする速度でヘルガは再生していく。この程度の火力でヘルガは死なない。

　しかし、日ひ傘がさを燃やされてしまったので、召喚術が使えない。

　そして何より、この激痛。苦痛。

　体の表面が消滅と再生を繰り返かえし、息を吸い込むと肺の中に炎が流入してくる。

　痛みのあまり脳が弾はじけ飛びそうだった。

　――逃げ出したい！　けど、わたくしが折れてしまったら、ヴェロニカが……っ！

　それだけは絶対に避けなければならない。

　ヴェロニカと【破戒王の残鉄】の戦いなど、想像もしたくない。

　最悪、渚なぎさ市が跡形もなく吹き飛ぶ。ヴェロニカとは、それほどの存在なのだ。

「まだ偽物ヘルガのままかい？　だったら――」

　それにしてもグラシアは、なぜこうまでヴェロニカを呼び覚まそうとしているのだろう。

　グラシアとて、あの恐ろしさをある程度、知っているはずだ。

　結局グラシアは、ヴェロニカに一度も勝ったことがない。それどころか、今までの戦い全て、尻尾を巻いて逃げていた。

　グラシアとの戦いでヴェロニカは、一度も本気を出さなかったというのに。

　とっくに諦めたものと思っていた。それがなぜ、今になって。

「これでどうだ！」

「あっ、あガッ！」

　グラシアはヘルガの臍へそに手刀を突き刺した。

　臍の穴を押し広げ、皮ひ膚ふを貫つらぬき、体内を直接燃え上がらせる。

　全身の血液が沸ふつ騰とうする。ヘルガの体から赤い蒸気が立ち上る。だが、それも炎に飲み込まれ、全てが消えていく。

　息を吸っても吐いても炎が流れた。

　もはやヘルガの再生は追いつかず、徐じよ々じよに削けずれていく。

　――駄目……わたくしが消えたら、ヴェロニカが……けど、もう、わたく、し。

　原形をとどめない状態まで焼かれたことにより、肉体が自動的に緊きん急きゆう措そ置ちを取る。ヘルガの魔力を一滴てき残らず再生に割わり振って、生命維持を優先させる。結果、ヴェロニカを抑え込もうとしていたヘルガの集中力が途と切ぎれた。

　そのとき、ソレは起こった。

　初めは大量の血の噴ふん出しゆつ。

　炭化した体から、人間一人分の血が一気に飛び出し、その勢いでグラシアを押し流した。

　次に肉体の形成。

　血はうねり、人型を作り、骨と肉を新生させる。

　次の瞬しゆん間かんには、ヘルガは完全に復活していた。金色の髪かみも、白い肌も、それどころか服も日傘も。

「……現れたね、ヴェロニカ。五年ぶりかい？」

　違う。自分はヘルガだ。

　そう答えたかったのに、声が出せない。体が勝手に動く。

　感覚が薄うすれていく。

　代わりに膨ふくれ上がっていく、殺意。

　――違う、これは殺意なんて上等なものではなく。

　もっと原始的な、破は壊かい欲求。子供がアリを踏ふみつぶすが如く、ただ殺したいだけ。

　そして、ヘルガの体は跳ちよう躍やくした。

　向かうはグラシア。理由は、目の前にいたから。

　別に、今まで痛めつけられたことに対する報復というわけではない。ヴェロニカの破壊欲求は上限なし。周囲に動くものがいなくなるまで、ひたすら壊こわすのみ。

　――駄だ目め。抑えなくては。このままでは、渚市が。

　ヘルガは薄れゆく意識を集中させ、体の支配権を取とり戻もどそうとした。しかし、一度入れ替わってしまうと、もうヘルガの意志など通用しなかった。

　なぜなら、この肉体は本来、ヴェロニカの所有物。

　偽物であるヘルガが努力したところで、どうにもならない。

　否、もはや誰が努力しようと、ヴェロニカの前では全すべてが無力。

「！」

　グラシアはヴェロニカの動きに反応できず、空高く蹴り飛とばされる。更にヴェロニカは、召しよう喚かん術で追つい撃げきをかけた。

「レースZweit Nad針二号elspitze解放 Unleash。ローゼBeschwöンクロrung voイツ式n Rosen召喚術kreuzer、第四階梯Vier Rang――Ｖ２ロVergeltunケットgswaffe2」

　地面に流れ落ちた血が、アスファルトの上に魔ま法ほう陣じんを描えがき、そこから全長十四メートルの筒が現れる。

　かつてドイツ軍が敵国を直接攻撃するために開発した、世界初の弾だん道どうミサイル。それが上空のグラシアに向けて発射された。

「――はん！　手ぬるいね！」

　グラシアの炎はＶ２ロケットを燃やし、着弾前に爆ばく破はさせた。

　そしてグラシアは、爆発の炎すら己おのれのものとし、ヴェロニカに向かって滝たきのように流れ落とす。

　しかし、ヴェロニカは真の吸きゆう血けつ鬼き。

　Ｖ２ロケットごときの火力が直撃したところで、垂れ流している魔ま力りよくの圧だけで押し返してしまう。

　凄すさまじい魔力量。だが、ヘルガはこうも思った。

　――この程度？

　ヴェロニカの魔力は断じてこんなものではない。『殺さつ戮りくの擬ぎ人じん化か』と称しても誇こ張ちようにならない、あの圧あつ倒とう的てきな怪かい物ぶつ性。それが今のヴェロニカからは感じられない。

　――まだ、完全に目覚めていない。

　考えてみれば、こうしてヘルガが意識を保って考えている、という事実が全てを物語っていた。

　まだ間に合う。まだ抑えこめるはず。

　――だからお願いグラシア。これ以上ヴェロニカを刺し激げきしないで！

「それじゃあ、いい加減、決着と行こうか！」

　無論、ヘルガの叫びはグラシアに届かない。

　グラシアは腕を振り上げ、頭上に特大の火球を作り出す。それは直径十メートルを超こえており、太陽が地上に現れたかのような輝きを放った。

　それを見たヴェロニカが喜んだ。壊し甲が斐いがあると歓かん喜きしていた。

　ヘルガは絶望する。もう手て遅おくれだ、と。

　しかし――

「クロムウェル式氷結銃じゆう術――術式刻印パラベラム・ミス型魔銀弾リル・バレツト」

　聞きなれた友人の声と共に、遠方から弾だん丸がんが飛来する。

　グラシアの火球は氷ひよう塊かいに包まれた。熱気と冷気がせめぎ合い、結果、共とも倒だおれ。

　炎は消え去り、氷は蒸発し、一面が水蒸気に包まれる。

　その水蒸気を切きり裂さいて、二つの影かげが躍おどり出でた。

「斑鳩流分派人用傀儡闘法、剣けんノ型――黒姫撫子」

「斑鳩流本ほん家け魂こん燃ねん式しき魔ま闘とう術じゆつ、型ノ弐に――舞ま羽う時雨しぐれ」

　織姫の傀儡が太た刀ちを構え、グラシアへと斬きりかかった。

　同時に夏彦の腕から黒い鞭むちが伸び、複ふく雑ざつ怪かい奇きな軌き道どうでグラシアを翻ほん弄ろうしつつ背後から強きよう襲しゆうする。

「――仰ぎよう月げつ点てん！」

　だが【破戒王の残鉄】は伊達だてではない。

　再びグラシアを包んだ紅蓮の竜巻は、二人の攻撃を吹き飛ばし、無効化した。

「まさか!?」

「俺おれの攻撃を掻かき消けしやがった！」

　織姫と夏彦が驚おどろく中、弾丸が連続して飛来し、グラシアの周囲一体を氷で埋うめ尽くした。

「ちっ、邪じや魔まが入ったね」

　グラシアは氷を融ゆう解かいさせ飛び退き、電柱の上に逃げる。

「決着はこの次だよ、ヴェロニカ。そのときは一対一だ」

　そんな捨すて台詞ぜりふを残してグラシアは去って行った。

　しかしヘルガは、まともに耳を傾かたむけることすら出来なかった。

　戦せん闘とうが一段落したこの隙すきに、何とかヴェロニカを抑え込まなければ――夏彦たちを殺してしまう。

　幸いにも、目標としていた敵が消えたことにより、ヴェロニカは萎なえていた。好機である。夏彦たちを次の標的として認識する前に、一気に体の支配権を奪うばい返す。

「くっ――」

　だが、精神力の全てをぶつけても、ヴェロニカを眠ねむらせるのは困難だった。

　それでもヘルガは何とか体の感覚を取り戻した。が、同時にヴェロニカの抵てい抗こうにあい、強きよう烈れつな吐き気けがこみ上げる。

「おい、ヘルガ、大だい丈じよう夫ぶかっ？」

「ヘルガ、しっかりしてください！」

　うずくまるヘルガに、夏彦と織姫が駆かけ寄よる。遠くから繭子も走ってきた。

　なのに、まだヴェロニカは動いている。

「わたくしに……近づかないで、ください……！」

　取り囲む三人に、ヘルガは声を振り絞しぼって訴うつたえた。しかし、そんな声を出せば当然の如く、ますます心配されてしまう。

　夏彦がヘルガの体を抱だき上げる。織姫と繭子が覗のぞき込んでくる。

　三人とも、本当に心配そうにしてくれる。それを見てヘルガは、イデアルという組織に入って良かったと改めて思った。そして、だからこそ近づいてはいけないのだ。

　怒ど鳴なってでも、力ちから尽ずくでも三人を引ひき離さなければならない。なのに、もう声が出ない。体が動かない。またヴェロニカに侵しん食しよくされていく。

　――血、血が、飲みたいッ！

　腕が夏彦の首に伸びていく。止まらない。止めたくないとすら思ってしまう。

「ヘ、ルガッ？」

　突とつ然ぜん首を絞しめられた夏彦が愕がく然ぜんとして声を上げる。織姫と繭子は驚きの余り固まっていた。

　指に力を込める。このまま夏彦の皮膚を貫き、首を引き千切って、血を飲み干したい。いや、それよりも、ただ殺したい。吸血などどうでもいいから殺してしまいたい。

　そんなヴェロニカの衝動が、ヘルガの意識に流入してくる。

　まるで、ヘルガ自身が夏彦を殺したがっているような錯さつ覚かくに陥おちいってしまう。

　――違う……わたくしは、夏彦様を、殺したくなんか……！

「ヘルガ、何をしているのですか!?」

　ようやく我に返った織姫と繭子が、ヘルガの腕を引き剥はがそうとする。だが、二人の力ではヴェロニカを止められない。

　殺してしまう。夏彦も織姫も繭子も、目に映った者全て、渚市をまるごと殺してしまう。

　――そうなる前に、誰がわたくしを殺して！

　ヘルガの意識は完全に落ちていく。ヴェロニカへと切り替わる。

　虐ぎやく殺さつを始めてしまう――

「お嬢じよう様さま。そこまでです」

　直前で、老ろう紳しん士しの声が聞こえた。首筋に針を打たれた痛みが走った。

　薬が血管に流れ込んでくる。ヴェロニカを抑え込む、あの薬だ。これでヘルガの意識が途と絶だえても、ヴェロニカは目覚めない。

「ハインツ……」

　ヘルガは意識が途絶える寸前、執しつ事じの顔を見た。

　いつも無表情なくせに、泣きそうな顔をしている。それがなんだか可笑おかしかった。
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「げほっげほっ……」

　ヘルガの手が首から離はなれ、夏彦はようやく呼吸が出来た。その瞬間、血が混じった涎よだれが吐き出された。ヘルガの握あく力りよくで、喉のどのどこかに傷を負ったらしい。

　そのヘルガはまだ夏彦の腕の中にいた。先さき程ほどまでの攻撃的な瞳が嘘うそのように、おだやかに眠っている。

　そしてハインツは、ヘルガの首筋から注射針を抜ぬき取り、夏彦の腕から彼女を奪い取る。

「大変ご迷めい惑わくをおかけしました。私がもう少し早く来れば良かったのですが……幸い、三人とも無事のようですな」

「無事は無事だけど……」

　まだ首が痛いし、呼吸も苦しい。しかし命にかかわる傷ではないのは確かだ。

「説明、してくれるんでしょうね？」

　夏彦は立ち上がり、ハインツを正面から睨にらむ。

　ところがハインツは、何のことやら分からないといった顔をする。

「説明、と言われましても。はて、何に対してでしょうか」

「何に？　俺は今ヘルガに首を絞められた。はっきり言って、死ぬかと思った。ヘルガがそういう行動に出た理由を説明してくれって言ってるんですよ」

　夏彦は苛いら立だちを隠かくさず、目上のハインツに突っかかった。礼を失する――などと気にしている場合ではなかろう。命がかかっていたのだから。

「それは吸血衝動ですよ。ヘルガお嬢様は吸血鬼ですから。お忘れでしたか？」

　だがハインツは、さも当然と言わんばかりだった。

　すると織姫も夏彦に並び立ち、目をつり上げて叫んだ。

「とぼけないでください！　今までヘルガはこんなことしませんでした。だいたい、薬を打てば吸血衝動は抑えられるのでしょう？　どうしてこんなことになったのです！　そもそも……夏彦が振り払えないほどの力なんて、ヘルガにそんな力はありませんでした！」

「そ、そうだよー。なんか目つきがヘルガっぽくなかったし……それに、さっき襲ってきた人は誰？」

　委員長も一いつ緒しよになってハインツに詰つめ寄る。

　出会って二日しか経たっていない夏彦ですら異常と思ったのだ。いままでずっと一緒に戦ってきた織姫と委員長が、ヘルガの変へん貌ぼうに気づかぬはずがない。

「……ふむ。仕方ありませんな」

　そしてハインツは、ようやく観念したように肩をすくめる。

「ですが、まずはヘルガお嬢様を屋や敷しきに連れ帰らなければいけません。そのあとでよろしければ、説明いたしましょう」

　無論、説明してくれるのなら、夏彦たちはいつまでも待つ。

　ハインツはリムジンの後部座席に、眠るヘルガを乗せた。織姫と委員長はその両りよう脇わきに座すわり、ヘルガを支える。夏彦は助手席に乗り込んだが、ハインツの隣となりなので少々居い心ごこ地ちが悪い。

　ヘルガの屋敷には十五分ほどで到とう着ちやくした。

　それは、想像通り西洋風だった。しかし同じ西洋でも、イデアル本部が十九世紀頃ころの近代的な雰ふん囲い気きなのに対し、こちらは中世の城のような威い圧あつ感がある。

「私はヘルガお嬢様をベッドに寝ねかせてくるので、皆さんはここでお待ちください」

　夏彦たちは広間に案内された。

　広々としているが、レンガ造りの壁かべに、落ち着かないものを感じてしまう。

「何か……ヘルガっぽくない家だな。もっと明るい感じの方が合ってる気がする」

「夏彦もそう思いますか？　私も最初に来たとき、同じことを思いました。最近は気にしていませんでしたが……」

　織姫はそこで言葉を切った。

「さっきのヘルガのイメージとぴったりだよね。何か、いかにも吸血鬼って感じ」

　委員長は、織姫が飲み込んだ言葉を容よう赦しやなく紡つむいだ。

　織姫は短く呻うめき、夏彦は頷うなずく。

　昨日、夢幻島の浜はま辺べでヘルガから、自分は吸血鬼だと言われた。そのときは、別に何とも思わなかった。吸血鬼という言葉から受ける恐ろしい印象と、ヘルガの雰囲気があまりにもかけ離れていて、現実味がなかったのだ。事実ヘルガは優やさしくて、人を襲うような仕草は見せなかった。

　それなのに先程のヘルガは、明らかに夏彦を殺そうとしていた。手加減など微塵もない。首を絞めるのではなく、捻ひねり切ろうという尋じん常じようならざる力の込め方。

　夏彦は、爛らん々らんと輝かがやくヘルガの赤い瞳に、恐きよう怖ふすら覚えたのだ。

　シュトライムと三年修しゆ業ぎようし、【瓏玲の焔】であるヒート・ヘイズを倒たおし、【破戒王の残鉄】を有する夏彦が、少女一人の腕わん力りよくに抗あらがえなかった。

　吸血鬼。そして中世風ゴシツクの城。

　確かに、両者は似合っている。そもそもゴシックといえば、格調高く洗練されたイメージだが、当時は『野や蛮ばん』という意味で使われた言葉だ。中世の知識人たちは、新しく現れた巨大な建造物を受け入れることが出来ず、野蛮なゴシツク様式として侮ぶ蔑べつしたのだ。

　ヘルガのような女の子には似合わない。だが、夏彦の腕を引き千切ろうとしたヘルガなら、まさしく野蛮ゴシツクが相応ふさわしい。

　そこまで考えた夏彦は、自分がいつの間にか、普ふ段だんのヘルガと先程のヘルガを、違う人格として認識しているのに気が付いた。

　そんな馬ば鹿かな、と思いつつ、脳のう裏りに一つの単語が浮うかび上あがる。

　――ヴェロニカ。

　ヘルガを襲っていた修道着の女が、去り際に残した名前だ。ヘルガに向かって彼女は、ヴェロニカと呼よび掛かけていたのだ。

　はたしてヴェロニカとは誰なのだろう。織姫や委員長ならば知っているのだろうか。

　夏彦が二人に尋たずねようとしたそのとき、ハインツが部屋に入ってきた。

「お待たせしました。紅茶でよろしかったでしょうか？」

　ハインツは手にした盆ぼんから、四つのティーカップをテーブルの上に並べる。相変わらず丁てい寧ねいな仕草だが、夏彦たちが今求めているのは紅茶ではなく、現状に対する説明である。

「それより、ヘルガは無事なんですか？　それに、どうして俺を襲ったんですか。あれは本当にヘルガだったんですか？」

　夏彦がそう言うと、織姫と委員長は不思議そうな顔をし、ハインツは目を細めた。

「なるほど、流石さすがはシュトライム様の弟で子しでいらっしゃいます。優すぐれた洞どう察さつ力りよくをお持ちですな。察しの通り、先程のお嬢様は、ヘルガであってヘルガではありません」

「ど、どういうことですか？　ヘルガじゃないって……意味が分かりません。まさか、二重人格とでも……!?」

　織姫は狼ろう狽ばいする。

　夏彦としても、ほとんど勘かんだけで言ったことなので、まさか肯こう定ていされるとは思っていなかった。

　ところがハインツは、夏彦たちを更さらに混乱させるようなことを言った。

「いいえ、似ていますが、二重人格ではありません」

　それを聞き夏彦は、ティーカップに伸ばしかけていた手を止める。

「二重人格じゃない？　俺はてっきり、あの修道着の女が言っていたヴェロニカっていう人格が、ヘルガの中にいるものだと思っていたんだけど……違うんですか？」

「いえ、違いません。ですが、二重人格の定義と言いますか……ヘルガお嬢様の場合、そういった精神的なものではなく、魔ま術じゆつ的てきな話になるのです。ここまで足を運んで頂いた以上、説明せざるを得ませんが、長くなります。構いませんか？」

　もちろん、夏彦も織姫も委員長も同時に頷く。

　どうやらヘルガには、想像もつかないような秘密があるらしい。それによって襲われたり、苦しんだりしている。仲間として見過ごせない。

「そうですな……あれは七十年ほど前のこと。ドイツの片かた田舎いなかでの出来事です」

　そしてハインツは、ヘルガと自らの過去を語り始めた。





※






　今となっては跡形も残っていないが、かつてドイツの片かた隅すみに、とある小さな村があった。

　そこは、魔ま術じゆつ結社ローゼンクロイツの隠れ家がだった。

　魔術結社といっても、確立された魔術のノウハウを持っていたわけではなく、たんなるオカルトマニアの集まりでしかなかった。少なくとも、大だい魔ま災さい以後の日本からすれば、低レベルこの上ない。

　しかし、そんなローゼンクロイツに出資する物好きが、少数ながら存在した。

　ヨーロッパ各国の、政財界の権力者たちである。

　彼らは、永遠の生命とか、世界を支配できる力とか、そんな荒こう唐とう無む稽けいなことをローゼンクロイツに要求した。

　そんなもの、オカルトマニアの集団に実現できるはずもなかったのだが、権力者たちは金と欲望を持て余していた、そしてオカルトマニアは、暇ひまと狂きよう喜きを持て余していた。

　そんな折、ローゼンクロイツの支部長であるハインツ・ツヴァイクは、自分の娘むすめであるヴェロニカを生いけ贄にえに捧ささげ、悪あく魔ま召しよう喚かんの儀ぎ式しきを強行した。

　権力者たちに「金を出したのだから、早く望むものを実現しろ」と急せかされたのもある。だが一番の理由は、やはり魔術に対する倒とう錯さくだった。

　もちろんハインツとて、娘に対する情愛を持っている。それを生贄に捧げることに、激しい抵抗を覚えた。苦く悩のうし、葛かつ藤とうし、しかし最終的には決行した。

　ハインツが行なった儀式は、それまでローゼンクロイツが培つちかってきた魔術理論からすれば全くの出で鱈たら目めで、他のメンバーからは冷れい笑しようされていた。

　もっともローゼンクロイツは、一度もまともに魔術を成功させたことがない。そんなローゼンクロイツと真逆のことをやったのだ。それはつまり成功だった。

　ハインツは娘のヴェロニカの命と引き替えに、魔ま界かいとの門を開き、悪あく魔まを召喚した。

「我わが名はゲルメネヒルド。力が欲ほしいか人間よ」

「ああ、欲しいとも。私に魔力を――他の連中のような偽物の魔術ではなく、本物の魔術を私に授さずけてくれ！」

「よろしい、聞き入れた。代わりに貴様の娘をもらい受ける」

　ゲルメネヒルドを名乗る悪魔は、ハインツに魔界の技術を与あたえた。

　それは当時の人間からすれば、目の覚めるような新技術であり、おかげでハインツはローゼンクロイツの中で最大の実力を有することになった。

　代わりにヴェロニカの死体は、ゲルメネヒルドの手によって魔界に持ち去られた。

　だが、それがどうしたと言うのだろうか。

　ハインツは最強の魔ま術じゆつ師しとなった。恐おそれるものなど何もない。娘一人と引き替えならば、安すぎる力だろう。

　儀式を行なう前は、ハインツにも娘を愛する心があったのだが、真の魔術を得たハインツの心には陶とう酔すいしかなかった。

　ハインツの地位はローゼンクロイツ内で急きゆう上じよう昇しようし、政財界と深いパイプを築いた。

　彼かれらパトロンに近い将来、望むものを与えてやることが出来るだろう。そしてハインツ自身は、更に強大な力を得るだろう。

　そんなとき、再び魔界との門が開いた。今度は魔界側からこじ開けられた。

「久しいな人間よ。貴様の娘を返しに来たぞ。少々改造してしまったが、お前の娘だ。愛してやれ」

　返へん還かんされたヴェロニカは、姿形こそ元のままだったが、しかし中身は別物だった。

　精神も能力も。人間ですらなくなっていた。

　吸血鬼。それも、伝承に登場するあらゆる吸血鬼を凌りよう駕がする、最悪の吸血鬼だった。

　真っ先にハインツが噛かみつかれ、全身の血を吸われた。

　ハインツは気を失い、そして目覚めたときには村が全ぜん滅めつしていた。

　建物は崩ほう壊かい、炎えん上じようし、人々は血を一滴残らず吸い取られ死んでいた。

　そしてヴェロニカは、全員の血を吸って満足したのか、炎ほのおの中でスヤスヤと安あん眠みんしていた。

　それは正しよう真しん正しよう銘めいの怪物だった。

　ハインツは戦せん慄りつを覚えつつ、こう疑問に思った。

　――なぜ私は生きている？

　その疑問への答えはすぐに見つかった。水面に映った自分の口から、鋭するどい牙きばが覗いていたのだ。

　――私は、吸血鬼になったのか……？

　だが、やはり疑問は残った。

　村人たちは吸血鬼にならずに死んだ。吸血鬼になったのは、どうやら自分だけのようだ。その差はどこで生まれたのだろう。

　それを確かめるためにも、まずヴェロニカを拘こう束そくしなければならない。

　まず、無事だった地下室から、銀の杭くいをありったけ持ち出す。二十本ほどあったので、全てヴェロニカの心臓に打ち込むことにした。が、二十本も打つ場所がなかったので、仕方なく全身に突つき刺した。

　そして棺かん桶おけに入れ、封ふう印いん術式を刻印した鎖くさりで縛しばり、ローゼンクロイツの本部へ運び込む。

　そこでハインツは、ヴェロニカを徹てつ底てい的てきに研究した。

　まず、吸血鬼になる者とならない者の差は、魔術師としての才能だと分かった。既に魔術師になっている者や、魔術師としての資質を秘ひめている者は、ヴェロニカに噛まれると高確率で吸血鬼となる。そうでない者は即そく死しした。

　また、暴れ出したヴェロニカを停止させる方法であるが、これは難航した。小さな村や町をいくつか犠ぎ牲せいにして実験したが、まるで成果があがらない。村人を全滅させ満足したヴェロニカが自然に眠りにつく。それ以外では止まってくれない。

　ハインツは、目覚めたヴェロニカを止めるのを諦あきらめ、逆に目覚めさせない方法を模も索さくした。やがて辿たどり着ついたのが、ヴェロニカの魂に、別の人格を上書きするという手法だ。

　もちろんハインツは、魂の仕組みを理解しているわけではない。ゲルメネヒルドという魔族から得たわずかばかりの知識を武器として、手て探さぐりでメスを入れていく。

　ハインツは大勢を巻き込んだ人体実験を繰くり返し、ヘルガという疑ぎ似じ人格を完成させた。これは吸血鬼になる前のヴェロニカに可能な限り似せて作った人格だった。

　結果、ヴェロニカはなりを潜ひそめた。肉体の支配権はヘルガに移った。

　ヘルガは目を合わせても攻こう撃げきしてこない。すれ違い様に首を刎はねたり、血と臓物の海を前にして恍こう惚こつとした表情を浮かべもしない。むしろ、それらに嫌けん悪お感を抱く、普ふ通つうの少女になった。

　制せい御ぎよ可能。ヘルガはいわゆる、手に負える強さとなる。

　ハインツは狂喜した。ハインツとヘルガがいれば、ローゼンクロイツがヨーロッパの覇は者しやになるのも可能だ。

　だが、ハインツが繰り返した実験は、ローゼンクロイツの組織力で隠いん匿とくするには、度が過ぎていた。ヴェロニカの存在が外部に漏れてしまった。

　しかも、よりにもよって、あの巨大宗教組織に嗅かぎつけられ、即そく座ざに猟りよう犬けんが放たれた。人類史上最大最古にして最強のエクソシストの集団だ。その規模と実力はローゼンクロイツを遥かに凌駕し、化物を狩かることに関して右に出る者はいない。

　ハインツとヘルガは、ベルリン市街にてヴァンパイアハンターに補足された。

　皮肉にも、ヴァンパイアハンターも父と娘の二人組だった。

　ハインツには自負があった。自分は本物の悪魔と契けい約やくした魔術師であり、吸血鬼の力も合わせ持つ。ましてこちらにはヘルガもいるのだ。いかに相手がヴァンパイアハンターであっても、返り討うちにしてみせる。

　ところが、そんな自負は粉々に打うち砕くだかれた。

　ドイツ軍と連合軍が戦うベルリン市街の裏側で、ハインツとヘルガは追おい詰められた。

　こんなはずではなかった。ハインツはヘルガを使い、のし上がっていくのだ。そうでなくては、何のために悪魔と契約したというのか。

　認めない、認めない、認めない。

　しかし、銀の短たん剣けんで貫かれ、全身に聖水を浴び、拘束術式で縛られ、死を悟さとる――

　そのとき、ヘルガが咆ほう哮こうを上げた。

　否いや、それはもはやヘルガではなかった。ヴェロニカが目を覚ましたのだ。





※






「――私はヘルガを上書きした段階で、もうヴェロニカは消えてしまったものと思っていました。が、甘あまかったのです。ヴェロニカは奥おくで眠っていただけで、表に出る機会をうかがっていた。そしてヘルガお嬢様が傷つき、再生に魔力の全てを回した瞬間をついて、表に出てきたのです。あとはまあ、酷ひどいものでした。最強のヴァンパイアハンターといえど、ヴェロニカには手も足も出ない。まず父親の方が叩たたき潰つぶされ、壁にへばり付いたトマトのようになりました。娘は驚くべきことに数分間戦い続けましたが、結局は悪あがき。ところが、運が良かったのでしょうな。大戦末期のベルリンは、ドイツ軍と連合軍が入り乱れる戦場です。その混乱が、ヴァンパイアハンターの娘に逃とう走そうする機会を与えた。そしてヴェロニカの興味は、次のものに移りました。すなわち、そのときベルリンにいた、全ての人間です」

　夏彦たちはハインツの言葉を黙だまって聞いていた。

　そして、その光景はありありと想像できた。

　夏彦ですら命の危険を感じたヴェロニカの力。それが魔界でも何でもない、普通の市街地で暴発すれば、どんな結果を巻き起こすか。

　第二次世界大戦のベルリン市街地戦は、歴史に興味のない夏彦ですら名前を知っている。あの数十万といわれる死者のうち、何割かはヴェロニカの仕し業わざだったのだろう。

「もしかして、その逃にげていったヴァンパイアハンターの娘って言うのは、さっきヘルガを襲おそっていた修道女ですか？」

　夏彦は尋ねる。

「ええ、そうです。名はグラシア・ブレイアム。ベルリン陥かん落らく後、私はヘルガお嬢様を連れて、世界中を点々としました。ですが、その行く先々にグラシアがやってきました。父の仇かたきを伐うとうとしていたのですな。そんな鬼おにごっこが何十年も続き、グラシアは老ろう婆ばになりました。しかし我々は不老なので、一いつ切さい変化しません。そして五年前、この日本において幾いく度ど目かの遭そう遇ぐう戦が行なわれ、ようやく決着がつくかと思われた、その最中――皆みなさんもご存じの大魔災が起きたのです。混乱により決けつ闘とうどころではなく、我々とグラシアははぐれ、そしてそれ以来、相あい見まみえることはありませんでした。てっきり、もう諦めたのだと思っていたのですが……どうやら違ちがったようですな」

　ハインツは淡たん々たんと語る。まるで自分とは関係のない、他人の物語のようだった。

「……つまり、さっきヘルガがヴェロニカになったのは、グラシアの攻撃でダメージを負ったから、ってことか」

「そういうことです」

　これで、おおむね話は理解できた。ただ一つ分からない、というより理解し得ないことがある。

「ハインツさん、あんた自分の娘をそこまで滅め茶ちや苦く茶ちやにしておきながら、何で平然としていられるんだ？」

　話を聞けば聞くほど、全ての元げん凶きようはハインツなのだと分かってくる。

　まず最初の悪魔召喚。これが出発点となり、その後の人体実験と疑似人格の上書き。

　それら全て、許されざる蛮ばん行こうだ。まして自分の娘に行なうなど、畜ちく生しようという言葉すらも生やさしい。

「なぜ？　ふむ、それは過去のことだからでしょうな。人間、どんな過あやまちを犯おかしても、時間が経てば忘れてしまうものです。まして当時の私は、それを過ちであるとすら認にん識しきしていなかった。となれば、平然としているのも当然でしょう」

「なっ――」

　夏彦は思わず立ち上がり、ハインツに掴つかみかかろうとした。

　織姫と委員長が左右から止めてくれなければ、本気で殴なぐり飛ばしていただろう。

　むしろ、今からでも二人を振ふり払はらって、殴ってしまうべきではないか。

　夏彦はハインツほどゲスな男を見たことがない。

　やっていることは劣れつ悪あく。それを他人に指し摘てきされてもどこ吹ふく風かぜ。

　ヘルガは実際に苦しんでいるのに、何の責任も感じていないのだ。

「やっぱ一発殴らせろ！」

「おやめください夏彦様……」

　しかし夏彦が拳こぶしを振り上げた途と端たん、広間にヘルガの声が響ひびいた。

　一同の視線が、一いつ斉せいに扉とびらの方を向いた。そこには蒼そう白はくのヘルガがいた。

　壁に寄りかかり、やっと立っている。荒あらく息を吐はき、大おお粒つぶの汗あせが流れていた。

「……お嬢様、無理をしてはなりません」

　ハインツは立ち上がり、ヘルガに駆け寄る。

「いえ、いいのです……それより夏彦様。どうかハインツを悪く言わないでくださいまし」

「ヘルガ……何でだよ……そいつはお前のことを……」

　言いかけて、夏彦は止まった。

　見つめてくるヘルガの瞳ひとみが、怒いかりすら浮かべてハインツを庇かばっていた。ハインツを責める夏彦を、非難しているのだ。

「そうですわ。ハインツがいなければ、わたくしという人格はこの世に存在しません。過去はともかく今のハインツは、わたくしにとても良くしてくれます。ですから、どうか夏彦様……」

　そこまで言ってから、ヘルガの体から力が抜けた。まるで綿のような軽さで崩くずれ落おちる。

　それをハインツが受け止め支えた。その二人の間に、言いようのない信しん頼らいが見て取れ、夏彦は戸と惑まどった。

　ハインツの話だけを聞けば、ハインツは完全に悪党だ。

　なのに被ひ害がい者しやたるヘルガは、ハインツを悪く言うなと訴える。

「夏彦……その、今の話は私も驚きましたけど……ハインツさんがヘルガを大切にしているのは、本当なんですよ……？」

「そ、そうだよぉ……っていうか今の話、本当なの？　嘘じゃないの……？」

　織姫と委員長までもが、戸惑いながらもハインツを庇った。

　これではまるで夏彦が悪役だ。実際ハインツを殴ったところで、何がどうなるというものでもない。

　ヘルガとハインツがそれで納なつ得とくしているのなら、部外者である夏彦が手を出すのは筋すじ違ちがいだった。

「分かった……俺が悪かったです、ハインツさん」

「いえ。悪いのは私です。三世寺様の認識は間ま違ちがっていません。別に殴られても仕方がないと思っています」

　相変わらず、ハインツは淡々と語った。

「では、私はヘルガお嬢様をお部屋にお連れするので、またしばらくお待ちください」

　ハインツはヘルガを抱き上げた。ところがヘルガは首を振る。

「待ってくださいハインツ。わたくしからも、皆さんにお話があります。わたくしをソファーに降ろして下さい」

「……分かりました。ですが、くれぐれも無理をなさらぬよう」

「大丈夫ですよハインツ。薬のお陰かげでヴェロニカは眠っています。私は少し疲つかれただけで、元気ですよ？」

　無理をしているのは誰だれの目にも明らかだったが、ハインツはヘルガをソファーに座らせた。先程まで自分が座っていた場所だ。

「さあ、夏彦様も織姫も繭子も、おかけになって。ハインツ、紅茶が冷めてしまったようです。わたくしの分も含ふくめて、淹いれ直して下さい」

「かしこまりました」

　ハインツは一礼し、広間を出て行く。

　扉が閉まると同時に、ヘルガは話を切り出だした。

「まず夏彦様。先程わたくしは、夏彦様に酷いことをしてしまいました……そのことを謝あやまらせて下さい……」

「あ、いや。そのことは別にいいよ。あれはヘルガじゃなくてヴェロニカなんだろ？」

「それはそうですが……体は共有ですし、それにあのとき、ある程度意識があったのです。何とかヴェロニカを止めようとしたのですが、わたくしが力不足なばかりに……」

　ヘルガは今にも泣き出しそうな顔で俯うつむいた。

　どう慰なぐさめようかと夏彦が困っていると、織姫と委員長が立ち上がって、それぞれヘルガの両脇に腰こしを下ろし、左右からぎゅーと抱きしめた。

「あ、あの……織姫？　繭子？」

　ヘルガは戸惑い目を白黒させるが、織姫と委員長は腕うでを離さず、むしろ力を込めた。

「ヘルガ、貴女あなたがいい子なのは私たちがよーく知っています。だから、こんなことでいちいち気を病やんだりしないでください」

「そうだよ、イデアルの皆は友達だもん。大親友だもん！　困ったときはお互たがい様さまなんだよ？　ね、夏彦くんもそう思うよね？」

　委員長は夏彦に同意を求めた。

　もちろん異存はない。夏彦もイデアルの一員であり、ヘルガとはもう知らない仲ではないのだ。何かあったら助ける。そこに迷いはない。

「当たり前だな。俺もヘルガのことは友達だと思ってるし、助けてあげたい。ましてヴェロニカなんて危ない話があるのなら、尚なお更さらだ」

「夏彦様……織姫、繭子……」

　ヘルガは目の端はしに涙なみだを浮かべ、震ふるえる声で呟つぶやいた。

　が、すぐに頭を振り、鋭い目つきを作る。

「三人のお気持ちは本当に嬉うれしいです。わたくしも皆さんが大好きですわ。ですが、だからこそ、しばらくイデアルと距きよ離りを置くべきだと思うのです」

「え、何で！」

　委員長はギョッとした顔になり、ヘルガの白いドレスをぐにょぐにょと弄いじり始める。

　無論、夏彦も同じ気持ちだったし、織姫もそうだろう。

「……ここからが本題なのです……あのグラシアとヴェロニカのことですわ。グラシアは五年ぶりに現れました。しかも、どんな方法を使ったのか、若い頃の姿で。もうお聞きになったでしょうが、わたくしが大ダメージを負った場合、ヴェロニカは目覚めます。薬のお陰で、体に穴が空いた程度なら大丈夫ですが……グラシアは容赦ありません。ヴェロニカが出てくるまで、執しつ拗ように攻撃してくるでしょう。そしてヴェロニカが目覚めてしまった場合、近くにいる者はまず助かりませんわ。先程はたまたまハインツが間に合ったので事なきを得ましたが……次もそうなるとは限らないのです。ですから、夏彦様たちを巻き込まぬよう、わたくしはしばらく、ハインツとのみ行動しようと思うのです」

　ヘルガの理り屈くつは理解できる。

　イデアルを大切に思っているからこそ、この一件に巻き込みたくない。なるほど、夏彦が同じ立場だとしても、そうするかもしれない。

　だが、

「却きやつ下かです」

　真っ先に織姫が否定の言葉を放つ。

「そうだねー、有り得ないよねー」

「だな。この状じよう況きようでヘルガのそばを離はなれるとか、そんな選せん択たく肢しはない」

　委員長と夏彦にまで否定され、ヘルガは口をポカンと開けた。
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「で、ですが……あの、ハインツの話を聞いたのでしょう？　ヴェロニカが一度目覚めたら、街単位で虐殺が起きるのです。渚市そのものが危険なのですよ……？」

「むぅ、ヘルガは私たちの話を聞いてないみたいですね！」

　織姫はそう言って、ヘルガのおでこを人差し指でピシピシと叩いた。

「い、痛いですわ織姫……」

「おしおきです！　ヘルガが私たちを大切に思ってくれているように、私たちだってヘルガが大切なんです。それなのにヘルガがいなくなったら意味がないじゃないですか。貴女が一人で満足するだけで、私たちは無力感で一いつ杯ぱいです。どうしてくれるんですか」

「そうそう！　ヘルガってば、いじらしいんだから。私もお仕置きのちゅーしていい？　ちゅー」

「え、ちょっと繭子？　あ、駄だ目めですわ、そんな、ああっ！」

　委員長はヘルガに覆おおい被かぶさり、その頬ほおに接せつ吻ぷんをかました。

　逃げようとしたヘルガはソファーからずり落ち、つられて織姫と委員長も仲良くずり落ち、床ゆかの上に折り重なって倒れた。

　三人は顔面を床に打ち付け、動かなくなる。夏彦が心配して覗のぞき込んでいると、泣きべそをかきながら同時に起き上がった。

「いたた……」

「ひーん、鼻が潰れちゃう」

　織姫と委員長は鼻をさすりながら呟く。

　しかし、残ったヘルガは茫ぼう然ぜんとした様子で固まる。何事かと夏彦たちが見ていると、数瞬しゆん後、ヘルガの目から涙がポロポロと零こぼれ始めた。涙は止まらず、次から次へと溢あふれ出す。

「ヘ、ヘルガ、どうしたのですかっ？」

「泣かないでよぉ、ほら、痛いの痛いの飛んでけー」

　二人に慰められたヘルガだが、首を振って金色の髪かみを揺ゆらす。

「本当にどうしたんだ？　ハインツさんを呼ぼうか？」

　夏彦が尋ねると、ヘルガは涙を流しつつも笑顔えがおを浮かべた。

「違うのです。痛いのではなく……その、嬉しいんです。わたくしを、こんなにも想おもってくださるなんて……わたくし、イデアルに入って本当に良かったですわ」

　はたして、この言葉に込められた意味は、どれだけ深いのだろうか。それはヘルガにしか分からない。

　ただ夏彦は、ヘルガが「入って良かった」と言ってくれたイデアルという組織を守らねば、と思った。

　そして織姫と委員長は、ヘルガを抱だきしめて頬ずりした。







第三話　超火力試ゴシツク・ロリイ作淑女祭タ・パーテイー







　結局、織おり姫ひめと委員長が押おし切きる形で、ヘルガは今日も登校することになった。

「私たちが守りますから、大だい丈じよう夫ぶです！」

　織姫がそう力強く宣言したとき、ヘルガは笑って「はい、お願いいたします」と頷いた。

　ヘルガが抱かかえているものは、あまりにも重い。

　内に眠ねむるヴェロニカという爆ばく弾だん。追ってくるグラシア――なるほど気が狂くるいそうだ。

　だからこそ、守ってあげたいと思うのだ。

　今日の朝一番、四人で夢む幻げん島に行き、社長にこれまでの経けい緯いを説明した。すると「皆でヘルガちゃんを守るニャー」と正式に命令された。これでヘルガが何と言おうと、イデアルは組織を挙げて彼かの女じよを守ることになる。

　またヘルガの話によると、グラシアは【破は戒かい王おうの残ざん鉄てつ】を持っている可能性が極きわめて高い。もしかしたら、背後にレムナンツが関かかわっているのかもしれない。そうなれば、事件はますますヘルガ一人に任せておけなくなる。

　そこで夏なつ彦ひこたちは作戦を練った。まず織姫と委員長は、ヘルガを二十四時間つきっきりでサポートする。これは異性である夏彦には無理なことだ。そして夏彦は、離れた場所からグラシアの接近を見張る。

　学校における夏彦のポジションは屋上だった。ここからなら、グラシアが攻めてきた場合、誰よりも早く知ることが出来る。授業をサボっていることになるが、あとで三人にノートを借りればいいだろう。そもそも魔界において、学校の勉強がどの程度意味を持つのか疑問である。

「うーむ。それにしても平和だ。グラシアが来る気配はないな……」

　これがたんなる見張りなら、スマートフォンでゲームでもやって暇を潰すところだ。しかし、ヴェロニカが目覚めるか否いなかという瀬せ戸と際ぎわなのだ。真しん剣けんに見張らねば。

　――とはいえ、誰か話し相手くらいは欲しい。

　そんなことを考えていると、何と織姫がやってきた。

「夏彦！」

　慌あわてて来たらしく、息が上がっている。

「どうした織姫。そんなに俺おれに会いたかったのか？」

　いつものように、からかうつもりで夏彦は言った。

「はい……」

　ところが、織姫は頷いてしまった。

　その突とつ然ぜんの回答に、夏彦の脳のう髄ずいは思考を停止させ、茫然となった。

　――なんだ、俺の聞きき間違いか？　織姫が素す直なおに、俺に会いたいなどと……っ！

　だが、織姫は真まっ直すぐ走り寄ってきて、夏彦に抱きついてきた。むにゅっと胸を押しつけてくる。

　有り得ない。

「夏彦と離ればなれになるのは寂さみしいです……夏彦、私を抱きしめてください。好きなんです！」

　織姫は、潤うるんだ瞳で夏彦を見上げる。夏彦が言って欲しい台詞せりふを口走る。

　至福のときだった。この瞬しゆん間かんのために夏彦は日本に帰ってきたのだ。

　これが本当に織姫だったら、の話だが。

「てめぇ、誰だ……」

「何を言っているのですか夏彦……私は……」

「うるせぇ、黙れクズが。織姫はヘルガをそばで守るって皆で決めたんだよ。それを勝手に変える奴やつじゃない。俺が好き？　抱きしめられたい？　ああ、そんなことは分かってる。けど、織姫が直接口にするわけねーだろ。そういうのは心で感じるんだよ。織姫に化けるなら、もう少し研究しろ。俺を舐なめるな、誰だと思ってやがる」

　織姫に化けて夏彦を謀はかろうとした段階で、それが何者であろうとクズである。万ばん死しに値あたいし、情じよう状じよう酌しやく量りようの余地はない。

　すると、その偽にせ織姫は夏彦から離はなれ、押し殺ころすように笑い出した。

「クスクス……なるほどね。上う手まく化けたつもりだったんだけど、確かに君を舐めていた。純愛って凄すごいなぁ」

「正体を表わせよタヌキが。いい加減にしねーと――」

「どうするのさ。偽にせ物ものと分かっていれば、最愛の人が相手でも攻撃できるタイプ？」

「攻撃は出来ねぇ。だが、恥はずかしいポーズとらせて性欲を発散させてもらう！」

「うわぁ……」

　偽織姫は、まさにドン引きという表情で後ずさる。偽にせ物もの如ごときに引かれる筋合いはない、と夏彦は思った。

「けど、攻撃してこないってのは計算通り。それなら僕ぼくでも君をどうにか出来る」

　その言葉と同時に、偽織姫のスカートの下から、無数のムカデが飛び出した。

　ムカデは一いつ瞬しゆんにして巨きよ大だい化かし、夏彦に向かってくる。

「な、にィ――!?」

　普通なら避よけられる攻撃だった。しかし、偽にせとはいえ織姫のスカートから出てきたものである。夏彦の反応が鈍にぶるのは必然だった。

　ムカデは一瞬にして夏彦の全身を縛り上あげ、視界を塞ふさぎ、やがて五感を奪うばい取とる。
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　偽織姫が見ている前で、ムカデは空間ごと圧縮する。そして蟲玉となり、屋上の床の上に落ちた。

　それは野球ボール程度の大きさ。だが、三さん世ぜ寺じ夏彦を殺すことなく閉じ込めている。

「うん、上手くいった。やっぱり男って単純だよなぁ。ま、僕も男だから、同じ手を使われたら引っかからない自信はないけどね」

　偽織姫は演技をやめ、地声で喋しやべった。

　声こわ色いろは少女のようだが、口調は少年。つまり声変わりする前の少年だ。

　その正体は、エルメネヒルドである。

「グラシアはヴェロニカを目覚めさせるため襲いかかる。なら、皆でグラシアを倒たおしてしまえばいい――うん、正解だ。だから、そんなことをされたら困るんだよ。しばらく大人しくしてもらおうか」

　エルメネヒルドは蟲玉を拾い上げ、指先で回して遊ぶ。

　それから振り返かえり、給きゆう水すい塔とうを見つめた。

　その陰かげから、なにやら気配を感じるのだ。しかも、よく知っている者の気配である。

「――リリ姉、そんなところで何してるの」

　すると給水塔の裏から「うっ……」と呻うめき声ごえが聞こえた。

　そしてやはり、顔を出したのはリリウムだった。

「どうしたのリリ姉？　傷はもういいの？　熱は下がったの？」

「傷は別に……ただ、一人で大丈夫かなって……」

　リリウムはモジモジしながら近づいてくる。

「あ！　やっぱりリリ姉、僕のこと心配して来てくれたんだっ？」

　エルメネヒルドは思わず飛とび跳はねた。

　あのリリウムが、自分のことを気に掛かけて、わざわざやってきたのだ。

　これが喜ばずにいられるだろうか。

「別に、貴方あなたを心配してるんじゃなくて……貴方が失敗したら困るから……」

「うん。だから僕を心配してくれたんでしょ？」

　エルメネヒルドは、自分でも声が弾はずむのが分かった。

「だから、そうじゃなくて……」

　しかも、弁解するリリウムが頬を赤らめたりするものだから、抱きつかざるを得ない。

「リリ姉、大好き！」

「ちょっ、と……」

　エルメネヒルドはリリウムの胸に顔を埋うずめ、ここぞとばかり精せい一いつ杯ぱい甘あまえた。リリウムはどうしていいか分からずオロオロしていたが、そんな様子もたまらないのだ。

「ふざけてないで……説明して……三世寺夏彦をどうするの。解かい剖ぼうでもするつもり？」

「まさか。そんなことで彼の正体は確かめられない。残念だけど、僕はまだまだ未熟だからね」

　偉い大だいだった父ならともかく、今のエルメネヒルドに出来ることは限られている。

「けど、策はあるんでしょ」

「うん。三世寺夏彦とヴェロニカを、一いつ騎き打うちさせるんだよ」

　そう答えると、リリウムは少し考える仕草をする。

「ヴェロニカって、ゲルメネヒルドが造った、神しん滅めつ兵器の試作品？」

「そうだよ、よく知ってるね」

　リリウムが父の作品を知っていたことに、エルメネヒルドは嬉しくなる。

「見たことはないけど、ゲルメネヒルドに自じ慢まんされたことはある。でも、試作品は試作品。完成はしなかった」

「だからいいんだよ。ヴェロニカは凄く強い。噛まれた者は『死ぬ』か『吸きゆう血けつ鬼き化』するか、どちらにしても無事じゃ済まない。けど、神滅兵器としては未完成だった――この意味、リリ姉にも分かるでしょ？」

　ヴェズエルたちが神と戦ったのは十六年前だ。しかし魔界と天界の戦いは、それ以前にも幾度もあった。その中で積み重ねられた神のデータは、ヴェロニカの特性をハッキリとはね除のけていた。

　その欠けつ陥かんを、逆に利用する。

「ああ、そういうこと」

　リリウムは察したようだ。それから、

「ところで……なんで女装してるの？」

　セーラー服姿のエルメネヒルドを、戸惑いがちに指差した。

「え、これ？　三世寺夏彦を騙だまそうと思ってさ。見た目は完かん璧ぺきだったんだけど、やっぱ愛の力って凄いよね。バレちゃった」

　エルメネヒルドは、ウィッグとマスクを剥はぎ取り、首から上だけ元の姿に戻もどる。

「……その状態でも結構似合ってる」

「え、本当？　なんか脚あしがスースーしてやだなぁって思ってたんだけど、リリ姉に褒ほめられちゃった。女装にはまりそう」

「やめて……」

　リリウムは困った顔になった。

「まぁ、それより、次の仕事に取りかからないと。リリ姉も来る？　次が本番だから、きっと面おも白しろいよ」

　誘さそうと、リリウムは押し黙り考え込んだ。それからエルメネヒルドを指差し、

「それより、いい加減、着き替がえたら？」

　と、呆あきれ顔がおで言った。
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　放課後、繭まゆ子こと織姫とヘルガは、夏彦を迎むかえに屋上にやってきた。

　夏彦は学校が終わるまで見張りをし、放課後に合流することになっていたのだ。

　ところが、そこに夏彦の姿はなかった。

「あれれ？　どこ行ったのかなぁ？」

「トイレでも行ったんじゃないですか？　待っていれば、そのうち来るでしょう。まったく、持ち場を勝手に離れるなんて……」

「あら、織姫ったら。それでは夏彦様の膀ぼう胱こうが破は裂れつしてしまいますわ」

　繭子たちはそんな呑のん気きなことを言いながら、夏彦の帰りを待った。

　しかし、何分待っても夏彦が姿を見せない。それどころか、電話も通じないし、メールも返ってこない。

　三人の顔に、焦あせりの色が浮うかび始めた。

「まさか……グラシアにやられてしまったのでしょうか……？」

　ヘルガは恐おそる恐るといったふうに呟く。

　だが織姫が、首を激しく振ってそれを否定した。

「夏彦はグラシア如ごときに負けません！　きっと、この場を離れざるを得ない、深い理由があったのです！」

「ですが……グラシアも強いですわ。やはり、皆さんを巻き込むべきではなかったのでは……」

「あー、もう！　まだそんなことを言ってるんですか！　夏彦の強さを舐めないで下さいっ！」

　興奮した織姫は、ヘルガの肩かたを掴んで前後に激しく揺さぶった。

　ヘルガの首はガクンガクンと揺れ動うごき、取れてしまいそうになる。

「ちょ、ちょっと織姫ちゃん、落ち着こうよ」

　繭子は慌てて織姫とヘルガを引ひき離す。

「め、目が回りましたわ……」

　ヘルガは本当にグルグル目を回しており、マンガのようだった。

　それでもまだ落ち着かないらしい織姫は、屋上をせわしなく歩き回り、そして遠くへ向けて「夏彦ぉぉぉっ！」と呼よび掛ける。

「ああ、もうっ、恥ずかしいからやめようよ織姫ちゃん！」

　通りを歩く何人かが、不思議そうに屋上を見ていた。

　普ふ段だんの織姫ならこんな奇き行こうは絶対にしないのだが、夏彦が行方ゆくえ不明になり相当混乱しているようだ。

「わたくしが……わたくしが夏彦様を頼たよったばかりに！」

　そしてヘルガは涙を流しうずくまる。

「何ですか、そんなに夏彦が信じられませんか。夏彦は本当に強いんですよ、格好かつこいいんですよ！」

　織姫は織姫で、もう恥はじも外聞もなく夏彦の偉大さを語り始めた。

　この場をどう収めて良いか分からず、繭子も泣きそうになる。

　それにしても、夏彦は本当にどこへ行ってしまったのか。織姫が言うとおり、彼かれが負けるところなど想像できない。そもそも夏彦クラスの魔ま術じゆつ師しが戦せん闘とう状態に入れば、近くにいる繭子たちは即座に気づくはず。ましてグラシアの狙ねらいはヘルガなのだから、夏彦だけ倒してそれっきりというのも変だ。

「とりあえず、夢幻島に行こうよ。社長たちなら何か知ってるかも……」

　繭子は、パニック状態の二人の気を紛まぎらわすため、自分でも大して信じていないようなことを言ってみた。

　社長が「ニャーニャー」と鳴いている姿を見れば、何となく心が安らぐのだ。それだけでも意味があるだろう。

「ほらほら、二人とも。ここで悩なやんでいたって仕方ないし、歩いている途と中ちゆうで夏彦くんから連れん絡らくあるかもしれないし」

　繭子はそう言って、織姫とヘルガの腕を引っ張った。

　その瞬間、真横から強きよう烈れつな轟ごう音おんと突とつ風ぷうが吹き荒あれ、繭子の体を床に叩き付つけた。

「はひん！」

「あっ、委員長！」

　織姫は声を上げたが、しかし突風は辺り一面を襲っている。動きたくても動けない。

　織姫とヘルガは突風が止やんでから繭子のもとに駆かけつけ抱き起おこしてくれた。

「いたた……今のなに？」

「分かりません。ですが、普ふ通つうの突風じゃないのは確かですね……」

　まさか、夏彦の失しつ踪そうと関係があるのだろうか。魔ま界かいは常に何らかのトラブルが起きているので、全くの別件という可能性も高い。が、夏彦が消えた途端に起きた現象となれば、どうしても繋つなげて考えてしまう。

「織姫、繭子！　あれを見て下さい」

　不意にヘルガが大声を出した。彼女はフェンスに身を乗り出して彼方かなたを見つめている。

　そして繭子と織姫がヘルガの視線を追っていくと、そこには夕日があった。

「あれ？　まだ日が沈しずむ時間じゃないんだけど……？」

　不思議に思った繭子は、首を上に向ける。

　すると、そこにはもう一つ太陽があった。

「委員長、あれは夕日じゃありませんよ。だいたい、あっちは西じゃありません。東です。港がある方角です」

「そうだよね……じゃあ、あれはなぁに？」

　一見すれば爆ばく発はつのようだ。だが、爆発というのは一気に広がって、そして消えるものだ。あの夕日もどきは、いつまでも同じ形のまま固まり光を放っている。

「分かりませんけど、とにかく社長に連絡です」

　織姫はスカートのポケットからスマートフォンを取り出す。

　そのときヘルガは、ポツリと言葉を漏もらした。低く沈んでいく、不ふ吉きつな声だった。

「ナパームスフィア――」





※






　赤い光は、渚なぎさ市の全域から観測可能だった。

　その正体は、メタンガス貯蔵タンクの爆発である。

　本日一七時三十三分、渚市の港にて突とつ如じよ、火災が発生した。その炎ほのおは明らかに不自然な速度で燃え上がり、あっという間に港全域を包つつみ込んだ。そしてメタンガス貯蔵タンクに引火し、大だい爆ばく発はつを引き起こす。

　これだけでも大だい惨さん事じには違いない。

　だが、より重要なのは、その爆発が直径一キロのドーム状を維い持じしたまま固まり、熱と光を放ち続けているということだった。

　魔界消防署は、港全域を無酸素状態にし、一気に消火を図はかった。これにより他の火災は焼しよう失しつしたが、ドームだけは消えなかった。

　超々高圧放水、冷れい凍とうビーム、メガトン級消火器、概がい念ねん操作魔ま術じゆつ――その他さまざまな消火活動が行なわれたが、一いつ切さい効果なし。

　十九時○○分をもって指揮権が魔界警察に移行し、ドームへの攻こう撃げきが実行された。

　成形炸さく薬やく弾だん、巡じゆん航こうミサイル、燃料気化爆弾、クラスター爆弾、荷か電でん粒りゆう子し砲ほう、超ちよう音おん波ぱ兵器、メーサー砲ほう。巨きよ大だい傀儡くぐつ召しよう喚かん攻こう撃げき、絶対零れい度ど魔ま術じゆつ、デストサイキック。

　物理・魔術の両面から、魔界警察の総力を挙げた攻撃がなされた。結果、効果がなかったばかりか、ドームは受けたエネルギーを吸収し、巨大化することが判明した。

　二十時十五分現在、ドームの直径は二キロを超こえた。

「慈じ悲ひ帝てい様はイデアルの出動を決定したニャ。そして、応おう援えんとして朱す雀ざくちゃんが来てくれたニャ！」

「よろしくであります」

　イデアル本部のリビングに、パチパチと拍はく手しゆが巻き起こる。

　これでも一応、作戦会議をしているのだが、どうしても学校のような雰ふん囲い気きが出てしまう。そのことに副社長である麻あさ美みは苦く笑しようする。

　織姫、繭子は実際に高校生だし、昨日からヘルガもそうなったらしい。

　だが、話し合っているのは超ちよう高こう密みつ度どエネルギー体、仮か称しよう『ナパームスフィア』にどう立ち向かうかということなのだ。絶対に遊びではないし、命の危険性は全員が重々承知している。

　それでも明るいまま任務に臨めるのが、彼女らの強みなのだろう。ならば麻美の役目は、このお気楽集団が組織として成立するよう、裏で支えることだ。

　もちろん、メンバーの中で一番年上なのは魔ま族ぞくである社長なのだが、ご覧のとおりニャンニャンしている。麻美はまだ二十四になったばかりだが、やってみせるしかないのだ。そこに不満はない。

「皆みんな、ホワイトボードに注目ニャ！　慈悲帝様がくれた資料によると、ナパームスフィアの内部は空くう洞どうになっているらしいニャ。そして、そこに【破戒王の残鉄】の反応が三つもあるニャ。内二つは三世寺くんが持っている火か界かい咒じゆと三さん叉さ雷らい毘び槍そう。残る一つは正体不明。以上のことから、レムナンツが絡からんでいるとみて間違いないニャ」

「ナパームスフィアの中に、夏彦がいるということですか、社長」

　織姫が手を上げて質問する。

「多分そうニャ」

「どうしてですか！」

「知らないニャ。突とつ入にゆうしたら分かるニャ」

　すると織姫はムスッとし、「夏彦はまた勝手に私の知らないところに行って……」とブツブツ呟いた。

「もう質問はないかニャ？　じゃあ、ここからはヘルガちゃんにバトンタッチにゃ」

　社長はヘルガにハイタッチし、説明役を交代する。

　代わりにホワイトボードの前に立ったヘルガは、まずナパームスフィアとは何なのかという説明を始めた。

「あれにナパームスフィアという仮称をつけたのは、わたくしです。というのも、あの炎のドームが、ヴァンパイアハンター『グラシア・ブレイアム』の技わざであるナパームスフィアと酷こく似じしているからです。わたくしは幾いく度どもグラシアと戦い、その技は熟知しています。あれはおそらく、グラシアの仕し業わざでしょう。ですが、港に出現しているナパームスフィアは、グラシアの全盛期と比べても数十倍の規模になっています。既すでに老人であるグラシアが、どのような方法で全盛期以上の力を得、更さらに【破戒王の残鉄】まで使用するに至ったのかは分かりませんわ。しかし、グラシアはわたくしが責任を持って倒します。中に夏彦様がいるのなら、絶対に救出します」

　ヘルガは並々ならぬ決意を浮かべ、宣言する。

　しかし予想どおり、織姫が異を唱えた。

「待ってください。夏彦を助けるのは、別にヘルガ一人でやる必要はないでしょう？」

　だが、他のメンバーでナパームスフィアを削けずり、その隙すきにヘルガが突入するというのは、事前に決定している。このミーティングは、最後の確かく認にんに過ぎない。

「ナパームスフィアの術式を理解しているのは、わたくしだけです。わたくしならば干かん渉しようし、穴を空けることも可能でしょう。織姫にその代わりが出来ますか？」

「うぅ……出来ません……」

　織姫は悔くやしそうに俯く。

「でしょう？　あのナパームスフィアは、規模が大きいだけで、本質的にわたくしの知っているものと同様です。しかし、その規模が問題です。あそこまで巨きよ大だいでは、小細工が通用しません。そこで皆さんには、わたくしの小細工が通用するまで、ナパームスフィアを削り取って頂きたいのです。お願いします」

　ヘルガは頭を下げた。

　彼女にとって、この戦いには様々な意味が込められている。

　グラシアとの七十年来の決着。夏彦を巻き込んだという悔かい恨こん。だが、まず何よりも――

「うにゃにゃ。一つハッキリさせておくけど、私はヘルガちゃんに私し闘とうさせたくて突入役を任せたわけじゃないニャ。あくまで適任だからであって、任務なのニャ。だからヘルガちゃんにお願いされるまでもなく、皆、お給料分は働くニャ！」

　イデアルとしての使命。これが何よりも優先される。

　敵は渚市の港を破は壊かいし、被ひ害がいはなおも拡大中。【破戒王の残鉄】まで絡んでいる。個人的な感情を語っている場合ではない。

「分かっていますわ。わたくしはイデアルとして、グラシアと戦うのです。だって、わたくしは自分がイデアルだということに、誇りを持っていますから」

　ヘルガには、ヴェロニカという危険因子が秘められている。もしかしたら、グラシアとの戦いで、それが暴発するかもしれない。

　それでもヘルガを送り出すのは、イデアルの総意だった。彼女のことを信じているのだ。

　もしヴェロニカが目覚めたとしても、そのときは皆で止めてやればいい。何の問題もない。

「分かってるならＯＫにゃ。いいともニャー」

「いいともー」

　社長に続いて繭子も笑顔で同意する。

「そういうことでしたら、私も異論ありません。その代わりヘルガ。夏彦のことをよろしくお願いします」

　織姫はヘルガの手を握り、真剣な眼差しを向けた。それにヘルガは正面から応える。

「無論ですわ、織姫。わたくしだって、夏彦様をお慕いしていますから」

「う……言っておきますが、私と夏彦はただの幼おさな馴な染じみで――」

　そのタイミングで麻美は手を叩き、織姫の言葉を中断させた。

「はい、ラブコメはあとにして。結論が出たなら、善は急げよ。早速、実行に移しましょう」

　それを号令に、イデアルのメンバーは立ち上がる。

　微かな緊きん張ちよう感が垣かい間ま見みえたが、それでもどこか遠足気分だった。

「うにゃー」と走る社長を先頭に、皆で出撃していく。そんな後ろ姿を見つめながら、麻美だけは遠足気分では済まされない。これから関係各所と協議し、最短最速で話をまとめ、おおざっぱな作戦を実行可能レベルまで昇華させねばならないのだ。





※






　ナパームスフィアを構成する術式は、ヘルガにとって見慣れたもの故ゆえに、相反する術式で干渉し、分解せしめることが可能だ。

　だがそれは、かつてのグラシアが使用していたナパームスフィアの話である。【破戒王の残鉄】の魔ま力りよくを上乗せし、直径二キロまで肥大した今では、近づいただけで焼かれてしまうだろう。

　そうなればヴェロニカが復活し、更に恐るべき厄やく災さいとなる。

　そこでイデアル副社長である下しも北きた麻美は、魔界警察と連絡を取り合い、合同で一斉攻撃を行なう手て筈はずを整えた。

　目的は、ナパームスフィアを収縮させること。

　ナパームスフィアは攻撃を受けると、そのエネルギーを吸収し膨張する。しかし膨張する直前、一瞬ではあるが収縮するのも観測されていた。

　ナパームスフィア内部の魔力の流れや、ヘルガの経験から推測するに、吸収したエネルギーを自分のものに変換する工程で、タイムラグが生じているのだ。

　いかに攻撃を吸収しようとも、いかに【破戒王の残鉄】を得ようとも、制せい御ぎよしているのはグラシアなのだ。そこには限界があり、隙も生まれる。

　ならば、グラシアの技量を超えるエネルギーを一挙にぶつけ、突とつ破ぱ口こうを開く。

　ただし、収縮が反転し膨張に転ずるタイミングは、誰だれにも分からない。ヘルガはその不確定の時間を使い、内部に侵入しなければならなかった。イデアルはそれを全力でサポートする。

　二十一時○○分、イデアルと魔界警察の合同作戦が開始された。

　まずは魔界警察の誇ほこる超兵器たちが、ナパームスフィアに対して砲撃を行なう。幸いにも周囲一体は火災により更地になっている。部隊展開の障害になるものは何もない。

　自衛隊が残していった兵器を改造した、魔ま弾だん発射砲、聖水搭載ミサイル発射機、人工精霊搭載榴りゆう弾だん砲ほう、エトセトラ。

　それらが極端なまでの一点集中攻撃を行ない、ナパームスフィアの表面を波打たせた。

　もうすっかり夜なのだが、ナパームスフィアとそれに対する攻撃により、周囲一体は昼間より明るい。今夜の渚市は蛍光灯要らずだろう。

　また、魔力探知システムを搭載した哨しよう戒かい機きＰ３Ｃ改が、上空から逐次、情報を各所に伝えている。それによれば、魔界警察の一点集中攻撃は、ナパームスフィア全体を膨張させた。が、攻撃を行なった一点のみ、魔力の流れが乱れ、収縮を続けているようだった。

「それじゃ、イデアルも始めるニャ。まずは一番手、副社長！」

　戦車の上で偉そうに腕うで組みをしていたリン・リンは、ナパームスフィアを指差し、攻撃命令を下す。

「汎用式魔術・甲種――凸型光学素子」

　隣となりに立っていた麻美は命令に従い、ナパームスフィアと味方陣じんの間に、巨大な魔力レンズを出現させた。

　魔界警察の攻撃は全すべてレンズに当たり、爆発を引き起こす。その爆発エネルギーはレンズによって凝縮される。

「そして二番手は私ニャ！」

　リン・リンは耳と尻尾しつぽを動かしながら、シュトライムに教わった魔術を唱えた。

「斑いか鳩るが流りゆう分ぶん派ぱ猫にやん虚こ影かげ廻まわし――黒くろ縫ぬい吸灯籠ストロー」

　リン・リンの影が八つに分かれ伸のびていき、レンズの前で巻き付いて、一本の長い筒つつを形成した。それは、レンズによって凝縮された爆発エネルギーを安定させるための、バレルである。

　黒いバレルの中をエネルギーが突つき進むに従い、内側から光ひかり輝かがやく。まるで灯籠のようだった。

　これら二人の連携により、もともと集中していた攻撃が、更に鋭するどく針のようになった。

　魔力の流れは一層乱れ、膨張と収縮の落差が激しくなる。

「マイバッハ・ランドレー、出陣ニャ！」

　ナパームスフィアにトンネルが空きつつあるのを認めたリン・リンは、黒のリムジンに発車を指示した。

　ハインツが運転するリムジンは、ヘルガを乗せて加速する。だが、ナパームスフィアの一部が削れたといっても、それ以外の場所はむしろ膨張しているのだ。近づけば蒸発してしまう。

　そこで、上空から氷結魔術の狙そ撃げきを行なう。

「織姫ちゃん、準備ＯＫぇ？」

　繭子はライフルを構えながら、かたわらの織姫に語りかける。

「私はいつでも大丈夫です」

　織姫は繭子の肩を抱きながら、ハッキリとした口調で答える。

　二人がいるのは、鳥形態になった朱雀の背中の上だった。

　繭子の手には露製狙そ撃げき銃じゆうドラグノフが握にぎられ、銃じゆう口こうはナパームスフィア――ではなく、その手前の空間を狙っている。

　ヘルガをナパームスフィアに接近させるため、繭子の氷結魔術で周辺温度を下げるのが目的だ。これには繭子の魔力だけでは足りないので、織姫の魔力も使用する。

　二人分の魔力を弾だん丸がんに込めるのは難儀な仕事だが、繭子は伊達だてや酔すい狂きようで技巧派と呼ばれているのではない。

　織姫の魔力を吸い上げ、自分のとブレンドし、ドラグノフに送り込む。

「あ、これじゃ足りない！」

　だが繭子は作戦変更の必要性を感じる。

「朱雀の魔力も借りるね」

「え！　ま、待つであります！」

　朱雀の静止も聞かず、繭子は勝手に朱雀の魔力も吸い上げる。

「クロムウェル式氷結魔術――術式刻7.62×54印型魔mmR・ミスリ銀弾ル・バレツト」

　三人分の魔力を載せた銀の弾丸は、地面に着ちやく弾だん。ヘルガの進行方向に氷柱の森を作りだした。

「よしっ、これでヘルガが中に入るまでは保つはずだよー」

　繭子は自分の任務が無事終わったことに満足する。しかし、突如として朱雀の体がグラリと傾き、どんどん降下していく。むしろ落下していた。

「ちょ、ちょっと朱雀、どうしたのっ？」

「慈悲帝様がそばにいないと、力が出ないであります……」

　朱雀の体はグルグルときりもみ回転し、地面に向けて真っ逆さまだった。

「わーっ、どうしよう織姫ちゃん！」

「委員長が勝手に吸い取るからじゃないですか！　責任取って何とかしてください！」

　そんな上空の騒さわぎを知らず、ヘルガはリムジンの後部座席で集中力を高めていた。

　皆のお陰かげで道が開かれた。あとはナパームスフィアの術式に、ヘルガの術式をぶつけ、相殺するだけ。

　しかし、それは非常に繊細、かつ高魔力を使用する。邪じや魔まが入っては成功しない。ましてヴェロニカがわずかでも動けば、ヘルガの集中力は失われてしまう。

　天てん井じようから吊した点てん滴てきの袋ふくろが空になったのを見て、首から管を引き抜き、窓から投げ捨てる。

「お嬢じよう様さま、前方に敵二体でございます」

　見れば、ナパームスフィアの炎の一部が、人を形取って歩き出だしていた。全長は五メートルほど。それが二体。

「ハインツ、排はい除じよなさい」

「かしこまりました、お嬢様」

　リムジンのヘッドライトから冷凍ビームが発射され、炎の巨人を撃うち抜ぬく。

「申し訳ありません。一体、倒し損ねました」

　ハインツの言葉どおり、一体は倒したが、もう一体の巨人は片腕を失っただけで健在である。

　リムジンはアクセル全開で走行中。更に巨人からも歩み寄ってくる。彼我の距きよ離りは残り少ない。

　――わたくしが迎げい撃げきするべき？

　だが、今は余計なことに集中力を割り振ふりたくない。

　そんなことを考えている内に、炎の巨人は眼前に迫り、巨脚でリムジンを踏みつけようとした。

「仕方ありません……レース針三号解放」

　ヘルガはリムジンの屋根を開き、日ひ傘がさを敵に向ける。ところが、ヘルガが攻撃する必要は、その瞬しゆん間かんに失われた。

「斑鳩流分派人じん用よう傀儡くぐつ闘とう法ほう、剣けんノ型――黒くろ姫ひめ撫なでし子こ」

　上空より、黒姫撫子の一いつ閃せんが雷の如く振り下ろされた。巨人はその一撃で両断され消え去る。遅れて織姫が着地し、更に鳥形態の朱雀と繭子が落下した。

「織姫、援護に感謝しますわ」

「別に礼を言われるほどのことではありません。それより、夏彦を頼みましたよ！」

　織姫は照れくさそうに親指を立て、腕を突き出した。

「ええ、お任せを！」

　ヘルガもサムズアップを返す。

　これでイデアルの援護は打ち止めだ。あとはグラシアと決着をつけるのみ。





※






　開いた屋根から上半身を出したヘルガは、哨戒機Ｐ３Ｃ改より送信される情報をスマートフォンで確認する。そして自分の両目に映るナパームスフィアと照らし合わせ、術式を組み上げた。

　右の爪で左の手首を切り裂き、血を流す。

　流れた血は氷に覆われた地面を這はい、六百馬力のリムジンを追い越し、ナパームスフィアへ一直線に向かう。

　イデアルと魔界警察の攻撃によって削られた表面を、ヘルガの血が浸しん食しよくしていく。

「……解析終了。開門せよ」

　わずかな差違はあったが、やはり本質は変わらない。入り口は容易に開いた。

　あるいは、ヘルガにだけ開けられるよう、グラシアが仕組んでいたのかもしれない。

　ヴェロニカをグラシアの前に運べるのは、ヘルガだけなのだから。

　全てはヴェロニカを中心に回っている。

　ヴェロニカはグラシアにとって父親の仇かたき。ヴェロニカはハインツにとって実の娘むすめ。

　ではヘルガとは何者か？　何者でもない。ただの偽にせ物ものだ。ヴェロニカを抑おさえるための蓋でしかない。

　だが、イデアルの皆は、そんなヘルガを守ろうとしてくれた。仲間と認めてくれた。

「突入します、よろしいでしょうか」

　そしてハインツも、この七十年、ヘルガを守ってくれた。正直なところ、彼が何を想おもっているのか、いまだ理解し得ないところがある。それでもヘルガは、イデアルやハインツに対し、『繋がり』を感じていた。

　生きていてもいいと、彼らから肯こう定ていされているような気がするのだ。

　だからヘルガはこの戦いを勝ち抜く。もとの日常を取とり戻してみせる。

「確認不要です、お行きなさい、ハインツ」

　ナパームスフィアに空いた穴を、黒のリムジンが突き進む。そして、炎のトンネルを抜けると同時に、リムジンは瓦が礫れきの段差を跳び越え、宙に浮いた。

　内部は一面、燃える壁かべに包まれている。が、意外にも気温は普通だった。やはり、これはヘルガと――否いや、ヴェロニカと一対一で戦いたい故の壁なのか。

　そしてヘルガは、眼下にグラシアの姿を見つけた。彼かの女じよは不敵に笑い、一歩も動かない。

　夏彦の姿は見当たらなかった。

「ハインツ、攻撃なさい！」

「はい、お嬢様」

　車体のあちらこちらが変形し、幾いくつもの武器が現れる。

　マイバッハ・ランドレー全武装一オール・ウエポ斉発射ン・フアイア。

　レーザー、ミサイル、砲ほう弾だんがグラシアに放たれた。

　しかし、敵はこのナパームスフィアを作り出した張本人。この程度の火力では傷一つ付かない。

「悪いけど、ジジィには席を外してもらうよ」

　グラシアはこちらを見上げ、そう言った。次の瞬間、地面を叩き割って、巨大なムカデが現れた。ムカデは車体に巻き付き、引きずり込もうとする。

「お嬢様、お逃にげください！」

　ヘルガは反射的に屋根から飛び出した。一いつ瞬しゆん違ちがいでリムジンは地の底に連れ去られる。

「ハインツ！」

　叫さけんでも返事はない。リムジンは一気に消え去り、地割れも閉じてしまった。

　彼は死んだのだろうか。否、彼も吸血鬼の端くれ。半端な不死性ではない。自力でどうにかするに違ちがいない。

　ならばヘルガは、グラシアを倒たおすのみ。自由落下が終わるのを待たず、攻撃を開始する。

「レース針二号解放」

　日傘が光る針に変化し、空中に血のレース模様を描いた。それは魔ま法ほう陣じんとなって、大型の大砲を召しよう喚かんする。

「ローゼンクロイツ式召喚術、第四階かい梯てい――カール自走臼きゆ砲うほう」

　家屋よりも巨大な大砲を召喚し、狙いを定める。

　対要塞用の破甲榴弾に魔力を添付し撃ち込む。

　するとグラシアは愚かにも、それを素手で受け止めた。巻き起こった爆発に包まれ、姿が見えなくなってしまう。

　ヘルガが撃った破甲榴弾は、一発の重量が二トンもあるのだ。物理と魔術の両面から、圧あつ倒とう的てき破は壊かいエネルギーを撒き散らし、目標を消しよう滅めつさせてしまう。

　いかに【破戒王の残鉄】の恩赦を受けていようとも、これで無傷は考えられない。

「甘あまい、甘いね、偽にせ吸きゆう血けつ鬼き！」

　だが、ヘルガが着地した刹せつ那な、爆発の中からグラシアが飛びかかってきた。

「――避よけたっ？」

「いいや、直ちよく撃げきした。けど、あたしには効かないのさ！」

　グラシアは全身を燃え上がらせたまま、ヘルガの首を握りしめナパームスフィアの内壁に押おしつけた。前と後ろの両面から引火し、ヘルガの全身は一気に発火する。

「あ、が、ぁぁあァァアッ！」

「はん、醜い悲鳴だね。さあ、早くヴェロニカに替わりな。あのエルメネヒルドとかいう魔族のせいで、あたしには時間が残されていないんだよ！」

「時、間が……ない……？」

　炭化と再生を繰くり返す激痛の中で、ヘルガはグラシアの言葉の意味を考えた。

　まず、グラシアは【破戒王の残鉄】を持っている。しかし、あれは並の人間に扱える代物ではない。

　全盛期のグラシアならいざ知らず、老齢の今では、逆に乗っ取られ暴走するのが関の山。ならば、グラシアに【破戒王の残鉄】を与あたえた者は、グラシアを強化しなければならない。

「強、化の代償、に……寿、命を、失なっ、たのですね……」

「そうさ、今のあたしは全盛期以上の力を持っている。けど、生命維持に必要な機能は、ほとんど失っちまったよ」

「そ、こまでして、ヴェロニカを……倒し、たいのですか……？」

「違う！」

　グラシアの腕がヘルガの腹に突き刺さる。内臓のどれかが握りつぶされた。

「あたしは、もうアンタたちに関わるつもりはなかったんだよ。もっと大切なものを見つけたからね。だけど巻き込まれた。理由は分からないけど、アンタとヴェロニカを殺せば解決する。子供たちの所に帰れるんだよ。だから、とっとと死ね！」

　グラシアが腕を抜く。一いつ緒しよに、何か細長い物が引きずり出された。

「ぐっ、ぅ――ッ！」

　更に髪かみを掴まれ、投げ飛ばされる。

　地面に激突し、あちこちの骨が砕けた。腹の穴から色々なものがはみ出し、燃え上がってしまう。

　痛い、とてつもなく痛い。

　それでもヘルガは屈しなかった。ここに来た目的を、何一つ達していないのだから。

「一つ、聞かせてください……夏彦様は、どこですか」

「夏彦？　……ああ、そうだ忘れていたよ。エルメネヒルドからアンタへの伝言だ。あたしを倒せたら三世寺夏彦は返すってよ。誰なんだい？　まさかアンタの男かい。吸きゆう血けつ鬼きの偽物の分際で」

　ヘルガの男だったら、どんなに素す敵てきだろうか。だが、自分の男でないとしても、彼は命を懸けるに値あたいした。

　だからヘルガは立ち上がる。

「レース針一号解放」

　――わたくしは負けない。グラシアにも、ヴェロニカにも！

　夏彦を助けるのだ。

「ローゼンクロイツ式召喚術、第五階梯――超巨大列車砲グスタフ＆ドーラ」

　残った魔力の全てを賭かけて、自分が持つ最強の兵器を召喚する。

　それは、かつてドイツ軍が造り上げた狂気の兵器、八十センチ列車砲。その一番砲グスタフと二番砲ドーラである。砲の総重量は千三百五十トン。全長四十三メートル。七トンの超大質量破甲榴弾を時速三千キロでぶっ放し、四万七千メートル先にぶち当てる。

　人類史上最大最強の大砲。大たい艦かん巨きよ砲ほう主義の最終形態。それが二門。

　グラシアに向けて同時発射する。

　この場に普通の人間がいたら、その音だけで内臓破は裂れつを引き起こしたであろう。もはや爆ばく音おんという言葉も生やさしい。音自体が打撃力を持った攻撃だ。

　七トンの破甲榴弾二発がグラシアに襲おそいかかる。素の状態でも一発につき二百五十キロの火薬を搭載している上、今は魔力を上乗せしていた。

　これが効かねば、もはやヘルガに打つ手は――

「全く効かないね。これでアンタに打つ手はない！」

　あろうことかグラシアは、列車砲弾二発の爆発をその身に吸収してしまった。

　超高温の炎を身に纏まとい、グラシアはヘルガに近づいてくる。

　だが、もうヘルガには抵てい抗こうする力は残っていなかった。魔力は空になっており、そもそも意識が朦もう朧ろうとしている。

　――駄だ目め……ここで倒れたら、ヴェロニカに体を乗っ取られる……っ！

　ヘルガの想いは強かった。しかし、実力差は歴然。持てる力は振り絞しぼった。何も残っていない。

　夏彦を助けたい。イデアルとしての責務を全うしたい。いくらそう願っても、体が動かない。

　やがて意識は落ちていき、夢の中に閉じ込められる――

　そして。

　真の彼女が姿を現した。





※






　ヘルガにトドメを刺そうとしたグラシアであるが、それを実行に移す前に、異変に気づいた。

　まず初めに、散らばっていたヘルガの血が、蛇やミミズのように蠢うごめいて、主の肉体を埋うめていく。

　血が糸のようになり巻き付いて、ヘルガを引き起こす。急速に再生し、傷は全て消え、服すらも元に戻もどる。

　やがて口の中に血が吸い込まれ、再生完了。

　目が開かれた。赤く紅く朱く光った。炎が映り込んでいるのではなく、何かを反射しているのでもない。彼女自身の眼光が【破戒王の残鉄】の炎より尚激しく輝いている。

「――ヴェロニカッ！」

　グラシアは叫んだ。それに応えるように、ヘルガだった者、ヴェロニカは咆ほう哮こうを上げる。

「ＡＡＡァＡＡＡＡＡＡァ！」

　地じ獄ごくから響ひびき渡わたるような低音と、金属を擦り合わせたような高音が混じり合い、不協和音を響かせた。

　だが、それは不快なだけにとどまらず、周囲の炎を吹ふき飛とばした。

　自分を焼いていたものも、グラシアが纏まとっていたものも、ナパームスフィアも、視界に在った炎は全て残らず消し去った。

「な、にィィィッ!?」

　グラシアは、何が起きたのか理解できなかった。

　なにせ、いつの間にか空が晴れていて、夏の星座が見えるのだ。ヴェロニカと一対一になるため、炎のドームに籠もっていたはずなのに。たったの一声で消えてしまった。

　――ふざけるんじゃないよ！

「残鉄・解放――破戒王『極点位階奥おう義ぎ』自在武具錬れん成せいガ一片〈仰ぎよう月げつ点てん〉」

　負けるわけにはいかない。孤こ児じ院いんの子供たちが待っているのだから。

　今のグラシアの体は、【破戒王の残鉄】の力を引き出すために改造されている。全力を出せば、ヴェロニカが再生する暇ひまもなく、素そ粒りゆう子し一つ残さず燃やし尽くせるはずだ。

「これで死ねぇぇえ！」

　炎というより、プラズマの塊かたまりと称すべき大火球を、ヴェロニカに向けて放つ。直撃しなくても、擦っただけで電子が吹っ飛ぶ温度だ。

　だが、ヴェロニカは避けることなく、唸うなり声を上げ、真まっ直すぐ突とつ進しんしてくる。

　物理的に考えれば、ヴェロニカはその肉体を構成する原子構造を破壊され、消滅するはずだ。ところが彼女は、プラズマ火球の中を平然と突っ切った。

「ッ！」

　たまらずグラシアは逃げようとした。しかし体の動きが鈍い――否、ヴェロニカが速すぎる。瞬きする間もなく肉薄され、ふと気づいたときには、その牙きばが首筋を抉えぐっていた。

「ヴェロニカァァァッ、このあたしの血を吸うのか――ッ！」

　グラシアは激昂し、ヴェロニカの髪を掴つかんで引きはがそうとする。が、ビクともしない。牙は深く深く刺さり、血液と魔力と残鉄を吸っていく。

　――いけない、今のあたしは【破戒王の残鉄】がないと死んでしまう！

　エルメネヒルドが施した改造は、実に悪あく魔ま的だった。

　ただの人間であるグラシアに【破戒王の残鉄】を使わせる。その無茶を実現するため、あらゆる部分に手が加えられた。結果グラシアの肉体は、【破戒王の残鉄】がないと崩ほう壊かいしてしまうほど不安定となった。

「は、な、せぇぇぇえぇぇぇぇえ！」

　グラシアは血を吸われながらも、炎ほのおを作り出して攻撃した。ヴェロニカと自分は完全に密着しているので、当然巻き添えを喰らう。しかし、そんなことを気にしている場合ではない。

　火柱、鬼火、火球、プラズマカッター、火炎放射。グラシアは次々と繰り出したが――それら一切効果なし。

　効かない、というより、届かない。

　ヴェロニカは、垂れ流している魔力によって、グラシアの攻撃を押し返かえしている。

　防御すらしていないのだ。ヴェロニカがしているのは『そこに居る』ということだけ。

　質が違う。量が違う。格が違う。

　グラシアはいままで幾度もヴェロニカと戦った。そのどれとも違う。一線を画す怪かい物ぶつ性。これこそが真のヴェロニカなのだろうか。エルメネヒルドは、なぜこんな怪物を呼び覚まそうとしていたのだ。

「ＡＡァＡＡＡァＡ！」

　ヴェロニカは獣のように頭を振り回まわした。噛かみつかれているグラシアもそれに合わせて振り回され、首の肉が噛み千切られた。凄すさまじい勢いで投げ飛ばされ、血が飛び散る。

　かつて港だった場所を転がり、グラシアは首を押さえた。

「逃げなきゃ……あの子たちのもとに、帰るんだ……！」

　グラシアは呻うめく。だが、力が入らない。そして気づく。自分の中から【破戒王の残鉄】が消えていることに。

　吸血行為によって、全て吸い取られてしまったのだ。エルメネヒルドに与えられた力は、いまやヴェロニカの中にある。

　ヴェロニカは、死にかけのグラシアに興味を失い、煌こう々こうと輝かがやく渚なぎさ市の街並みを眺ながめた。あそこには、まだまだ生きた標的が沢山いる。それを感じ取ったのか、ヴェロニカは咆哮と共に向かって行く。

　同時に、空中に球体が発生した。それは野球ボール程度の大きさから徐じよ々じよに肥大化する。大きくなるに従い、何匹びきものムカデが寄り集まって出来た蟲玉であることが分かった。

　蟲玉は民家くらいの大きさになったあと、弾けて砕けた。そして、中から黒いリムジンと、人間の少年が現れた。





※






　突とつ然ぜん外に放ほうり出された夏彦は、唖あ然ぜんとしつつ周りを見回した。

　さきほどまで真昼だったのに、いつの間にか夜になっているのだ。しかし、夏彦の体感時間では、一秒も経たっていない。

　学校の屋上にいたはずだが、場所も変わっている。偽にせ織姫も消えていた。

　暗くてよく分からないが、海らしきものが見える。そして遠くには街の明かりがあった。

　また、隣に黒いリムジンがあり、中からハインツが降りてきた。

「どうやら、貴方あなたもムカデの中にいたようですな」

「ハインツさん……ここはどこなんですか？」

「港ですよ。さて、ナパームスフィアが消えているのを見る限り、作戦は終了したようですが……」

　ハインツは、そんな意味不明のことを言って、周りを見回した。夏彦もそれに倣って視線を泳がせた。すると、倒れている人ひと影かげが見えた。

「おや、グラシアではありませんか」

「グラシア？　あのヴァンパイアハンターか」

　ハインツがそれを抱だき上あげたので、夏彦もそばに近寄る。

　グラシアに、それほど大きな外傷はなかった。しかし唯一ヶ所、首筋の肉が抉れていた。まるで獣に噛み千切られたように、無残な傷口だった。

「グラシア、何があったのですか。ヘルガお嬢様は？　貴女あなたは負けたのですか、勝ったのですか？」

　ハインツはその体を揺ゆさぶった。すると、グラシアはうっすらと目を開ける。

「……ああ、誰かと思えばアンタかい」

「ええ、私です。それで、どうなのです」

「ヴェロニカが目覚めた。どうやら、あたしはその為に利用されたみたいだね……」

「ふむ……やはり、目覚めましたか」

　無表情を押し通してきたハインツだが、ここにきて顔を曇くもらせた。

　そしてハインツは、更さらに何か言おうとしていたが、その前にグラシアの目は閉じられてしまった。

「死んだ、のか……？」

「いえ、眠ねむっただけです。今のところは。しかし、衰弱が激しいので、もう駄目かもしれませんな」

「何とかならないのか」

　夏彦はグラシアが死んだからといって、心を痛める義理がない。とはいえ死んでよいとも思えなかった。

「私にはどうにも出来ません。それよりも三世寺様、ヴェロニカのことですが――」

　ハインツが言いかけたとき、街の方から爆音が上がった。

　煙けむりと炎が見える。それも半端な規模ではない。ちょうど繁華街の辺りが、丸ごと燃え上がっている。

「ヴェロニカ、か？」

「そのようですな」

　ハインツは淡たん々たんと肯定する。

　そして、夏彦にもようやく状じよう況きようが見えてきた。つまり、夏彦が閉じ込められている間に、ヘルガとグラシアが一戦交えたのだ。その結果、ヘルガは大ダメージを負い、ヴェロニカが目覚めてしまった。

「えっと、ハインツさん。グラシアのことを見ていてくれ。俺おれはヴェロニカのところに行く」

「戦うおつもりですか？」

「……当たり前だろ」

　戦わずしてどうしようというのか。

　そんなことをいちいち聞く方がどうかしている。

「負けますよ」

　するとハインツは、あろうことか、そう断定した。

　もともとハインツに対して良い印象を持っていなかった夏彦は、むっとして言い返す。

「どうして決めつけるんです？　俺だって【破戒王の残鉄】を持ってるし、師匠にシゴかれたんだ。そう簡単には死なない」

「いいえ、負けます。貴方はヴェロニカという吸血鬼を舐なめています。その戦せん闘とう力りよくは極限。再生力は無限。噛まれた者は『死ぬ』か『吸血鬼化』するか、二つに一つ。どちらにせよ無事では済まない。悪いことは言いませんから、お逃げなさい。別に貴方が戦わずとも、殺す者がなくなれば、ヴェロニカは自然と眠りにつき、それで終わりです。渚市は消滅してしまうでしょうが、それだけです。もっとも、そうなってしまえば、皆みなさんのヘルガお嬢様に対する見方が変わってしまうでしょうから、イデアルにはいられませんな。どこかの山やま奥おくに引っ込んで、大人しくすることにしましょう」

　その聞き捨てならない言葉は、いつものように淡々と粛々と流れた。

　ヘルガがイデアルにいられなくなる。夏彦たちのヘルガに対する見方が変わってしまう。そんなことをハインツは言っている。

　実に馬ば鹿か馬ば鹿かしい話だ。そんなことは有り得ないし、もしそうなったら、夏彦は織姫たちに顔向けできない。

　既すでに夏彦は、ヘルガを仲間であると認にん識しきしている。

　ヘルガを失うなど、そんな選せん択たく肢しは見えない、聞こえない。

「ヴェロニカはヘルガなんだ。自分の友達が暴れて人に迷めい惑わくをかけていたら、水をぶっかけて頭を冷やしてやるもんでしょ。ハインツさんが何と言おうが、俺は行く。込み入った事情は全部そのあとだ」

　ヘルガは、皆に迷惑をかけたくないから別行動を取ると言っていた。それを夏彦たちが強ごう引いんに取り下げさせた。ならば責任を持って、ヴェロニカを停止させる。

　ヘルガを日常に復帰させる。これはイデアルの確定事項。変更は一いつ切さい認められない。

「まあ、そう言うだろうと思っていました。ならば三世寺様。ヴェロニカを止める方法をご存じですか？」

「……ヘルガが大ダメージを負うとヴェロニカが出てくるんでしょ？　だったら逆に、ヴェロニカに大ダメージを与えれば、ヘルガに戻る……？」

「ええ、正解です。流石さすがは三世寺様」

　なんだ、話は簡単じゃないか――と夏彦は安あん堵どした。

　しかしハインツは鋭い目で睨にらんでくる。

「ですが、ヘルガお嬢様とヴェロニカでは、大ダメージの定義が違います。たとえばヘルガお嬢様の場合、半身欠損は大ダメージにカウントされます。ところがヴェロニカの場合は違います。即そく座ざに再生し、何の支障もなく襲いかかってくるでしょう」

　半身欠損とは、すなわち体の半分を失うということだ。普ふ通つうなら即そく死しなのだが、ヴェロニカにとってはそうではないという。

「じゃあ、どこまでやれば大ダメージになるんだ？」

　ヘルガの体にあまり傷を負わせたくない。だが、そうしなければヴェロニカが止まらないというのであれば、やむを得ない。ハインツの言うとおりに攻こう撃げきするしかないだろう。

　ところがハインツは――

「木こっ端ぱ微み塵じん。そこまで破は壊かいしても、ヴェロニカにとってはかすり傷も同然です」

　そんな信じがたいことを宣告した。

「グラシアはこれまで、幾いく度どもヴェロニカを倒そうと戦いを挑んできました。その中で実際に、ヴェロニカを木っ端微塵にしたことがあります。肉片の大きさが小石程度で、それが人間の破片だと言われても信じられないような、大変見事な木っ端微塵でした。が、それを観賞する暇さえ与えず、ヴェロニカは元に戻ってしまいました」

「……マジかよ」

　夏彦はハインツが冗じよう談だんを言っているのではないかと、本気で疑った。

　だが彼かれはどう見ても冗談を言っているようには見えないし、この状況で言う意味もない。

「じゃあ、あの薬は？　ヴェロニカを抑えるための薬なんだろ？　それを使えば……」

「残念ながら、あれはヴェロニカの目覚めを抑制するための薬です。完全に目覚めてしまえば、もう効果はありません」

「だったら、どうしろってんだ！」

　ハインツは何を言っても否定してくる。

　おそらく、彼は答えを知っているはずだ。ならば、もったいぶらずに答えればいい。

「さて、これは私の憶測なのですが――粒子一つ残さず完全消滅させてしまえば、ヴェロニカといえども二度と復活できないのではないでしょうか？　無論、そうなってはヘルガお嬢様も消滅してしまいますが」

「そんなの論外だ。ヘルガが消えたら意味がない！」

「そう怒鳴らないで下さい。ならば非常に不確実な方法ですが、一つ残されています。いえ、二本と言うべきでしょうか」

　ハインツはそう言って、リムジンのダッシュボードから、二本の短たん剣けんを取り出した。

　柄も刃も銀色で、夜なのに輝いて見える。刀身に、細かい文字のような模様のようなものが刻まれていた。

「これは？」

「ヴェロニカ停止コードを組み込んだ、魔銀ミスリル製の短剣です。開発は魔ま界かい政府。私の作でないのが口惜しいですが……現状、ヴェロニカに有効かもしれないものは、これだけです」

「かもしれない、か」

　魔界政府が作ったということは、どんなに古くても大魔災以降の物だろう。となれば、ヴェロニカに対して実際に使用する機会もなかったはず。それ故ゆえに不確実。

「どう使うんです？」

「ヴェロニカに刺して下さい。そうですな、出来れば心臓がよろしいでしょう。上う手まくいけば一本だけで止められるかも知れないし、もしかしたら二本刺しても駄目かも知れません」

　あまりにも頼りない助け船だった。

　それでも、夏彦は二本の短剣を受け取り、腰こしのベルトに収めた。もし通用しなかったら、そのときはまた別の方法を考えるだけだ。

「ありがたく使わせてもらいます」

「はい。効くことを祈っております」

　夏彦は踵きびすを返し、燃える街に向かおうとした。

　しかし、ふと思いつき、ハインツに最後の質問を向けた。

「ハインツさん。この短剣を俺にくれたってことは、ハインツさんもヘルガを元に戻したいと思ってるってことなんだよな？」

「当然です。言い訳などするつもりはありませんが、それは真実です」

　ハインツの口調はいつもと変わらない。そこから感情を読み取るのは無理だった。

　いま老人の姿ということは、吸血鬼になった七十年前には既に老人だったのだろう。そんなハインツの心は、十六歳さいになったばかりの夏彦には理解できない。

　それでも、ハインツに対する印象が、ほんの少しだけ良くなったような気がした。





※






「慈悲帝陛下。お話があります」

　そう言って、執しつ務む室しつに入ってきたのは【瓏ろう玲れいの焔ほむら】の老人。六千年も生きた長老格。

　魔界政府、元老院議員の一人だった。

「何の用だ？」

　ゲシュペスは機嫌が悪いのを隠かくそうともせず、怪訝な目つきで応える。

　すると元老院議員は、簡潔に述べた。

「ヴェロニカが覚醒しました。どう対処するおつもりですか」

「……やはりそれか」

「当然です。他の吸血鬼など何百人いようと魔界警察で対処可能ですが、あれだけは別です。まさか、このままイデアルに任せるのですかな？」

「悪いか？」

　そう即そく答とうしたゲシュペスだが、実際、そこに迷いがないわけではない。

　元老院もイデアルの力は知っている。だからこそ、ここに来たのだろう。
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「陛下、これは忠告ですぞ。夜明けまでに事態が収拾されなかったとき、我々は『元老院最終勧告』を発令し、陛下より魔界の統治権を剥奪します。無論、そうなった場合、我々は『修しゆ羅ら庁ちよう』の投入を躊ちゆう躇ちよしません」

「……ちっ、分かっている。夜明けまでにどうにかすればいいんだろ」

「その通りです。しかし、イデアルには無理でしょうな。被ひ害がいが渚市だけで収まればよいのですが」

　元老院議員は挑発的に笑い、執務室を出て行った。

　おおむね、ゲシュペスの予想していたとおりに推移している。しかし、予想していたのに対処のしようがなかった。

　イデアルとヴェロニカがぶつかれば、十中八九、ヴェロニカが勝つ。

　このまま何もしなければ、慈悲帝ゲシュペスの統治能力に疑問が出るのも仕方がない。

　元老院最終勧告の発令も避けられない。

　そもそも、魔界政府における元老院とは、いわゆる勧告機関である。魔界の有力者三百人によって構成されており、様々なことを話し合い、その決定を魔ま王おうに申告する。

　つまり「ああした方がいい、こうした方が上手くいく」と口やかましく説教してくる、偉い連中の集団である。

　とはいっても、最終的な決定権は魔王にある。元老院はあくまで勧告機関。出来るのは助言に過ぎない。

　だが、元老院には最強の武器があった。魔王の行動が、魔界の利益と著しく相反すると判断されたとき、元老院はその統治権を奪うばい取ることが出来る。それが最強の武器、元老院最終勧告だ。

　そして修羅庁とは、魔界政府直属の戦せん闘とう組織。戦闘狂の集団と言い換えても差し支えない連中だ。彼らの出撃は殺さつ戮りくを意味し、絶対に遊びでは済まされない。

　ヴェロニカをこのまま放置した場合の被害と、修羅庁を出だしたときの巻き添えは、はたしてどちらが上であろうか。それを考えると、ゲシュペスは頭が痛くなった。

「それにしてもシュトライムの奴やつ、どこに行きやがったんだ。まさか、また暗黒ドームに潜もぐってるんじゃないだろうな」

　ヴェロニカを見つけてきたのはシュトライムなのだから、責任を持って処理して欲ほしいところである。

　かつて魔界最高の頭脳と呼ばれたゲルメネヒルドは、ゲシュペスと密約を交わし、神滅兵器を完成させた。ヴェロニカは、その神滅兵器の試作品なのだ。

　そんなものが人界で放置されていると知ったとき、ゲシュペスは青ざめたものだ。ゲシュペスの政策は、魔界の技術を人界に持ち込まないことで一貫しているのだから。

　ところが幸運にもヴェロニカは、神無大結界の内側にいた。大魔災から一年ほど経ったとき、シュトライムが偶然発見したのだ。

　慈悲帝と呼ばれるゲシュペスであるが、その慈じ悲ひも無原則ではない。危険極まるヴェロニカを、処分しようと考えた。

　だがシュトライムは「可哀想じゃないか」と言って、イデアルに入れてしまったのだ。

　確かにヴェロニカにはヘルガという人格が上書きされており、普ふ段だんは普通の少女と変わらない。しかし、それは人間によって魔界の技術が解析された証拠でもあり、そしてヴェロニカの危険性が消えたわけでもない。

「ゲルメネヒルドが残した研究データから、薬とか作れるだろ。それでヴェロニカを抑えれば、問題ないじゃないか。仮に暴走しても、私が何とかするから」

　シュトライムはそう言っていた。言っていたくせに、この状況で姿を見せない。

　――最悪、オレが出向くか……。

　しかし、魔王自ら地方都市の事件の収拾に乗り出すというのは、統治能力の欠如をアピールしているようで非常に情けない。そういった小さいことが積み重なり、批判の種が育ち、反逆という花を咲かせるのだ。

　魔族を平和に治めるのは実に難儀なことだ、とゲシュペスは再認識しながら大きくため息を吐ついた。





※






　渚市が燃えていた。映画館も水族館もショッピングモールも炎の中に沈しずんでいき、繁華街は崩くずれ落おちた。

　だがヴェロニカは街に対して攻撃などしていない。

　ヴェロニカが無意識の内に垂れ流す余剰魔ま力りよくが、周辺の物質を発火させているのだ。

　道路に立つだけでコンクリートが沸ふつ騰とうし、息を吐けば火の粉が舞まい、すれ違った物は全すべて炎の渦うずに巻き込まれる。鉄すら融かす、移動熱源。

「てめぇ、よくも俺の家をォッ！」

　一人の魔族が、熱に耐えながらヴェロニカに掴みかかった。しかし彼は、腕うでの一振ふりで胴どう体たいを切断された。ヴェロニカは噴ふき出した血を浴びて、恍こう惚こつとした顔になる。

　一面に散らばる無数の死体から流れた血が、ヴェロニカに向かって流れていく。彼かの女じよは口からだけでなく、全身の皮ひ膚ふからも血を吸収する。

　そのヴェロニカの頭上から、夏彦は短剣で斬きりかかった。

　――獲った！

　ヘルガの体を傷つけることを申し訳なく思いながら、夏彦は奇襲の成功を確信した。

　しかし、ヴェロニカは顔を上げ、夏彦と目を合わせた。

　瞬しゆん間かん、見えない壁かべで殴なぐられたような衝撃が走り、夏彦は大きく移動させられた。

「な、んだっ？」

　魔ま術じゆつによる防御壁ともまた違う。ヴェロニカの視線が、呼吸が、一挙一動が魔力を放ち、夏彦を押し返したのだ。

　ヴェロニカに近づいただけで、獰猛な熱波を感じてしまう。千度か、二千度か、とにかく並ではない。まだ攻撃されていないのに、夏彦は戦せん慄りつする。

　そして短剣の刀身が、わずかに歪ゆがんでしまった。一いつ瞬しゆんの攻こう防ぼうで、魔銀が融けたのだ。

　――こいつは……慎重に使わないと、刃がなくなっちまう。

　夏彦は短剣をベルトに戻し、代わりに別の剣けんを形成する。

「斑鳩流本ほん家け魂こん燃ねん式しき魔ま闘とう術じゆつ、型ノ壱――禍か炎えん闇やみ色いろ剱つるぎ」

　魔力によって作られた暗黒の刀剣。

　それを夏彦が構えたと同時に、ヴェロニカは身を深く沈め、地を蹴った。

　爆音が響き、地面が捲れ上がり――ヴェロニカの姿が消えた。

「！」

　だが夏彦は、ほとんど勘かんだけで防御態勢をとる。

　すると突然、目の前にヴェロニカが現れた。

　衝撃。視界暗転。上下反転。

　禍炎闇色剱が盾たてになり、直撃こそ防げたものの、夏彦の全身に激痛が走る。

　たんなる体当たりだというのに。

　――やってくれるな！

　夏彦は空中で反転し、着地するより早く禍炎闇色剱を振り下ろす。

　それを押し返そうとするヴェロニカの圧力は強く、夏彦は知らず知らずのうちに歯を食いしばってしまう。

　――だが、貫けないほどじゃない！

　夏彦は腕に力を込め、圧力に対抗する。禍炎闇色剱はジリジリと迫っていき、ヴェロニカの金きん髪ぱつに触れた。

　その瞬間――

「ＡＡァＡＡＡＡァＡＡ！」

　高音とも低音ともつかない、出で鱈たら目めな爆音がヴェロニカの口から放たれた。それは熱気と魔力と衝撃を伴って、夏彦を吹き飛ばす。

「く――ッ！」

　咄とつ嗟さに腕で顔を庇かばう。もちろん、それ以外の場所を魔力防壁で守ることも忘れない。

　シュトライムと修しゆ業ぎようしていた三年間、敵の攻撃に対し、反射レベルで防御する訓練は何度も行なった。故に、未知の攻撃が不意に襲ってきても、体が勝手に反応する。

　しかし、ヘルガの咆哮は魔力防壁をわずかながら突破した。夏彦の皮膚に、軽度の火傷やけどが発生する。

　十メートルほど飛ばされた夏彦は、受け身を取って起き上がり、禍炎闇色剱を構えなおそうとした――が、ない。

　今の一声で、斑鳩流を象徴する剣が消失してしまった。攻撃でも何でもない、ただの声によって。

「おい、こりゃあ……マジでシャレになんねーぞ」

　ヴェロニカとヘルガの肉体は共有だ。よって、目の前にいるのは可か憐れんな少女である。だが、その戦闘力は人知を超こえていた。しかも、時間の経過と共に、その魔力が膨ふくれ上がっているように見える。そんな馬ば鹿かなと否定したかったが、ハッキリと分かるほど変化しているのだ。

　何にたとえればよいのだろう。巨きよ大だい戦艦か、大型空母か、要塞都市か。

　否。より強力な、一発で戦局を変えてしまう悪魔の兵器があるではないか。それを連想せずにはいられない大だい爆ばく発はつが、ヴェロニカを中心に巻き起こる。

　防御しなければ、死ぬ。

「斑鳩流本家魂燃式魔闘術、型ノ肆――楞りよう嚴ごん暗あん幕まく」

　夏彦は、自分の前方に黒い壁を作り出し身を守った。

　斑鳩流本家魂燃式魔闘術における唯一の防御術である。だが斑鳩流とは本来、その圧あつ倒とう的てきな攻撃力で常に先手をとり、敵を一気に殲せん滅めつせしめる流派だ。防御に追い込まれた時点で、既に斑鳩流の思想から外れていた。もちろん、こうして防御術がある以上、敵の攻撃を防ぐことを否定しているわけではない。しかしそれでも、斑鳩流の使い手として、夏彦は忸じく怩じたる思いだった。

　ヴェロニカが起こした爆ばく発はつは、見える範囲の建造物を根こそぎ破壊した。爆風で粉微み塵じんにし、熱風で焼き尽つくす。万象全て灰かい燼じんと化す。地面にクレーターが作られ、そしてその底も沸騰し融解し、地獄の釜の如く火を噴いた。激しい上昇気流が発生し、炎を飲み込んで灼しやく熱ねつの台風となる。

　短剣を心臓に刺すどころか、近づくのも至難のわざ。

　まず、この炎をどうにかして、その上でヴェロニカの動きを止めなければ話にならない。

　と、そのとき、遥はるか遠方から弾だん丸がんが飛んできた。弾丸は周囲を冷気で包つつみ込み、ヴェロニカの起こした火災を和らげた。

　次の瞬間、夏彦の携けい帯たい電話が鳴った。

「委員長か！」

「あ、繋つながった！　やっほー夏彦くん、元気だった？」

「ああ、元気だよ。今どこからかけてる、つーか、どこから撃った？」

「そこから南東約千メートル。高度約二百メートル。朱雀の背中の上からだよ」

　いつも脳天気な委員長の声にも、流石さすがに緊きん張ちよう感があった。そう思いきや、電話の向こうから、緊きん張ちよう感の欠片かけらもない会話が聞こえてくる。

「もう限界……帰りたいであります……」

「うにゃー、朱雀ちゃん頑がん張ばるニャ、羽ばたくニャ！」

「ああ、社長。すーちゃんのトサカを引っ張っちゃ駄目よ」

　このニャンニャンした雰ふん囲い気きは、間ま違ちがいなく普段のイデアルだ。平常心と言えば聞こえがいいが、やる気が減衰してしまう。
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「……なに遊んでるんだ」

「遊んでるんじゃないよ！　皆の魔力を朱雀に送ってるんだよ、本当だよ！」

　なるほど、それで皆みな一いつ緒しよに乗っているのか。

「複数人で魔力を送るとか、随ずい分ぶんと器用だな」

「副社長と私はそういう制せい御ぎよ得意だからね。ところで夏彦くん、戦況はどんな感じ？」

「ヴェロニカが絶賛爆発中。俺は防御中。委員長が撃った弾で一瞬火が弱まったが、まさに焼け石に水だな。この状況で通話可能なスマホの耐熱性に驚おどろいてるところだ」

「だってそれ、見た目は普通でもイデアル特別仕様だし。まあ、そんなことは置いといて、私も可能な限り援護するから、早くヴェロニカを止めて。これじゃ消火も出来ないよぉ」

「……分かった。またヘルガと遊びたいもんな。ところで織姫は？　一いつ緒しよに朱雀の上にいるのか？」

「うんとねー、織姫ちゃんもさっきまでいたんだけど、夏彦くんがヴェロニカと戦い始めたのを見つけたら、いきなり飛び降りちゃって。多分、そっちに行くと思うよー」

「なっ……止めろよ！」

「無理だよ、凄すごい早業だったもん」

「……あー、分かった。じゃあ切るぞ。ヴェロニカの爆発が収まりそうだ」

　通話を終えた夏彦は、戦い方を切り替えると決意した。

　あれだけハインツに脅かされたのに、今までヴェロニカの恐おそろしさが分かっていなかったのだ。また、ヘルガの体を気づかっていたのもある。お陰かげでこの苦戦だ。

　言い訳をさせてもらえば――いったい誰だれがこの強さを想像していただろうか。おそらくイデアルの者は誰一人として、ヴェロニカがこれほどの怪物だと思っていなかったに違いない。

　昨日ヴェロニカに首を絞しめられた夏彦だが、あれは不意打ちであり、まともに戦えばどうとでもなると楽観視していた。

　それがどうだ。これは最早、死闘である。

　ヒート・ヘイズとの戦いでは、命の危険など感じなかった。シュトライムとの修業は、向こうがこちらを気づかってくれていた。

　だがヴェロニカという相手は、容よう赦しやなく夏彦の命を刈りにくる。

「残鉄・解放――」

　故に夏彦は、あの大剣を呼び出した。

「破戒王『極点位階奥義』自在武具錬成ガ一片〈火か界かい咒じゆ〉」

　ただそこに在るというだけで圧を撒き散らし、一振りで破壊を引き起こす赤銅色の刃。

　これならばヴェロニカに対抗できるはず。

「いくぜッ」

　夏彦は火か界かい咒じゆを振り下ろし、衝撃波を撃うち出した。ヴェロニカが巻き起こす爆風とぶつかり合い、相殺する。

　数千度の暴風域だった一面が、一気に晴れ渡る。

　ヴェロニカは動じずピクリとも反応しなかったが、夏彦は一足飛びに詰めより、火か界かい咒じゆを突つき出す。

　やはり、ヴェロニカの魔力が押おし返してきた。が、火か界かい咒じゆには通じない。そのまま一直線に中心部を貫つらぬき、動けぬよう固定させてもらう。

　しかし、ここに至ってヴェロニカは回かい避ひ行動に出た。身を動かし、火か界かい咒じゆの狙ねらいを逸らす。結果、中心ではなく左肩かたに刺さり、腕を切り落とすにとどまった。

「ＡＡＡＡＡＡＡッ」

　ヴェロニカの咆ほう哮こうが、再び地じ獄ごくの業火を作り出した。だが、今の夏彦には火か界かい咒じゆがある。これといった防御をしなくとも、千度、二千度でダメージは負わない。

「悪いなヘルガ、斬るぞ！」

　夏彦は火か界かい咒じゆを横薙なぎに振り、刃をヴェロニカの脚あしに走らせる。そして見事に命中した。火か界かい咒じゆは少女の両脚を切断した。

　当然ヴェロニカは倒たおれ、仰向けになる。

　ところが切断した両脚は、瞬しゆん時じに消しよう滅めつした。いや、消えたのではなく、赤い霧になってヴェロニカの腰に集まっていた。そして脚の再生が始まる。

　それは驚くべき速さだった。夏彦やヴェロニカの反応速度は、人知を超えた領域に踏み込んでいるが、そのレベルから見てもこの再生スピードは脅威以外の何物でもない。切断から完全再生まで、おそらく一秒とかかるまい。

　そして、脚の再生が終わるより早く、ヴェロニカの右みぎ腕うでが夏彦の目を狙い、手刀を繰くり出してきた。

「くっ――」

　すんでのところで回避し、今度は夏彦が攻撃する。

　火か界かい咒じゆをヴェロニカの腹に突き刺さし、地面に固定。蝶の標本のように磔になったヴェロニカへ、夏彦は魔銀の短剣を振り下ろす。

　が、何とヴェロニカは、火か界かい咒じゆで体が裂けるのも気にせず動き、短剣を歯で受け止めてしまった。

「おいおい、そんなもん食うと腹壊こわすぞ……」

　夏彦の顔に、引きつった笑いが浮うかんだ。

　ヤバイと幾度も思ったが、これは流石さすがに血の気が引く。

　一旦、退たい避ひしよう――夏彦はそう思い、火か界かい咒じゆと短剣を抜こうとした。だが動かない。

　ヴェロニカの肉と歯に挟まれて、ビクともしない。

　そうしている内に、ヴェロニカの腕が、夏彦の首に迫った。夏彦はそれを慌あわてて払い、そしてヴェロニカの肩を思いっきり蹴飛ばし、二本の剣を引き抜いた。

　大きく後退して距きよ離りを取る。

　別に怖おじ気けづいたわけではないが、とにかくヴェロニカは尋じん常じようではない。どう攻めて良いのか見えてこないのだ。

　決め手となるはずの短剣は、先せん端たんを噛み千切られ、少し短くなってしまった。まだ使えるし、予備もあるとはいえ、肝きもを冷やすには十分すぎる結果だ。この短剣は本当に通用するのかと不安になってしまう。

「ＡＡ――」

　ヴェロニカは立ち上がった。斬ったはずの脚は、完全に元に戻もどっている。腹の穴も、それどころか服まで復元されていた。

　しかしそれでも、強さそのものは夏彦の方が上であろう。攻防を続けていけば、いつか必ず、短剣を突き刺す隙すきを見いだせるはず――

　そう思った矢先、対たい峙じするヴェロニカから、不ふ吉きつな呪言が流れてきた。

　深く深く、どこまでも沈んでいくような、悪あく魔まの囀り。そのくせ、少女の外見に相応しく、可憐でもあった。それがどんな音なのか認識することを脳が拒んでいる。聞いただけで恐慌状態に陥りそうな、野や蛮ばんなる調べ。

「レースZeroth Na針零号delspitze解放 Unleash」

　これまでの全ては前哨戦に過ぎなかったと、理り屈くつ抜きで思い知らされる響ひびき。ヴェロニカという吸きゆう血けつ鬼きの本領は、ここからなのだ。

　囀るヴェロニカの胸が弾け飛ぶ。服のみならず、皮膚も、骨も。肋ろつ骨こつが全て砕け飛び出した。その肋骨は光る粒りゆ子うしとなり、一本にまとまり、針となる。

　針はヴェロニカの血を糸に見立て、レース編みで空中に魔ま法ほう陣じんを描いた。

　夏彦が今まで見た中で、最大の規模、最強の魔力、最悪の威い圧あつ感を放ち、それは瞬またたく間まに完成する。

「ローゼBeschwöンクロrung voイツ式n Rosen召喚術kreuzer、最終Letzte階梯n Rang――戦闘用Bekämpfun臓器g Organ V召喚orladung」

　そして落ちてきたのは黒い雨。わけの分からない物体が、グシャグシャと音を立て、地面に降ってくる。

　一つ一つが意志を持った生き物のように動いている。それを見た夏彦は吐き気を覚えた。

　人間とか魔族とか、そういった垣根を越えたおぞましさ。そんな異形の物体が、ヴェロニカの体内目がけて殺到した。

「ＡＡ、ＡＡＡＡＡアアアア！」

　ヴェロニカが、別の何かに変わっていく。いや、これこそがヴェロニカという吸血鬼なのだ。

　舞まい上がる血が、白かったドレスを黒く染めていく。

　彼女は、炸さく裂れつし移動し続ける爆心地。

　目的も理由もなく、ただ目に映ったというだけで攻撃してくる凶きよう暴ぼう性。

　すなわち、野蛮Gotik、暴虐Gotik、破壊Gotik、殺戮Gotik。

　夏彦は恐きよう怖ふを覚えた。が、同時に心のどこかで、強敵と戦えることに高揚している。そんな自分の愚かさに恥はじ入りつつ、火か界かい咒じゆを握りなおした。
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　リリウムはエルメネヒルドに誘さそわれるまま、渚市で一番高いマンションの屋上から、三世寺夏彦とヴェロニカの戦いを観戦していた。

　現状、どちらが有利とも言いがたい。互たがいに桁けた外はずれの魔力を持っており、そして【破戒王の残鉄】を持っている。甲乙付けがたい。

　だがヴェロニカは、戦闘用の臓器を呼び出すという、理解しがたい行動に出た。それによって、どこまで強化されるのかリリウムには想像もつかない。

「どうなると思う？」

　リリウムは、隣となりに立つエルメネヒルドに語りかけた。しかしエルメネヒルドは、ヴェロニカの戦闘用臓器召喚に夢中となり、身を乗り出して興奮していた。

「うわぁ格好かつこいいなぁ、やっぱり父上の改造は凄いなぁっ！　ねぇ、見てよリリ姉。状況に合わせて臓器を入れ替えるというあの発想！　そして、それを実現する技術力！　狂ってる、まるっきり狂ってる！　僕ぼくも早くあんなのを作れるようになりたいなぁ！」

　まるで子供のようにはしゃぎ、こちらの話などまるで聞いていない。

　いや、実際にエルメネヒルドは子供なのだが、それにしても喜びすぎではないだろうか。

「ちょっと……」

「え、何、リリ姉。解説して欲しいの？　えっと、あれはね、ヴェロニカの魔力に普通の体じゃ耐たえられないから、父上特製の臓器と入れ替えて――」

「そうじゃなくて……最初の目的、忘れてない？」

「……最初の、目的？」

　エルメネヒルドはしばらく考え込んでいたが、「あっ」と声を上げ、指を鳴らした。

「忘れてないよ。三世寺夏彦の正体を見極める。その為にヴェロニカを復活させたんだから。大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと予定どおりに推移してるよ」

「なら、いいけど」

　何だかんだで、リリウムはエルメネヒルドを信しん頼らいしていた。任せておけば、ちゃんと結果が出るはずだ。

「それにしても――」

　一つ気になるのは、ヴェロニカの瞳ひとみの色。あの真しん紅くの輝かがやきは、ダイアンサスにそっくりだった。それも、十六年前の神滅のとき、神と相打ったときの輝きを思い出す。

「どうしたのリリ姉、難しい顔して」

　エルメネヒルドは、くりくりした瞳で見上げてくる。

「……そう言えば、エルメネヒルドは十六年前の戦いに参加してないんだっけ？」

「そうだよ？　あのときは父上が健在だったからね。僕がヴェズエル直属になったのは、そのあと。それがどうしたの？」

「別に、何でもない」

　考えすぎ、なのだろう。

　ダイアンサスとヴェロニカの瞳の輝きが同じだからといって、そこに関連性を持たせようというのが間ま違ちがっている。ダイアンサスの死に、ゲルメネヒルドが関与していると思うのは、エルメネヒルドに対して失礼な話だ。

　それでもリリウムは、強きよう烈れつな輝きを放つヴェロニカの瞳から目を離すことが出来なかった。
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「うぉぉぉっ！」

　夏彦は気合いの掛け声と共に、火か界かい咒じゆを大振りする。しかし、目の前にいたはずのヴェロニカは一瞬にして消え去り、炎ほのおの軌跡だけを残す。

　移動している音は聞こえるのだ。そして、彼女が通った跡は炎えん上じようし、死の道が出来上がる。ところが、今いる場所となると、皆かい目もく分からない。

　――いっそ、目を瞑つむるか。

　シュトライムと、そういう修業をしたこともある。目に映らないほど速いなら、そのほうが有効かもしれない。

　ものは試しにと、夏彦は目を閉じる。

　そして耳に入る音と、皮膚に伝わる風の動きを読み、火か界かい咒じゆを振り下ろす。

　手応えあり。

　目を開けると、ヴェロニカの肩から胸にかけて斬り裂いていた。だが、喜んだのも束の間。その裂け目から、黒いナニカが噴き出した。

「――なっ！」

　そのナニカは生き物だった。蛇のように蠢うごめき、凶悪な牙きばを持つ、正体不明の生物。それが夏彦の肩を切きり裂さいた。

　更さらに、ヴェロニカの牙が首筋に突き刺さる。

「あ、がっ！」

　血と魔力が同時に吸われていくのが分かる。

　一歩ずつ死に向かっていくような、不気味な感覚。このままではいけない。何としてでも脱だつ出しゆつしなければ。

　夏彦は火か界かい咒じゆを最大出力で振り下ろした。狙いは出鱈目だった。とにかく、全方位に魔力を解き放つ。
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　上下も分からなくなるほどの衝撃の中で、自分に噛かみついていた牙が剥がれたのを感じた。しかし己おのれのやったこととはいえ、夏彦はかなりの距離を吹き飛ばされたようだ。千メートル近く移動したような感覚がある。

　だが周囲一体、瓦が礫れきと炎ばかりで、自分がどこにいるのか分からない。生まれ育った街なのに、土地勘が働かない。

　――これじゃ織姫は追いつけないな。

　朱雀から飛び降りたという話だが、今いま頃ごろ、夏彦を捜して迷子になっているだろう。

「それにしても……痛いてぇ……」

　噛まれた肩と首を押さえる。傷は肉まで達していた。

　ヴェロニカに噛まれた者は『死ぬ』か『吸血鬼化』するか、二つに一つ。ハインツにそう脅かされていたのだが、果たして夏彦はどちらだろう。

　死ぬ気配はなかった。ならば吸血鬼の方かと思い、自分の口に指を入れてみたが、牙は生えていない。

「……どういうことだ？　いや、ありがたいんだが」

　ハインツの勘かん違ちがいか。それとも変化が起きるまで時間がかかるのか。とにかく、今の夏彦は何も変わらなかった。

　それよりも、いい加減にヴェロニカを止めなければ、本格的に危険だ。何せヴェロニカは、この期に及んで、まだ魔力を増大させている。

　夏彦にとって幸か不幸か、ここまで街が破壊されたなら、守るべきものもない。よって、全力を出しても問題ない。

「……って、学校があるじゃねーか！」

　炎が照らす奥おくに、北きた渚なぎさ高校の校舎が見えた。まだ、あちらには火の手が回っていないようだ。幸か不幸か、守るべきものがまだあった。

「ＫＵＡＡＡＡァＡァＡＡ！」

　そして、ヴェロニカの咆哮が真上から響くと同時に、灼熱の塊かたまりが光を放ちながら落下してくる。夜が明けたのかと本気で錯さつ覚かくするほどの熱量だった。

　――迎げい撃げきするか!?　けど、そうしたら俺おれの攻こう撃げきで学校がヤベェ……逃にげたら逃げたで、ヴェロニカの攻撃でヤベェ！

　その躊ちゆう躇ちよにより、判断が半はん瞬しゆん遅おくれる。

　刹せつ那な、三発の弾丸が飛来した。夏彦と学校の間に、高く厚い氷の壁を形成し、周辺の火災も消してしまう。

「委員長、ナイス！」

　タイムリミットまで残った半瞬を使い、夏彦は迎撃の態勢を整えた。

　灼熱の奥にいるヴェロニカ目がけ、火か界かい咒じゆを振り上あげる。

　火か界かい咒じゆに魔力を込めて使うと、周りに衝撃波を撒き散らし、桁外れの破は壊かいをもたらしてしまう。だが委員長のお陰で、学校に被害が及ぶ心配もなくなった。心置きなく攻撃できる。

　まず、灼熱の光が消し飛んだ。その奥にいたヴェロニカも同様、衝撃波で破壊した。

　が、再生はその瞬間から始まった。赤い霧が集合し、瞬く間に人の形を取とり戻し、少女となって迫り来る。

「残鉄・解放――破戒王『極点位階奥おう義ぎ』自在武具錬れん成せいガ一片〈三さん叉さ雷らい毘び槍そう〉」

　故ゆえに、追つい撃げきを仕掛ける。

　ヒート・ヘイズから奪った、もう一つの残鉄を解放し左手に持つ。

「斑鳩流魂燃式魔闘術、型ノ弐に――舞ま羽う時雨しぐれ」

　更に、魔力の鞭むちを両手に作り出し、それぞれの先端に火か界かい咒じゆと三さん叉さ雷らい毘び槍そうを巻き付けた。

「我流――残鉄双龍！」

　二本の鞭は、二つの武器を取り込んで、空中のヴェロニカに蛇行しながら襲おそいかかった。

　どちらも一撃必殺の威力を持った、破戒王の武器である。

　足場のない空中なら、ヴェロニカといえど回避不能。二本とも、とは贅ぜい沢たくは言わない。せめて、どちらか一方でも突き刺さり、ヴェロニカの動きを止めてくれれば、短たん剣けんで狙う猶予も生まれる。

　ところが、ヴェロニカはまたもや夏彦の予測を上回った。

　彼女の体内から、黒いナニカが何本も飛び出し、舞羽時雨に絡からまったのだ。

　夏彦が残鉄双龍と名付けた即興の技は、いとも容易たやすく進撃を止められてしまう。

「舐なめてんじゃねぇ！」

　夏彦は火か界かい咒じゆの衝撃波でナニカを破壊する。だが、既すでにヴェロニカは着地しており、そして弾はじけるように再突とつ進しんしてきた。

　夏彦は慌てて火か界かい咒じゆを呼び戻し、ヴェロニカにぶつける。

　互いの攻撃エネルギーが四方八方に飛散し、大気を震わせる。委員長が作ってくれた氷の壁も蒸発した。それどころか、激しい震しん動どうによって分子や原子が高熱を放ち、プラズマ化してしまう。

　青白い光が見え、電磁波が吹ふき荒あれる。まるで電子レンジの中にいるようだ。

　夏彦とヴェロニカは、お互い後方に弾き返され、距離が生まれる。

　再び委員長の狙そ撃げきが開始された。今度は立て続けに十発。そうまでしても、地面が沸騰するのは止められない。しかし、辛うじて学校は守れたようだ。

「委員長の奴、魔力は大丈夫か？　あんまり長続きするタイプじゃないはずなんだが」

　もっとも、他人の心配はあとにすべきだろう。ヴェロニカは既に動いている。

　咆哮が聞こえ、炎の軌跡は見えるのに、捉えられない。捉えても、追いつけない。

「なら、こいつはどうだっ!?」

　左手の三さん叉さ雷らい毘び槍そうは、電気を操る特性を持つ。その真骨頂はローレンツ力を利用した電磁加速である。

　夏彦は全神経を集中させ、ヴェロニカの軌き道どうを見極めた。そして自身を発射する。音速の十数倍で突っ込む。

　あまりの速さ故に、視界の全てが溶け、灰色に見える。それでもヴェロニカの軌道軸に合わせることが出来た。命中するはずだ。

　肉を貫く感かん触しよくが夏彦の腕に伝わる。電磁加速が終了し、地面を抉えぐりながら減速する。

　三さん叉さ雷らい毘び槍そうの先端は、赤く染まっていた。命中したのは間違いない。

「ＨＡＡァＡＡＡ――」

　しかし、背後から声がした。

　振り向いたとき既にヴェロニカの再生は完了しており、彼女の口の奥から眩まばゆい光が迸ほとばしる。そして超々高温のプラズマが、夏彦へと噴流した。

　――避さけられない！

　夏彦は火傷を覚悟する。が、その寸暇、目の前にスイカが出現した。あまりにも場違いな姿に、夏彦とヴェロニカは硬こう直ちよくしてしまう。

「斑鳩流分派人用傀儡闘法、爆ノ型――無む常じよう無む名めい西すい瓜か丸まる」

　どこからともなく織姫の声が流れ、スイカは爆発する。皮と種を撃ち出し、空気を振動させる。この戦いのレベルから見れば、ささやかな一撃に過ぎなかった。ところが、ささやかながらもスイカは、ヴェロニカの体を仰け反らせるのに成功した。口から放たれたプラズマは夏彦をわずかに外れ、空の彼方かなたへ光の線を描えがく。

　夏彦は好機とばかりに、ヴェロニカへ両手の武器を突き出す。

　だがヴェロニカは、その不安定な体勢から大きく後ろに飛び、再び視認できない速度で走り去る。次にどこから攻撃が来るのか分からない。

「分からねーが、予測はつくぞ！」

　夏彦は勘に従い、火か界かい咒じゆを振った。

　相変わらず目では見えないが、その他の五感も総動員すれば、何となく視えるようになった。早い話が、ヴェロニカの速度に慣れてきたのだ。

　勘は的中し、火か界かい咒じゆはヴェロニカの突進に対して、カウンターを取った。

　刃が直ちよく撃げきする。続いて、その体内で衝撃波が炸裂。

　結果は、木こっ端ぱ微み塵じん以上。彼女が固体だったという痕跡を一つも残さず、真っ赤な蒸気にまで分解せしめた。血の蒸気は上昇気流に乗って飛んでいき、霧散していく。

　やり過ぎたか――と夏彦は一瞬思ったが、それは杞き憂ゆうに終わる。

　恐るべきことに、この状態からも再生は即そく座ざに始まり、人の形になりながら、炎の海の奥に落ちていった。

　やはり、心臓に短剣を刺すしかないのかと夏彦は戦慄する。

「夏彦っ！」

　そして、ヴェロニカが遠方に飛んだと同時に、織姫が走ってきた。

　織姫は夏彦の前で立ち止まり、荒あらく息を吐く。全身汗あせだらけで色っぽいが、残念ながらそれを堪能するにはまだ早かった。

「おいおい、危ないから下がってろよ。祝福のキスはそのあとだ」

「何を言っているんです。私が西瓜丸を爆発させなかったら、ヴェロニカの攻撃を喰らっていたくせに！」

「む……喰らっても別に致命傷じゃなかったぞ」

　織姫の指し摘てきは正論だったので、夏彦としても反論の歯切れが悪い。

「ああ、そうですか。それで勝つ算段はあるんですか。このままじゃ千日手ですよ」

「……ハインツさんにもらった短剣を心臓に刺せば、ヴェロニカは多分止まる。だから、織姫は離はなれてくれ。守りながらじゃ戦えない」

　それは夏彦にとって、当然すぎるほど当然の理屈だった。

　織姫を守るために日本に帰ってきたのだ。唯一にして絶対の目的と言っても過言ではない。

　ところが言われた織姫は激怒する。

「守る？　何を勘違いしているのですか夏彦！　いいですか、私はイデアルで、渚市は私の住んでいる街で、そしてヘルガは私の親友なんです。私には戦う義務と義理と熱意があります。なのに夏彦はなんの権限があって離はなれろなんて言うんですか！」

　いつもの意地っ張りとは違う、真しん剣けんな怒いかりがそこにはあった。

　確かに、ヘルガを助けたいという想いは、夏彦より織姫の方が上だろう。ずっと一緒にいたのだから。社長がいて副社長がいて、織姫がいて委員長がいて、そしてヘルガがいる。それがイデアルの姿であり、誰一人欠くことの出来ないメンバーだ。

　だが、想いだけで戦うには、ヴェロニカは強敵過ぎる。

「……いや待て。織姫、お前、この空間にいて平気なのか？」

　ヴェロニカは呼吸するだけで周辺温度を上げてしまう。夏彦はあまり意識していなかったが、ここは普ふ通つうの生物なら即そく死しする環境だ。

「平気です！　多少暑いですが、夏ですからねっ！」

　織姫は汗をダラダラ流しながら主張する。目をこらすと、体の周りに魔ま力りよく防壁を張り巡らせているのが見て取れた。

　かなりの無理をしてここに立っているのは明白だ。それでも魔力が尽きるまで、あと十分程度の余よ裕ゆうはあるだろう。虚勢で来たのではないらしい。

　――待て待て、何を織姫に頼ろうとしているんだ俺は。他のことならまだしも、バトルで女に助けを求める男とか、プライドなさ過ぎんだろ！

　そんな夏彦の葛かつ藤とうを打ち砕くように、咆哮が迫り来る。

「ＡＡァＡＡＡＡァＡＡッ」

　夏彦は咄嗟に織姫を突き飛ばし、ヴェロニカを火か界かい咒じゆで受け止めた。切っ先が彼かの女じよの腹部を抉るが、痛みすら感じていないようだ。

「斑鳩流分派人用傀儡闘法、剣けんノ型――黒姫撫子」

　不意に、ヴェロニカの後ろから太た刀ちが振ふり下ろされた。太刀はヴェロニカを真っ二つにする勢いで走る。しかしヴェロニカは、腰こしの関節をありえない方向に曲げ、背後の黒姫撫子に蹴けりを打ち込み、消滅させてしまう。

　そしてヴェロニカは自分の体を千切り、強ごう引いんに火か界かい咒じゆを引きはがした。そのまま炎と血を撒き散らしながら視界から消え失せる。ときおり、地面を蹴った痕跡がクレーターとなって現れるので、近くにいるはずなのだが、やはり視認できない。

「すみません夏彦、外してしまいました！」

　織姫はそう言って、夏彦と背中合わせの体勢を取る。

　だが、謝あやまられるほど悪いタイミングではなかった。むしろ、絶ぜつ妙みようだった。

　夏彦か織姫のどちらか一方でもヴェロニカの動きを止めることが叶えば、短剣を撃ち込むチャンスが倍増する。

　――そもそも、女の子ヴエロニカ相手に苦戦しておきながら、プライドも何もない、か。

　夏彦は賭かけに出た。もしそれによって織姫が怪け我がをしたり、もしくは死んだりしたら、生しよう涯がい悔やみ続けても悔やみきれない。それでも、ここは信じてやる場面だろう。

　自分が惚れた女なのだから、やってくれるはずだ。

「織姫、これを使え」

「はい――って、えぇぇっ？」

　三さん叉さ雷らい毘び槍そうを渡された織姫は、目を白黒させる。

「これって【破戒王の残鉄】のですよね。私が使っても大丈夫なんですかっ？」

「大丈夫だろ、制御してるのは俺だし。ところで、それ持ったら何か変わったか？」

「変わったも何も、もの凄い魔力が溢れてくるんですが！」

「ああ、やっぱ有効か」

【破戒王の残鉄】を武器化して使う場合、体内の残鉄から武器へと、魔力が流入していく感覚があった。ならば、その武器を他人に渡わたしても、夏彦の体から相手に魔力が流れていくのではないか――と思ったのだが、見事に成功したようだ。

「よし。それから、この短剣もだ。ハインツさんいわく、それにはヴェロニカの停止コードが刻まれていて、心臓に刺せばいいらしい。二本あるから、一本は織姫が持て。で、基本的な戦法だが――まず俺がヴェロニカの動きを止める。そしたら織姫が隙を突いて短剣で心臓を突き刺す。もちろん、状じよう況きようは常に変わるから、役割が逆になるかも知れない。けど、ひとまずこれでいこう。任せても大丈夫だな？」

「は、はいっ、任せてください！　私を誰だと思ってるのですかッ！」

　織姫は耳まで赤くして張り切って答えた。

「よっしゃ、じゃあ二手に分かれるぞ。臨機応変に、出たとこ勝負つーことで行くぞ！」

　夏彦は織姫の返事を待たずに走り出だした。

　ここから先、互いの意志を確かく認にんし合っていては、ヴェロニカのスピードに対応できない。無言で完かん璧ぺきな連携をしなければ、負けてしまう。

　織姫に「役割が逆になるかも」と言った夏彦だが、そんな状況にするつもりはなかった。ヴェロニカと正面からぶつかるのは、やはり夏彦の仕事だ。それだけは妥協するわけにいかない。

「おいヴェロニカ、俺はここだぞ！　いつまで走り回ってる。いい加減、かかってこい！」

　夏彦は、出来るだけ炎が強い場所に陣じん取る。視界は悪いが、炎の揺らぎでヴェロニカの動きが視えるはず。

　――来たッ！

　飛来する影かげを捉え、そちらに向き直る。ところが、それはヴェロニカではなく、もっと小さな物体だった。

「これは、パンツァーファウスト!?」

　ヘルガと初めて出会ったとき、タコとイカを攻撃したあの兵器だ。

　それが前方から、更に後方、左右、そして真上。あらゆる方角から、数十発向かってくる。ヴェロニカは高速で移動しながら、パンツァーファウストで包囲網を作っているのだ。しかし、夏彦は焦らない。むしろヴェロニカの注意が自分に向いているのを確認し、安あん堵どしたほどだ。

　夏彦は火か界かい咒じゆを地面に向けて叩きつけ、衝撃波で全すべてのパンツァーファウストを誘爆させる。同時に炎も消え、視界が晴れた。

「そこか！」

　少し離れた場所にヴェロニカがいた。どうして立ち止まっているのか不明だが、とにかく先手を打って串刺しにし、そのまま拘こう束そくする。そうすれば織姫が勝負を決めてくれるはずだ。もし余裕があれば、夏彦自身で決めてもいい。

「レースErst Nad針一号elspitze解放 Unleash」

　ところがヴェロニカは自分の腕うでを引き千切り、それをレース針に見立て、巨きよ大だいな魔法陣を描き出した。

「ローゼBeschwöンクロrung voイツ式n Rosen召喚術kreuzer、第五階梯Fünf Rang――超巨80cm Rai大列lway ar車砲tilleryグスタフGustav u＆ドーラnd Dora」

　現れたのは、非常識なまでの大きさを誇ほこる大砲。高さは四階建てのビルに相当し、長さとなると見当もつかない。五十メートル近くあるのではないだろうか。そんな目を疑うような鉄の塊が二個も飛び出した。轟ごう音おんを上げて地面の上に落ちる。砲門はもちろん夏彦を向いていた。

「誰だ、こんなもん造ったのは！」

　そう文句を言ってみたが、誰も聞く耳を持ってくれない。返答の代わりに砲ほう弾だんが発射された。

　一目見て危険だと分かった。まず砲弾そのものが巨大であり、何トンあるのか知らないが、当たったら「痛い」では済まないだろう。そして何より、込められたヴェロニカの魔力が脅威だった。これは死ぬかもしれない。

　回避、という選せん択たく肢しが頭をよぎった。しかし、ここは敢あえて突っ込んでヴェロニカの裏をかく。とにかく肉薄して、織姫に攻撃の機会を与あたえるのだ。

「おぉぉぉおぉっ！」

　雄お叫たけびと共に、自ら砲弾に向かっていく。

　着ちやく弾だんと同時に、目を開けていられない閃せん光こうが放たれる。高温と衝撃と圧力と振動に、ヴェロニカの禍まが々まがしい魔力を加えた複合攻撃が、夏彦に襲いかかった。

　やめておけばよかったと思うほど痛かった。それでも何とか耐えているのは、全身を魔力防壁で覆おおっているからだが、それにしても馬ば鹿か馬ば鹿かしい威力だ。この大砲を設計した奴やつの顔が見たい。

　夏彦の防壁は急激に削られていく。間もなく生身になるという直前に、ようやく爆ばく発はつを突き抜ぬけた。

「ＡァァＡＡＡＡッッ！」

　ヴェロニカの顔に、驚きよう愕がくらしきものが浮かんだ。

　まさか、あの爆発の中を走ってくるとは思わなかったのだろう。

「隙ありだぜ！」

　火か界かい咒じゆがヴェロニカの下腹部を貫き固定する。夏彦は更に禍炎闇色剱で頭部を狙ったが、咆哮で分解されてしまった。だが、それで構わない。本命はこの次だ。

「織姫、今だッ！」

　夏彦は最愛のパートナーに、特攻の号令を放った。





※






　織姫は全身の血がたぎるのを感じていた。

　生まれてこの方、ずっと夏彦に守られっぱなしだった。一度も役に立ったことがない。

　それが今、夏彦に頼られている。これが興奮せずにいられるだろうか。

　大好きだからこそ、守られっぱなしは嫌いやだ。肩を並べて戦いたい。対等の立場にならなければ、一いつ緒しよにいる資格がない。そんな勝手に決めたルールに従い、夏彦の求愛を拒きよ否ひしてきた。しかし、ようやく一歩前進する。

「行きます！」

　叫び、自らに発破をかける。

　右手に三さん叉さ雷らい毘び槍そうを、左手に魔銀の短剣を構え、突進した。

　目標のヴェロニカは、夏彦によって動きを止められている。これで外したら、夏彦にもヘルガにもイデアルの皆みんなにも顔向けできない。

　走り出した瞬しゆん間かん、自分の体が今までにない速度を出せていると実感した。三さん叉さ雷らい毘び槍そうを通じ、流れ込む夏彦の魔力のお陰かげだ。今、自分と夏彦は繋つながっている。そう思うと体が熱くなった。

　――けど、それでは駄だ目めです。

　結局、借り物の力ではないか。自分の力ではない。対等には程遠い。

　――いつかきっと、私自身の力で夏彦を支えてみせます！

　だから今は、せめて夏彦に与えられた役目を果たす。

「ヴェロニカ！　ヘルガに体を返しなさい！」

　三さん叉さ雷らい毘び槍そうによる加速を上乗せし、短剣がヴェロニカの背後から心臓を貫つらぬく――直前、異変が起きた。ヴェロニカが百八十度首を回転させ、織姫を直視したのだ。

　真紅の瞳と目が合った瞬間、爆発が巻き起こる。

「――くっ！」

　織姫の体は真横に吹っ飛とばされた。なまじ、体験したことのない速度で直進していたため、姿勢制せい御ぎよが出来なかった。無様に転がり、ビルの壁に叩きつけられる――否いや、まだ、これからだ。

「斑鳩流分派人用傀儡闘法、剣ノ型――黒姫撫子」

　一度ヴェロニカに消滅させられた傀儡だが、織姫の魔力がある限り、何度でも造り出せる。その黒姫撫子を自分とビルの間に挟み、クッションとする。

　衝撃で黒姫撫子の仮面が割れ、真紅の瞳が露出した。が、この程度、ダメージにもならない。

　織姫は、黒姫撫子にビルの壁面を叩かせ、軌道修正を行なった。

　爆発で逸れた方向を、再びヴェロニカに向ける。

　夏彦の役に立ちたいという以前に、ヘルガは織姫の親友だった。それを助けたい。ヴェロニカなどという得体の知れない化物に渡したくない。
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「蓬よも田ぎた織姫を舐めないでください！」

　全身全霊を短剣に込め、ヴェロニカの心臓を目がけて一撃を放つ。
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　ヴェロニカはもがく。火か界かい咒じゆに手をかけ、引き抜こうとする。

　無論、夏彦はそれを許さず、微動だにしない。

　すると、ヴェロニカの傷口からドス黒い肉塊のようなものが飛び出し、火か界かい咒じゆを握る腕に噛みついた。

　ここで火か界かい咒じゆを離してしまえば、ヴェロニカは再び高速移動を始め、攻撃のチャンスが先延ばしになってしまう。動きを止めると織姫に約束したのだから、噛み千切られようとも引けないのだ。

（お逃げ、ください……）

　突とつ如じよ、ヘルガの声が聞こえる。しかしヴェロニカの口は動いていない。頭の中に直接響いてくる。

「ヘルガ!?」

（お逃げください……夏彦様……わたくしのような偽にせ物ものに構わず……どうか）

　絞り出すような声だった。そして、それきり聞こえなくなる。

　力を振り絞しぼって、逃げろと警告したのだろう。つまり、夏彦と織姫が負けると思っているということ。ヘルガはもう勝負を捨てているということ。

「あァッ？　ふざけんなヘルガ、何をヴェロニカ如ごときにビビッてやがる！」

　夏彦はキレた。

　イデアルの皆がこの戦いに臨んだのは、ヘルガを信じているからだ。

　いつまでもヴェロニカという怪かい物ぶつのままのはずがない。きっと元に戻もどる。だから、その手助けを。

　少なくとも、夏彦はそのつもりでいた。

　なのに、肝心のヘルガが諦あきらめてどうするのだ。

「そいつは魔族に少し改造されたくらいで自分を見失った根性なしだぜ。自分も分からないような奴が本物のわけがない。お前はイデアルにいたいと思ったんだろう。織姫たちと友達になったんだろう。それはヴェロニカじゃなく、ヘルガの想いだろう。なら、本物はお前だ。ヴェロニカの代だい替たい品ひんなんかじゃない。俺はお前しか知らないぞ。ヴェロニカって誰だれだ。お前はヘルガだろうが！」

　だが、夏彦の叫びも虚しく、ヴェロニカの体から更に黒い肉塊が生えてくる。先せん端たんが手になっているもの、口があるもの、刃状になっているもの、様々だ。それらが夏彦へと向かってくる。

「ちっ――」

　夏彦は禍炎闇色剱を形成しなおそうと魔力を錬る。

　しかし、ヴェロニカから生えた黒い肉塊は、途と中ちゆうで止まった。

「ＡＡＡ!?」

　ヴェロニカは戸と惑まどいの声を上げる。この停止は彼女の意志によるものではないということだ。

　ならば誰の仕し業わざか。決まっている、ヘルガだ。ヘルガがヴェロニカの動きを止めた。

　そして計ったようなタイミングで、織姫が三さん叉さ雷らい毘び槍そうと短剣を構え、突っ込んできた。

「よっしゃぁっ、来い、織姫！」

　夏彦は火か界かい咒じゆに力を込め、織姫が心臓を狙ねらいやすいよう、軸を合わせる。

　刹那、織姫の持つ魔銀の短剣が、背中からヴェロニカの心臓を貫いた。

「ＡＡＡッ、ＵＡＡＡァＡＡＡァッ！」

　ヴェロニカから放たれる声こわ色いろが、明らかに変化した。それはもう悲鳴にしか聞こえない。

　何をやっても揺るがなかったヴェロニカが、痛みにのたうち回っている。

　それでも、彼女の力は凄すさまじかった。

　手足を振り回まわし、髪かみをかき乱し、目を見開いて不協和音を響かせる。

　夏彦はともかく、織姫はこの暴虐に長時間耐えられない。それでも織姫は、短剣を突つき刺さしたままヴェロニカから離れなかった。それ故に早く停止させないと、織姫が危険だ。

「いい加減、止まれぇぇえっ！」

　夏彦は、刃が欠けた短剣をベルトから引き抜き突きだした。

　これによりヴェロニカは、前後から心臓を潰つぶされたことになる。

　ビクリと痙けい攣れんするように震え――線が切れた。

　そう表現するしかない。

　激しかったヴェロニカの抵てい抗こうはプツリと止まった。目を閉じ、四肢の力を抜き、壊れた人形のように崩くずれ落おちる。

　夏彦と織姫は、慌あわててそれを受け止めた。そして、火か界かい咒じゆと三さん叉さ雷らい毘び槍そうを地面に突き立て、短剣を引き抜く。

　はたして、次に目を開けたとき、彼女はヴェロニカのままなのか、それとも――
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「おお、あいつら上う手まくやったじゃないか」

　上空に浮うかび、弟で子したちの戦いぶりを観戦していたシュトライムは、ヴェロニカが倒たおれるのを見て、満足げに頷うなずいた。

　これでヴェロニカの意識は途と切ぎれたはずだ。あとは、ヘルガがその隙すきを利用して、体の支配権を奪うばい取ることが出来るかどうかにかかっている。

　大丈夫であろうとシュトライムは信じていた。何せ、ヘルガとてイデアルの一員なのだから、その程度の難事は切り抜けられるはずだ。

　渚市の被ひ害がいも、それほど大したことはない。市街地の四分の一が焼しよう失しつしてしまったが、魔族ならちょっとしたお祭り気分で乗り切ってしまう規模だ。

「さて、私は帰るか。心配して見に来たのを知られたら、恥はずかしいからな」
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　二本の短剣を引き抜いた、瞬間、彼女の再生は始まった。

　服に空いた穴すら消え、外から見る分には元通りとなる。

　夏彦と織姫は二人で彼女を抱だき上げ、名を呼んだ。

「ヘルガ！」

　体の支配権がヘルガに戻っているという保証はない。もしヴェロニカのままだったら、彼女が目を開けた瞬間、攻撃されるだろう。そして、こんな無防備な状態では、夏彦も織姫も、一撃で殺されるかもしれない。

　しかし、これはヘルガであると確信している。ヘルガはヴェロニカ如きに負けはしないのだ。

「ヘルガ、しっかりしてください！」

　織姫が呼よび掛かける。するとそのとき、うっすらと目が開かれた。

「夏彦様……織姫……」

　それは間ま違ちがいなくヘルガの声だった。

　可か憐れんで、儚はかなげな、少女の声色。

　破壊とは対極に位置する、無む垢くで弱々しい小さな体。

「ヘルガ、大だい丈じよう夫ぶか？　ちゃんとヴェロニカは消えたのか？」

　夏彦が尋たずねると、ヘルガは一呼吸置いてから、小さく頷いた。そして不意に、夏彦へとしがみついた。

　その肩かたは震えており、涙なみだが夏彦の胸を濡らした。

「わ、わたくし……元に戻れたんですね？　夏彦様たちを殺さずに済んだんですね？」

　殺さずに済んだ――。

　そう、ヴェロニカの猛攻は、まさに生きとし生けるもの尽くを殲せん滅めつせんとするものだった。夏彦は幾いく度ど、命の危険を感じたか数え切れない。あの怪物は眠ねむっただけで、いまだヘルガの中にいるのだ。

　しかし、夏彦はこうして生きている。

「大丈夫だヘルガ。俺も織姫も、みんな生きてる。だから、ほら。泣くなよ」

　ヴェロニカが怪物なのは事実だった。だがイデアルはそれを止めた。対処可能な事案に過ぎない。どうということはないのだ。

「そうですよ。ヘルガは大げさなんです。ヴェロニカなんて、大したことなかったじゃないですか！　気に病むことはありません！」

　織姫もヘルガを励ます。

　するとヘルガはようやく落ち着いたらしく、夏彦から体を離し、指で涙を拭った。

「はい……お二人とも、本当にありがとうございます。わたくし、このままイデアルにいてもよろしいのですね……？」

「あったり前だろ」

「そうですよ。何を今いま更さら」

　織姫は怒ったような口調で肯こう定ていする。それを聞いたヘルガは笑えみを浮かべた。

　ヘルガは人形のように整った容姿だが、この屈託のない笑顔えがおのお陰で、生気に満ちあふれていた。吸きゆう血けつ鬼きとか、まして疑ぎ似じ人格などという単語を微み塵じんも感じさせない。

　ヘルガはヘルガなのだ。誰の偽物でもない。

「さて、そろそろ帰ろうぜ。きっと委員長たちが心配してるぞ」

　夏彦は立ち上がり、ヘルガに手を差し出した。そしてヘルガはそれに手を伸のばした。

　が、ヘルガの顔色が急に変わった。

　うずくまり、腹部を押おさえ、苦く悶もんの表情となる。

「どうしたっ？」

「お、お腹なかが……熱、い。どうして、急に……！」

　ヘルガの体全体が、痙攣するように震えた。

　同時に、赤い光が彼女の腹部から飛び出した。

　それは燃え上がる金属片。

　超ちよう高こう密みつ度どの魔力を放ち、見る者を惹ひき込む、魔ま王おうの力。

「――そうか、ヴェロニカがグラシアから奪ったのかっ」

　夏彦は合が点てんがいき安堵する。ヘルガに異常が起きたのかと不安になったが、【破戒王の残鉄】が飛び出そうとしていただけだったのだ。

「これが【破戒王の残鉄】ですの……？」

　ヘルガは熱っぽく息を吐はきながら、宙に浮かぶ残鉄を物もの珍めずらしそうに見つめた。

「どうするヘルガ。この残鉄、俺がもらってもいいのか。それとも、このままヘルガが持つのか？」

　そう尋ねると、ヘルガは首を振った。

「夏彦様に差し上げますわ。わたくしが持つよりも、夏彦様の方が相応ふさわしいと思います」

「そっか。じゃあ遠慮なく」

　夏彦は燃える残鉄を握にぎりしめた。熱さと共に、残鉄は夏彦の中に溶けていく。もともと持っていた残鉄と混じり、そして――火か界かい咒じゆが光り始めた。

「うぉっ？　何だ！」

　火か界かい咒じゆの、その刀身の根元に描かれた模様に、線が一本追加されたのだ。いや、今まで模様だとばかり思っていたが、こうしてよく見ると文字のような気もする。

「……パワーアップしたのか？」

「そんな、ゲームじゃないんですから」

　織姫は呆あきれ気味に言う。しかし実感として、火か界かい咒じゆのもつ雰ふん囲い気きが変わっていた。

　今までも十分危険な武器だったが、凶悪度が一桁けた増えた。そんな印象だ。

「ところで夏彦様、今更ですが、お怪け我がはありませんか……ああ、愚問でしたわ。こんなにボロボロになって……わたくしなんかのために……ぽ」

　ヘルガはうっとりと夏彦の傷を眺ながめた。

　だが、その視線が夏彦の首や肩の傷に向くと、顔が真っ青になり、悲鳴を上げた。

「わたくし、夏彦様を噛んでしまったのですね……ッ！」

「ん？　ああ、気にするなよ。俺おれなんか、ヘルガの心臓貫いたんだぜ。噛かまれたくらい気にならない」

「で、ですが、夏彦様が吸血鬼に！」

　すると織姫まで蒼そう白はくになり、あたふたする。

「夏彦は吸血鬼になってしまったのですかっ？」

「なってないぞ。ほら、牙きばないだろ」

　夏彦は指で唇くちびるを剥き、歯を見せた。

「そ、そんなはずはありません！　ヴェロニカに噛まれたら、死ぬか吸血鬼になるか二つに一つ。何ともないなんて……」

　ヘルガは戸惑う。が、何か閃ひらめいたらしく、ぱっと顔を明るくし夏彦に抱きついてきた。

「きっと、夏彦様はわたくしの運命の人なのですわ！　だから吸血鬼が感染しなかったのです。そうとしか思えません！」

「いや……他の理り屈くつを考えようぜ」

　そんな適当な理屈で吸血鬼化をまぬがれるとは思えないし、そもそも夏彦の運命の人は織姫なので、ヘルガの理論は絶対に間ま違ちがっている。

「ヘ、ヘルガ、夏彦から離れてください！　運命の人なんて認められません！　勝手な理屈を作らないでください！」

「あら、どうして織姫に認めてもらわなくてはならないのですか？」

「そ、それはですね……私は夏彦の幼おさな馴な染じみなので……」

「関係ないでしょう」

「ぐぬぬぅ……」

　ヘルガは夏彦に抱きついたまま、勝ち誇った表情で織姫を見る。一方、織姫は悔くやしそうに震え、泣きそうになっていた。

「とりえずヘルガ。喧けん嘩かできるくらい元気になったなら、離れてくれないか」

「まあ、酷ひどいですわ夏彦様。これは空元気というものです。まだ自力で立つことも出来ませんわ。ですから、ハインツのところまで運んで下さいまし」

「ん……そうか」

　確かに、ヴェロニカの支配から解放されたばかりで、力が出ないというのも頷ける。

　夏彦は言われるがまま、ヘルガを抱き上あげた。

「な、夏彦！　そんな、またヘルガをお姫ひめ様さまだっこして！」

「……いちいち嫉しつ妬とするなよ。あとで織姫にもしてやるからさ」

「まあ、夏彦様ったら、何て罪作りな殿との方がた……ぽ」

　ヘルガは頬ほおを赤らめた。熱でもあるのだろうか。

　一方、織姫も赤くなり、手をグルグル回しながら、口をパクパクさせる。

「わ、私は別にお姫様抱っこをして欲ほしいわけではなく……その……夏彦のことなんて、何とも思ってませんからぁっ！」

　織姫はそんなことを叫んで、まだ燃えさかる渚市の中を走っていった。
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　グラシア・ブレイアムは目を覚ました。

　もう二度と目覚めることなどないと思っていたのに。もしや天国か地じ獄ごくに来てしまったのだろうか。だとすれば、きっと地獄だろう。そのことに対して不満はないが、最後にもう一度、子供たちに会いたかった。

「……けど、地獄じゃないね、ここは」

　色々と想いをはせながら目を開いてみると、飛び込んできたのは何の変哲もない部屋だった。骸骨や血肉で作られているわけでもなく、罪人が業火で焼かれているわけでもない。

　普通のレンガ造りの壁。

　おまけにベッドに寝ねかされている。シーツも新しい。

「おや、お目覚めですかな」

　そして部屋に入ってきたのは見知った吸血鬼、ハインツ・ツヴァイク。

「……ここはアンタの家かい？」

「そうです」

　地獄かと覚悟していたグラシアとは対照的に、ハインツは普ふ段だんとまるで変わらない。

　興醒めだった。

「アンタがそうして呑のん気きにしているってことは、ヴェロニカは無事に止まったのかい？」

　あの怪物を止められるとは思えない。しかし、この状況を鑑みるに、そういうことなのだろう。

「ええ。信じがたいことですが、イデアルによって鎮ちん圧あつされました。渚市の被害も最小限です。まだ半日しか経たっていないというのに、街はもう活気を取とり戻していますよ」

　信じがたい、というハインツの言葉に、グラシアは全面同意だった。イデアルという治安維い持じ組織の存在は知っていたが、ヴェロニカを止められるほどの戦力だったとは。

　だが、それよりも、もう一つの疑問の方がより深刻だった。

「あたしはどうして生きている」

　エルメネヒルドがグラシアに施した改造手術は、生命維持機能と引ひき替かえに【破戒王の残鉄】の魔力を使いこなせるようにするというもの。

　そうまでしなければ、人の身で【破戒王の残鉄】は使えないのだ。

　ヴェロニカを倒せば元の体に戻すという約束だったが、結局グラシアは負けてしまった。肉体の生命維持は限界を迎むかえ、おまけに【破戒王の残鉄】を持って行かれた。あのまま自分は死ぬものだとばかり思っていたのに。

「確かに、貴女あなたは普通なら死んでいる状態でした。ですが、吸血鬼は普通のことでは死なないのですよ」

「吸血鬼だって……？」

　その言葉にハッとしたグラシアは、口の中に指を入れ、犬歯に触れた。

　明らかに大きさが変わっている。それはもう牙としか言いようのないものだった。

　ヴェロニカに噛まれた者は『死ぬ』か『吸血鬼化』するかの二つに一つ。そして、吸血鬼になった者は、常識を超えた再生力を得る。

「エルメネヒルドの改造は、私の命と引き替えだった。けど、吸血鬼の再生力はそれを凌りよう駕がした、ってことかい？」

「左様です。貴女に施された改造がどんなものか詳細は分かりませんが、そんなものでヴェロニカの眷けん属ぞくは死にません」

　そう断言するハインツの顔が妙に自信に満ちあふれていたので、グラシアは虚を衝かれた思いだった。

「てっきりアンタはヴェロニカを嫌きらっていると思っていたんだけど、そうでもないようだね」

「おや、顔に出ていましたか。私もまだまだ修しゆ業ぎようが足りませんな」

　ハインツは無表情に戻るが、否定はしなかった。

「まあ、昔は色々と思うところがありましたが、最近ようやく悟ったのですよ。結局のところ、ヴェロニカは私の娘むすめであり、私はその娘を生いけ贄にえに捧ささげてしまった。そして、その過あやまちを修正するためにヘルガという疑似人格まで造り上げ、結果、二人の人生を破は壊かいしてしまった。私はその罪を償わねばならないのです。今はまだ無理ですが、いつか必ず、私はヴェロニカとヘルガを分離させ、二人を普通の人間にしてみせます。幸いにも私の寿じゆ命みようは無限な上、大だい魔ま災さいのお陰で魔ま界かいの技術に直接触れることも出来るようになりました。まだ目途も立ちませんが、それだけはやらねばならんと思うのです」

　そのハインツの告白は、意外なようでもあり、予想どおりでもあった。

　なぜならグラシアも、似たようなことをしているのだから。

「はん、お互い年を取って善行に目覚めたってわけかい」

「そういうことでしょうな。まあ、貴女は随ずい分ぶんと若作りしているようですが」

「……ちっ、嫌なジジイだね」

　グラシアはエルメネヒルドの改造によって、もっとも魔ま力りよくが強かった頃ころ、すなわち二十歳はたち前後の姿にされた。そして、その状態のまま噛まれ、吸血鬼になってしまった。

「この姿で帰ったら、子供たちに何て言われるか……どうにかならないのかい？」

「どうにもなりませんな。吸血鬼になった時点の姿で固定されてしまいますから。今後とも老けることなく、そのままです」

　子供たちにどう説明すれば自分だと分かってもらえるだろう――と、グラシアは不安になった。若返るのは結構だが、二十歳はやり過ぎだろう。ほとんど別人だ。

「吸血鬼の宿命です。そのくらい我が慢まんすることですな。我々はヴェロニカと違い、血を求めて暴走することもないので、日常生活を送るのに支障ありません。日光が辛く感じられるかも知れませんが、それほど気を遣うこともないでしょう」

「はぁ、そうかい……」

　死を覚悟していただけに、この展開はどうにも気が抜けてしまう。なにせ、吸血鬼といえば不老不死だ。あと何年生きられるだろうと悩なやんでいた老ろう婆ばが、二十歳に若返り、無限の寿命を手に入れたのだ。

　――けど、つまり何年でも子供たちの面めん倒どうを見られるってことだよね。

　それを考えれば、吸血鬼も悪くない。

「ところで、知らないうちに寝間着になってるんだけど、誰が着き替がえさせたんだい？　まさかアンタじゃないだろうね」

「そうしても良かったのですが、ヘルガお嬢じよう様さまに怒おこられてしまいまして。寝ている貴女あなたの世話は、お嬢様がしてくださいましたよ」

「ヘルガが……？」

　グラシアは彼かの女じよを、ヴェロニカの蓋としか認にん識しきしていなかった。今まで散々痛めつけたし、酷いことも言った。それなのに、まぁ何というお人好しだろう。

「ふーん……で、そのヘルガはどこだい？　一応、礼くらい言っておきたいんだけど」

「申し訳ありません。ヘルガお嬢様は今留守なのです。が、それを貴女に着せるよう仰せつかっております」

　そう言ってハインツは、壁にかけてある衣装を指差した。いつもヘルガが着ているような、フリフリでヒラヒラのドレスだった。

「あれを……あたしに、着ろって言うのかい!?」

「嫌なら結構。そのままお帰りください」

　ハインツは容よう赦しやなく言い放った。

　もちろん、寝間着のまま出歩くのに比べれば、ヘルガの服をもらった方がマシだ。

　しかし、それにしても、こんな少女趣しゆ味み全開の服を自分が着ることになるとは、全く想像もしていなかった。まこと、人生とは何が起きるか分からない。

「分かった、着替えるよ……だから、アンタは外に出てな！」

　グラシアはやけになって怒鳴り、ハインツを追い出し、非常に浮かない顔で衣装に着替えた。

　ところが、鏡に映った自分の姿を見たグラシアは、意外な光景をそこに見た。

「な、なんだい……意外といけるじゃないか……」

　少し調子に乗り、スカートを広げポーズをとってみたりする。

　すると突とつ然ぜんハインツが部屋に入って来たので、驚おどろきのあまり飛び跳はねた。

「おや、似合っているではありませんか」

「ハ、ハインツ！　なに勝手に入ってきてるんだいっ！」

「申し訳ありません。随分と時間が経ったので、流石さすがにもう着替え終わっていると思ったものですから。しかし……そうやって鏡の前でウットリしているあたり、貴女も満更ではないようですな」

「ウットリなんかしてないよ！　ああ、もう……あたしはもう帰るよ。ヘルガに言っておきな。いい加減、服の趣味を考えろって。あの子だってもういい年じゃないか！」

「その服を着てウットリしていた貴女がそれを言いますか？」

「うるさい！」

　グラシアは恥はずかしさのあまり、自分が広がりやすいスカートを穿はいているのも忘れ、窓から飛び降りた。

　そして、道を往来していた幾いく人にんかに中を見られてしまった。





※






「うー、ダルいよー、今日くらい休もうよー」

　玄関を出るなり、委員長は不満を漏もらした。

　昨夜、ヴェロニカとの戦いが終わったあと、委員長は家に帰るのが面倒という理由で、比較的近い織姫の家に泊まったのだ。

「何を言っているのですか委員長。あれしきの戦いで疲れを翌日に残しているようでは駄目ですよ！」

　織姫はそう言って張り切る。しかし実のところ、織姫も疲労困こん憊ぱいで、歩くのも億劫な様子だった。それでも登校しようとしているのは、夏彦のせいである。

　三人の中で夏彦だけは疲つかれていない。そして「二人ともだらしないな」とうっかり漏らしてしまった。

　当然の如く、織姫が対抗意識を燃やしてしまい「私だって元気です！」となったわけだ。

「……本当に無理すんなよ」

「無理なんてしてません！　何なら、今から夏彦と勝負してあげましょうかっ？」

「ああ、分かった分かった」

　予想どおり、説得は逆効果だった。心配すればするほど織姫は意地を張る。

　もっとも、意地だろうが何だろうが、元気を出だせるということは、まだ余よ裕ゆうがあるのだろう。問題なのは委員長の方で、見るからに気だるそうだった。寝ていいよと言えば、道路の真ん中でも熟睡しそうな様子だ。

「行くなら早く行こうよー、保健室で寝たいよー」

　やはり寝ることしか考えていない。それでも律儀に制服に着替えて出てきたあたり、かなり付き合いのいい性格だ。この五年間、織姫と委員長は本当に仲良くしていたのだろうと思い、夏彦は少しニヤけてしまった。

「じゃあ行くか。つーか、あんな騒さわぎの翌日でもやってる学校ってのも凄いんだが」

「魔界では普ふ通つうですよ、夏彦」

「そうなんだろうなぁ……」

　今朝のニュースによれば、昨夜の戦いで、市街地の四分の一が焼失したという。負傷者の数は最低でも一万人とされていたが、死者となると意外と少なく、二百人を超こえるくらいだった。

　無論、一晩で二百人死んだというのは大事件だし、これから捜そう索さくが進むにつれ増えていく可能性が高い。それでも、あの規模の戦いで二百余人で済んだというのは驚異的だ。流石さすがは魔ま界かいである。

　そして、あの戦いにより渚市は『七月で最もイケてる街』に選ばれる可能性が濃のう厚こうになったようだ。

　選ばれるとどうなるのか――と織姫に尋ねたところ、血の気の多い魔族が観光にやって来て、商業とバトルが潤うらしい。

「きっと八月の渚市は事件が多いですよ。イデアルの出動も増えるかも知れません」

「せっかくの夏休みなのにな」

　そう、明日から夏休み。今日は終業式なのだ。

　夏休みという単語を聞いただけでワクワクしてくるが、織姫と一緒に過ごせる夏休みとなれば、その嬉しさは一億倍となる。

「明日デートに行こうぜ」

「はぁ、さっそく遊ぶ算段ですか……って、デート!?」

「何を驚く。俺と織姫で遊びに出かけたら、それはデートだろ？」

「デートだなんて、そんな……不純です！」

「どこがだよ」

　夏彦の突っ込みに対し、織姫はすぐに反論が浮かばなかったようで「うむむ」と考え込む。

　いつもならここで委員長が「じゃあ私がデートするぅ」などと言って胸を押しつけてくるのだが、今日はそんな素そ振ぶりも見せない。ただフラフラするばかりで、別人のように大人しい。

　ところが、対抗馬は別のところから現れた。

「夏彦様ぁ！」

　ヘルガの声と共に、エンジン音が近づいてくる。

　見れば、青い車の運転席から制服姿のヘルガが顔を出し、手を振っていた。ＢＭＷのエンブレムが見て取れる。夏彦は「ヘルガって運転できるんだなぁ」と思いながら見ていた。

　しかし――

「あれって……スピードの出し過ぎではないでしょうか……？」

　織姫がそんな疑問を口にする。

　そして、夏彦もまったくの同感だった。もしや運転できないのに運転しているのではと疑ってしまうほどに。

　案の定ＢＭＷは、鳥居に激突するコースで突っ走ってくる。

　冗じよう談だんではない。新郷神社は山岳信仰の神社であり、別にドイツ車を祭っているのではないのだ。

「ヘルガ、避よけてください！」

「ハンドルを切れぇっ！」

「え、何ですの？　あ、きゃぁぁぁあっ！」

　鳥居に追突する直前、ヘルガは悲鳴を上げながらハンドルを回した。すると鳥居の回かい避ひには成功したが、代わりに横転して森に突っ込んだ。更さらに木にぶつかり、ガソリンが漏れ、引火。大だい爆ばく発はつ！

「おい、シャレになってねぇぞ！」

「昨日の戦いでも無事だったのに、どうしてこんな詰まらないことで火事になってるんですか！　委員長、消火をお願いします！」

「う、うん……っ」

　委員長は織姫に言われるがまま、銃じゆうを構えて炎えん上じようするＢＭＷに撃うち込んだ。

　弾だん丸がんは冷気を放ち、炎ほのおを氷で包つつみ込み、見事消し止める。

　が、撃った瞬しゆん間かん、委員長はバタンと倒れてしまった。

「もう駄だ目め……限界……お休みなさい……むきゅぅ」

　そしてスヤスヤと幸せそうな寝息を立てる。

　その委員長も心配だが、問題は大爆発したヘルガだった。

　ところが、不死身の吸血鬼であるヘルガは、「コホコホ」と咳をしながら、車から這はいだしてくる。

「やはり車の運転は難しいですわ……夏彦様を送って差し上げようと思いましたのに」

「……ヘルガ。免許持ってるのか？」

　夏彦は、恐おそる恐る尋ねる。

「免許？　今の日本でも、車を運転するのに免許が必要なのですか？」

　ヘルガは小首をかしげた。

「どうなんだ織姫」

「要らないと思いますけど……だからといって鳥居に突っ込んだり、火事を起こしたりしてもいいということにはなりません！」

「申し訳ありません、止め方がまだ分からなくて……」

「そんな状態で私たちを送ろうとしたんですかっ？」

　むしろ大爆発してくれて助かった、と夏彦は思った。

「まあ、何を勘かん違ちがいしているのですか織姫。わたくしは夏彦様を迎えに来たのですわ。織姫は歩いて登校してください」

「貴女だって歩きでしょう、車はもうないんですから！」

「……ハインツに迎えに来させますわ。夏彦様、少々お待ちくださいまし」

　ヘルガはスマホを取り出し、電話をかけ始める。

　すると織姫がヘルガの隙を突いて、夏彦の手を握り、一気に走り出した。

「私と夏彦は先に行くので、ヘルガはあとからゆっくり来て下さい！」

　夏彦は織姫に引っ張られるがまま走る。

　あっという間に神社から遠ざかり、登校路を突き進む。

　ヘルガを置いてきて本当によかったのかなぁと思いつつ、夏彦は嬉うれしかった。

「織姫の方から俺の手を握ってくるなんて珍しいじゃないか。こうやって走ってると、駆け落ちしてるみたいだな」

「へ？　う、うわぁぁあっ！」

　ところが織姫は、せっかく握った手を振りほどいてしまう。

「こ、これは違うんです。あの場を離はなれる口実を作るためであって、夏彦をヘルガに取られるのが嫌いやだったとか、そういうことではありませんから！」

「そんな真っ赤になりながら否定しなくても」

「炎天下を走ったら赤くなるに決まっているでしょう！」

　夏彦が何か言えば言うほど、織姫はムキになって反論してくる。また、織姫がムキになればなるほど、夏彦はニヤニヤしてしまう。

「分かったから、早く行こうぜ。遅刻する」

「うぅ……いつも夏彦だけ余裕があって……ズルイです」

　織姫は歩きながら頬を膨ふくらませた。そして、夏彦の横にピッタリくっついて並び、何やら上うわ目め遣づかいでうかがってくる。

　――はて、これはもしや。

　夏彦は織姫の方にさり気なく手を伸ばしてみた。

　すると織姫は、周りに誰だれもいないのを確かく認にんしてから、ぎこちない仕草で夏彦の手を取り軽く握る。

「夏彦がどうしても手を握って欲しそうなので、少しの間だけ握ってあげます……！」

「おう。織姫は察しがいいな」

　学校に近づき、他の生徒が見え始めれば、手を離してしまうのだろう。しかし、それでも夏彦は、心臓が爆ばく発はつするほど興奮していた。
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　――いっそ、学校なんてサボって、その辺の茂みで押し倒したい。この雰囲気ならいけるだろ！

　本気でそんな不ふ埒らちなことを考えていると、後方よりヘルガの声が迫ってきた。

「夏彦様ぁぁ」

　ヴェロニカが復活したのかと思うほどの速度で突っ込んでくる。そして、すかさず夏彦の腕うでを握りしめ、体を密着させてきた。

「もう、夏彦様ったら恥ずかしがり屋さんなんですから。わたくしとこうして歩きたいなら、そう言ってくださればよろしいのに。察するのに時間がかかってしまいましたわ」

「いや、そんなことは全然思っていないんだが」

　おまけにヘルガは、胸まで押しつけてくる。その柔らかさで夏彦は動転した。

　自分でも知らなかったのだが、どうやら夏彦は胸を押しつけられるのに弱いらしい。

「ああ、何をするのですかヘルガ！　夏彦は私と登校するのですッ」

　そして織姫まで夏彦の腕に抱きつき、やはり胸を押しつけてきた。

　ヘルガは小柄で幼い顔立ちだが、それとは裏腹に大きめの胸である。対する織姫の胸は小ぶりで控ひかえめだ。そんな二種類の胸が、左右から夏彦の欲望を刺し激げきしてくる。

　――いかん、織姫以外に興奮するとか浮うわ気きだろ。何とかしてヘルガを離さないと。

「あ、ＵＦＯだ！」

「え、どこですのっ？」

　夏彦が明後日の方向を見ながら言うと、ヘルガは簡単にひっかかり、注意を逸らす。なんて純粋なんだろうと思いつつ、夏彦はヘルガの腕を振り払い――そして織姫を押し倒した。

「へぁ!?」

　織姫は妙みような悲鳴を上げた。だが夏彦は構わず胸に顔を埋うずめる。

「な、夏彦！　どうしたのですか、暑さで頭がおかしくなったんですかっ？」

「うるせぇ、あんなに胸を押しつけられたら、おかしくなるに決まってるだろ、責任取れ。もう自分では止められねーんだよ！　うぉぉぉぉっ！」

「うひゃああっ！　ヘルガ、いつまでもＵＦＯを探さがしてないで助けてください！」

「え、なんですか……って、これは一体どうしたことですの!?」

「見て分かりませんか、襲おそわれてるんです！」

「織姫……貴女、わたくしが少し目を離した隙すきに夏彦様を誘ゆう惑わくして……っ！」

「強ごう引いんな解釈はあとにして助けてください！」

　織姫とヘルガが何やら修しゆ羅ら場ばり始めたが、無論、夏彦は意に介さず、我関せず。ただひたすら己おのれの信ずる道を行く。

「ちょ、ちょっと、そんな、あっ、ひゃん……」

　織姫は可愛かわいらしい声を漏らす。

　と、そこへ委員長までやって来た。

「ふぇ……やっと追いついた……」

　委員長は今にも倒たおれそうな様子だった。ところが、織姫に覆おおい被さる夏彦を見た瞬間、目を見開き、口を大きく開け叫さけんだ。

「あ、あああっ、私を放置してこんなところでイチャついて……明日から夏休みだからって浮かれすぎ！　しかもヘルガに見てもらいながらとかマニアックなプレイして！　何で私だけのけ者なの……もう許さないもん！」

　委員長はゼェゼェと息を荒あらくしながらも、太もものホルスターから銃を抜き、両手に構える。そこに妙な怨おん念ねんを感じた。

「まぁ、何てこと！　明日から夏休み……わたくし、学校に通うのを楽しみにしていたのに……織姫、騙だましましたわね！」

　そしてヘルガは、日ひ傘がさを光る針に変化させる。

「私がいつ騙しましたか。えーい、誰も助けてくれないのなら自分でやりますっ」

「うわぁん、また私のこと放置して話進めてる！　もう全員ぶっとばしてやる！」

　イデアル三人娘は思い思いのことを叫びながら、ありったけの魔力をここに顕現させた。

「斑鳩流分派人用傀儡闘法、剣けんノ型――黒姫撫子！」

「ローゼンクロイツ式召しよう喚かん術、第二階かい梯てい――パンツァーファウスト！」

「クロムウェル式氷結銃術――術式刻印パラベラム・ミス型魔銀弾リル・バレツト！」

　終業式に遅刻したのは言うまでもない。







エピローグ







　白空世界に鼓こ動どうが響く。

　それは実際に空気を振動させているわけではないのだが、この場にいる者は実感として、鉄球で壁かべを叩くが如ごとき音を感じ取ってしまう。

　音源はカプセルの中に眠ねむる、破は戒かい王おうヴェズエル。

　いまだ屍し体たいのままだが、残ざん鉄てつの欠片かけらを取り込んだことにより、心臓が動き出している。焼けただれた皮ひ膚ふの一部では再生が始まり、生前の面おも影かげすら見え始めていた。

　エルメネヒルドが見守る中、リリウムはカプセルに縋すがり付きジッとしている。

　この鼓動の中心部に、エルメネヒルドは近づけない。体がバラバラになりそうな大音響により、頭痛が止まらないのだ。

　それはリリウムとて同じのはず。しかしヴェズエルのそばにいられるのなら、頭痛など問題ではないのだろう。

　エルメネヒルドは複雑な思いで、リリウムの背中を見つめていた。

　そのとき、白空世界に二人の焔ほむらが侵入する。

　この鼓動の中でもハッキリと存在感を放つそれらは、【瓏ろう玲れいの焔ほむら】の中でも上位である証拠だった。

　エルメネヒルドは振り返かえり、二人に語りかける。

「やあ、来てくれて嬉しいよ。バルトセル。それにアウレリア」

　一人は男。バルトセル。

　目に痛いほど明るいオレンジ色の長髪。その目つきは野獣を思わせる。黒いズボンに黒いジャケットと、黒ずくめ。それを自らのパーソナルカラーにしているらしい。

　もう一人は女。アウレリア。

　藍色の髪を左右でお団子にし、そこから糸のように垂らしている。非常識なまでにスリットが深いチャイナドレスを着ていた。もちろんこのチャイナドレスは大魔災以降に手に入れたものだが、昔から下着はつけない主義だという。

「よぉ、エルメネ……話は聞いたぞ。随分と面白れぇことになってんじゃねーか」

「ダイアンサスの残鉄が見つかったなんて、びっくりネ。これでまたみんなで楽しく遊べるネ」

　バルトセルとアウレリアは、それぞれ嬉しそうに言った。

　無頼の者たちであるが、それでもレムナンツは皆みな、ヴェズエルを盟主とした仲間なのだ。ヴェズエルだけでなく、その妻だったダイアンサスまで復活させられるかもしれないと知れば、素す直なおな笑えみがこぼれるのである。

「うん。そのことで話し合おうと思って呼んだんだよ。と、その前に相談なんだけど……ここからはリリ姉に聞こえないように、小さい声で頼たのむよ」

「あァ？　んだよ、またてめぇの恋れん愛あい相談でもしようってのか？　色ガキが」

「違ちがうよ！」

「照れなくてもいいネ。思春期の淡い恋こいは、誰でも一度は通る道ネ」

　アウレリアは人なつっこい笑顔えがおでエルメネヒルドの頭を撫でた。

「もう、子供扱いしないでよ、アウレリア」

　エルメネヒルドはこの二人に、大きな借りがある。以前、暴力特区で合体させた特大サイズの【破戒王の残鉄】だが、エルメネヒルドはあれを自分一人で作ったような顔でリリウムに渡わたした。しかし実際には、バルトセルとアウレリアに手伝ってもらったのだ。

「これ以上、てめぇの心証を上げるのに協力しねぇぞ。とっとと告れ。んで玉砕しちまえよ」

「そして、お姉さんが慰めてあげるネ」

「いや、だからそういうことじゃないよ。真ま面じ目めな話。っていうか、気づいてると思うけど……白空世界をリリ姉一人で維持させるの、多分もう限界」

「ああ、なるほど。そっちの話か」

　バルトセルは納なつ得とくしたように呟つぶやく。

　この白空世界は、暗黒ドームの中に作られた魔造空間だ。その維持には莫ばく大だいな魔力が必要であり、現状リリウム一人で負担している。

「僕ぼくが力になれればいいんだけど……正直、僕一人が手伝っても雀の涙なみだだから。二人にも負担してもらいたいんだ」

「別にかまわねぇ。つーか、白空世界を作るときにそういう話が出たのに、リリウムが一人で十分って突っぱねただけなんだがな」

「リリウムは何でも一人で背負い込むネ。健けな気げで可愛いネ」

　三人は、カプセルに縋り付くリリウムの背中を苦く笑しようしながら見つめた。

　破戒王ヴェズエルを復活させるという目的の下に集ったレムナンツ。最初にそれを掲かかげたのはリリウムだった。無論、全員がその目的に賛同している。だが、リリウムが言い出さなければ、死者を生き返らせようとはしなかっただろう。

　エルメネヒルドもバルトセルもアウレリアも、ほとんどリリウムを助けたくてレムナンツに残ったようなものだった。

「てなわけで、おいアウレリア。リリウムにばれないよう、白空世界にハッキングしかけろ。お前、そういうの得意だろ」

「まかせるネ。それで、負担の配分はどうするネ？」

「俺おれが五、リリウムが三、お前が二。実力考えればこんなもんだろ」

　バルトセルは迷うことなく言った。

「バルトセルの自己評価は相変わらず高いネ」

「あぁッ？　てめぇ喧嘩売ってんのか！」

「虐めちゃいやーんネ」

　アウレリアは身をくねらせ一歩下がった。

　するとバルトセルは鼻を鳴らし、矛を収める。

「ねえ、僕の負担は？」

「うるせぇ、ガキの出る幕じゃねぇ。大人しくしてろエルメネ」

「ちぇ」

　またしても子供扱いされふて腐れたエルメネヒルドを、アウレリアは後ろから抱だきしめた。後頭部に胸が当たる。なにせ下着はつけない主義のアウレリア故ゆえに、チャイナドレスの薄うすい布越しに柔らかい感かん触しよくが伝わってくる。

　エルメネヒルドは慌あわてて振り払い、アウレリアから離れた。

　リリウムは相変わらずカプセルに向かっている。今のは見られていないようだ。エルメネヒルドはホッと安あん堵どの息を吐はく。

「……じゃ、そろそろ本題に入ろうか。ねえ、リリ姉！　バルトセルとアウレリアが帰ってきたよ！」

　叫ぶと、リリウムはようやく気づいたらしく、こちらを振り返って驚いた顔になり、小走りにやって来た。

「もしかしたら、来てくれないかと思った」

　リリウムは二人の顔を見ながら、頬ほおを赤らめて言う。

「馬ば鹿かか。俺らを何だと思ってる。腐ってもヴェズエル直属――そのことを忘れたことはねぇ」

「そうネ。もう一度、皆で神しん滅めつをやり直したいネ……」

　バルトセルもアウレリアも、しみじみと語った。

　史上最強の魔族、破戒王ヴェズエルの直属だったという過去。それは誇りであり、自分がその末席に連なっていることに、エルメネヒルドは改めて緊きん張ちよう感を覚える。

「ところで……何だか急に体が軽くなった気がするんだけど……何かした？」

　リリウムは小首をかしげながら尋たずねる。

「いいや。ヴェズエルが生き返りそうだから、嬉しくて元気になったんじゃねーか？　お前は単純だからな、リリウム」

　バルトセルはリリウムの髪を撫で、くしゃくしゃにした。リリウムは嫌そうに頭を押さえる。

　どうやらアウレリアは、既すでに白空世界の魔力負担を書き換えてしまったようだ。

　そんな素振りも見せなかったのに、恐るべき早業である。

　そして、負担五割という状じよう況きようでも、バルトセルは涼しい顔をしている。まったく重荷に感じていないらしい。

　五：三：二：零――この配分は悔しいことに、どうやら完かん璧ぺきに正しいようだ。

　リリウムは、三人の顔をジロジロと見比べ、

「あ、ありがとう……」

　と、小声で呟いた。

「何のことだか分からないネ。それよりエルメネヒルド。私たちを集めたからには、素す敵てきな話があるネ？　早く言うネ」

　アウレリアは急かしてくる。彼女が動くたびに胸が揺れ、深いスリットから肌はだが覗のぞく。見えてはいけない部分まで見えてしまいそうで、リリウムの手前、非常に目のやり場に困る。

「ああ、うん……まず、僕らレムナンツの目的の確認なんだけど――」

「ヴェズエルの復活。他になんかあんのかァ？」

「創立時は、というより、ついこの前まではそれだけだった。けど、今は色々見つかったじゃん？　だから、優先順位を整理しようと思ってさ」

「はん、なるほどね……」

　バルトセルは笑って頷うなずいた。彼かれが喜ぶ理由に、エルメネヒルドは心当たりがある。が、それに構うと長くなりそうなので、そのまま説明を続けた。

「レムナンツの第一目標は変わらず、ヴェズエルの復活だ。その為に【破戒王の残鉄】を集める……けど、これはちょっと休止してもいいと思う。それより新しく出来た第二目標、ダイアンサスの復活。こっちを優先させようと思うんだ」

【破戒王の残鉄】は、日本中どこに散らばり、いくつに分ぶん裂れつしたのかすら分からない。しかしダイアンサスの方は、渚なぎさ市にあるとハッキリしているのだ。

「ちょっと待て。三さん世ぜ寺じ夏なつ彦ひことかいう人間のガキはどうする？　ヴェロニカに噛かまれても何ともなかったんだろ。ってことは、もうアレで確定じゃねーか。おまけに、シュトライムの弟で子しときてやがる……」

　バルトセルは『シュトライム』の発音に力を込める。彼にとって、三世寺夏彦の正体が何であれ、重要なのはそこなのだろう。

「たかが人間如きが、シュトライムの技を受け継ついだ……ハッ、面白れぇ」

「いや、君の気持ちも分かるんだけど。そっちは今回パス。そりゃ最終的には神滅まで行くよ？　けど、今の段階で彼と接触してもいいことないし。バルトセルも三世寺夏彦に会ったら、可能な限り戦せん闘とうは回避してよ。君は血の気が多いから、うっかり殺しちゃうなんてことも……」

「ああ、心配するな。回避するさ。可能な限り、な」

　可能な限り――と強調され、エルメネヒルドは激しく不安を感じる。

　立ち振る舞まいや口調こそヴェズエルとかけ離れているが、彼に本質的な部分で一番近いのは、もしかしたらバルトセルかもしれない。

　だからこそ一番戦力になるし、一番危険でもある。

「エルメネヒルド。チンピラの扱いは私に任せるネ。それより、ダイアンサスを復活させるって、具体的にどうするネ？」

「うーん、まだ具体的な方法はないからさ。それを研究するためにも――」

　エルメネヒルドはそこで一度区切り、一同の顔を見回す。

　そして次の作戦を提案した。

「蓬よもぎ田た織おり姫ひめ。彼女を本気で確保しようよ」





※






　そして白空世界の遥はるか上方に浮うかぶ万ばん魔ま殿でん。その一角で、また別の思惑が動いていた。

　慈じ悲ひ帝ていを頂点に運営される魔ま界かい政府ではあるが、決して一枚岩とはいえない。そこに渦うず巻く陰謀は、常に無数の方向へ伸のび、幾何学的なまでの複雑さを描いているのだ。

　その陰謀の一本が、とある少女の脳のう髄ずいから発芽しようとしていた。

　外見年ねん齢れいは、人間ならば十一か十二か。この万魔殿で生きていくには、どう見ても幼すぎる。

　しかし実際には、万魔殿において彼女を知らぬ者はいない。それほどの地位を築いていた。

　その名を、ショコラ・ミミングス。

　修しゆ羅ら庁ちようのナンバー06。長官の代行者であり、平時における修羅庁の全権を担う。彼女の意志一つで、魔界最狂といわれる戦闘集団が動き出すのだ。

　だが、それほどの地位にありながら、ショコラは純粋な【瓏玲の焔】ではなかった。

　犬型魔ま族ぞくと焔の間に生まれたハーフなのだ。その証拠に、ショコラの頭部に生える耳は、犬のそれである。

　故にショコラは、自分が【瓏玲の焔】ではないという不利を補うため、様々な謀略を巡らせねばならなかった。

　元老院に対する接近も、その一つだ。

「さてさて、次はどのカードを切ろうかのぅ？　近ちか頃ごろおもしろい手札が減って、いまいち目立てぬ。そろそろ思い切ったことをしなくてはな」

　ショコラの声は幼いくせに、口調から老獪を感じさせる。そして十分すぎる危険性を含ふくんでいた。

　外見だけは可憐なのに、子供らしい無む邪じや気きさがまるでないのだ。むしろ誰よりも邪気にまみれている。

　単純な戦せん闘とう力りよくにおいてショコラを上回る魔族は幾人もいるだろう。しかし、他者を踏み台にするという一点において、彼女は誰よりも卓越していた。

　そんな彼かの女じよが机の上に投げ捨てた二つの資料には、それぞれ人間のデータが記載されている。

　一つは、三世寺夏彦。

　もう一つは、蓬田織姫。

「今回はこの二人に生いけ贄にえとなってもらうとするか。ワシのために他者を犠ぎ牲せいにするというのは……ふふ、何度やってもゾクゾクするのぅ」







あとがき







　皆さん、お久しぶりです。ツガワトモタカです。

　火か界かい王おう剣けんの神滅者デイスビルシヤナも無事二巻を出すことができました。一巻は何やら増刷までしたようで。買ってくださった一人一人に感謝の青森リンゴを配りたい気分です。

　そして二巻は表紙を見て分かるように、金髪の美少女が出ました。

　お嬢じよう様さまです。そして吸きゆう血けつ鬼きです。

　いいですよね、美少女吸血鬼。噛かまれたいです。

　美少女吸血鬼というだけでも魅力的なのに、Ｒｉｖさんのイラストによって無む敵てきになりました。表紙のイラストが届いた瞬間、私は壁紙にしちゃいましたよ。作者の特とつ権けんですな。

　あとがきから読んでいる人のためにザックリ紹介しますが、この吸血鬼ちゃんは作中でレース編あみをしているシーンが沢山あります。女の子らしくて可愛いですね。実際とてもおしとやかです。戦闘時はあまり前線に出ず、補ほ助じよ的てきな立ち位置にいるのではないでしょうか（すっとぼけ）。

　ところで、ときたま私のことを猟りよう奇き的てきな描写が好きな作家だと思っている人がいますが（主に編集のＮさん）、全然そんなことはありませんから。特に火界王剣の神滅者は清く明るく楽しいラブコメを目指しているので、女の子の手足が引き千ち切ぎれたり、女の子の臓ぞう物もつが引きずり出されたりといった描写は極きよく力りよく控ひかえています。

　ええ、可能な限り控えていますよ。可能な限り。

　というわけで、安心して読んでください。

　仮に千切れても、吸血鬼なのですぐにくっつきますよ。







◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


ツガワトモタカ先生／Ｒｉｖ先生
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